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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　賢竜王インボルクから分かたれし、大いなる血統がふたつ。

　アヴァロン聖竜皇家と、ネハレンニア冥竜王家。

　両家による果てしない戦いは、世代を超えて繰り返される──。





『旧約星書』より








プロローグ









　──アルバ村。

　ロートレアモン騎士国の辺境に位置する、小さな村である。

　村人の暮らしを支えているのは、主に林業と農業。収穫量は少なく、決して裕福とはいえないが、村人たちは陽気で、日々をたくましく生きている。

　夏も終わりに近づいたその日、夕暮れ時のことだった。

「おぉい、リンダー！」

　アッシュは林道を進みつつ、妹を捜している。普段なら帰宅している時間なのに、今日に限って、リンダはなかなか帰ってこない。

　やがて視界が開け、村の子どもたちが遊び場にしている広場に出た。

　案の定、まだ五人ほどの児童が居残っている。既すでに日は暮れかけているというのに、なにやら話しこんでいる様子だった。

　その中にリンダもいた。

　今にも周囲の人影に埋もれそうな様子だが──頭の左右で結わえた髪型に、若草色のワンピースは、見間違うはずもない。

「……ん？」

　大声でリンダを呼ぼうとしたアッシュだが、ふと踏ふみ留とどまった。

　どことなく不穏な気配を感じたのである。よく見ると、児童たちはリンダを取り囲み、厳しい顔で問いつめていた。

「だったら、なんでリンダちゃんのお父さんは帰ってこないのよ？」

　痛烈な一声を飛ばしたのは、リーダー格の女児だった。

「そっ、それは……うっ、ぐすん……」

　既にリンダは泣いていた。まだ五歳のリンダは、仲間内では最年少。周囲と比べると、身体も一回り小さい。プルプルと肩を震わせているのが、傍はた目めにもよく判わかった。

　──またか……。

　アッシュは嘆息した。普段は仲良くやっているのだが、なにかの拍子に喧けん嘩かになったりすると、この調子である。アッシュの父親は謎の人物で、村人たちの間では「家族をほったらかしにして旅に出てしまったロクデナシ」という見方が定着しているのだ。

　父がアルバ村の出身者ではなく、外の世界からふらりとやって来た旅人だったことも、強く影響しているのだろう。

「仕方ないな……」

　女の子同士の喧嘩に兄の自分が介入するのは、なんだか大人げない気もした。が、泣きじゃくる妹の背中を見ていたら、体面などはどうでもよくなった。

「おぉい、リンダ！　そろそろ晩飯だぞー！」

　アッシュは場違いなくらいに、明るい声を張りあげた。そして、女児たちに微笑ほほえみかける。あえてさわやかに振る舞うことで、険悪な空気には気づいていない振りをしたのだ。

　慌てて身構えた女児たちだったが、アッシュの態度は予想外だったようだ。

「お前たちも帰ったほうがいい。日が暮れたら、魔女神モリガンに食べられるぞ？」

　おどけた口調でおとぎ話を引用してやると、女児たちは互いに視線を交わし合った。やがて、ぞろぞろと連れだって、大人しく帰路に就く。

　女児たちが林道の奧おくに消えた頃、アッシュはリンダを振り返った。

「大丈夫か、リンダ？」

　ぽん、と妹の頭に手を置いた途端、

「お兄ちゃあん！」

　リンダは爆発したように泣きじゃくると、アッシュの胸に飛びこんできた。

「ははっ。甘えん坊だなあ、リンダは」

　アッシュは苦笑しつつ、その頭を優しく撫なでてやる。

「ねぇ、お兄ちゃん？　どうして、うちにはパパがいないの？」

　しゃくり上げながら、リンダはそんなことをつぶやいた。その問いは、果たして何度目なのだろう……と、アッシュは遠い目をする。

　それはアッシュ自身、母親に何度か問いかけたことでもあった。

「さあ、どうしてかな。でも、リンダにはお兄ちゃんがいるじゃないか。俺が父さんの分までリンダを守るからさ。それじゃ駄目か？」

　リンダはアッシュの胸に顔をうずめたまま、ふるふると首を横に振った。

「お兄ちゃん…………大好き……」

「俺もリンダが大好きだぞ」

　華きや奢しやな身体を、そっと抱きしめる。

　世界で、たったひとりの妹。

　──そうだ、俺がリンダを守るんだ。

　アッシュは改めて、自分の胸に誓うのだった。




「ほら」

　ようやく泣きやんだリンダの前で、アッシュはくるりと背を向ける。そして、片膝をついた。

「わあい！　おんぶー！」

　リンダは歓声とともに、アッシュの背中にボフッと覆おおい被かぶさってくる。

　華きや奢しやな両腕が、アッシュの首に回された。

「よし、帰るぞ」

　リンダを背負うと、アッシュは家を目指した。

　しばらく林道を歩いていると、リンダの腹が可愛かわいらしく鳴った。

「はわっ……」

　リンダは恥ずかしげに、アッシュの肩に顔をうずめた。

　アッシュは苦笑すると、背中ごしに伝えてやった。

「そういえば、今日の夕飯はリンダの大好きなシチューだってさ」

「えっ、シチュー!?」

　リンダが歓喜の声をあげると同時に、再び腹の虫が鳴いた。

「今のはお兄ちゃんだよねっ？」

「いや、明らかにリンダだろ」

「ううっ……」

「別に、今さら恥ずかしがる必要なんてないだろ？　兄妹なんだからさ」

「それは、そうだけど……やっぱり恥ずかしいよ」

　それっきり、リンダはもじもじとして黙っていたが、

「ねぇ、お兄ちゃん？」

　やがて、妙に改まった調子で口を開いた。

「なんだ？」

「リンダね、お兄ちゃんのお嫁さんになりたいな……」

　アッシュは思わず噴きだしそうになったが、なんとかこらえた。リンダの真面目な意思が、背中ごしにひしひしと伝わってきたからだ。

　アッシュは既すでに、兄と妹が結婚することはできないのだと知っている。

　とはいえ、相手はまだ五歳児なのだ。事実を伝えるのは大人げない気がした。

「そうだな。リンダがもっと大きくなったらな」

　ほんの少し、寂しい感かん慨がいを抱きつつ、アッシュは応えた。

　年頃の娘に成長したリンダは、きっと「お兄ちゃんのお嫁さんになりたい」と願った気持ちなど、綺き麗れいさっぱり忘れているだろうから。そんなアッシュの気も知らず、リンダは足をバタバタさせた。

「約束だよ？　絶対なんだからねっ！」

「こらこら、暴れるなって！」

　そんな調子で歩き続けていたら、やがて、母の待つ家が見えてきた。





"Ash's Childhood ～A.S.B.1359.08～" is closed.








第一話　アッシュの決意と生徒会の新体制









　──聖誕暦一三六六年、双魚宮ピスケスの月。

　アヴァロン聖竜皇騎士団が保有する魔導艦エスカヴァロンは、長らく学院都市アンサリヴァンに留とどまっていた。

「ふぅ……。さすがは超古代の魔導工学技術、奥が深いわね」

　操そう舵だ室しつでは、ミラベルが工具を手に、額の汗をぬぐっている。四よつん這ばいになって、操縦席の下に潜りこんでいた。

　知的好奇心に駆られるあまり、外せそうなパネルを発見しては、内蔵された機械装置を覗のぞきこむ。ここしばらく、ミラベルはそんなことを繰り返していた。

　つい先月、隣国ではオスケイアⅠ世が即位したばかり。それ以来、これまでの波は瀾らん万ばん丈じような日々が噓うそだったかのように、平穏無事な日々が続いている。

　ミラベルにとっては、研究活動を進める好機というわけだった。

「──姫様、失礼いたします」

　と、扉が開いて、専属メイドのユニスがやって来た。

　ミラベルはアヴァロン聖竜皇騎士団の一員になる代償として、ロートレアモン第三王女の地位を返上した。それでもユニスは「姫様」と呼び続けている。

「あら。もう紅茶の時間かしら？」

　怪け訝げんに思い、ミラベルは肩ごしに振り返った。つい先ほど、午前九時の紅茶を味わったばかりなのだが──。

「いえ。お手紙をお持ちしました」

　そういって、ユニスは手紙の束を示す。片手では持ちきれないほどの分量だった。

「一体、なにかしら？」

　ミラベルが眉をひそめて訊たずねると、ユニスは微苦笑を浮かべた。

「主に、生徒さんたちからの嘆願書です。是非ともアヴァロン聖竜皇騎士団に入団したいと……」

　ミラベルは手紙の数に呆あきれつつも、誇らしく思った。

　学院生たちの気持ちは、ミラベルにも理解できる。

　あれだけの活躍をしたアヴァロン聖竜皇騎士団が、こんな身近に停泊しているのだ。

　しかも、騎士団長のアッシュをはじめ、団員の大半は学院生である。

　入団希望者が現れるであろうことは、ミラベルも薄々は予感していた。とはいえ、素直に喜んでばかりいられないのも事実である。

「大人気ね。だけど、あまり大所帯になるのは避けたいわ。今はまだ、独立国家としての基盤も固まっていないわけだし、エスカヴァロンの定員だって限られているのだから」

「そうですね」

「嘆願書以外にも、なにか来ているの？」

「はい。世界各国の報道機関から、取材の申し込みが来ています」

「また？　諦めの悪い人たちだわ……」

　団長のアッシュは、なるべく表舞台には立たないように注意している。が、あれだけ活躍した以上、報道機関の記者たちに目をつけられるのは当然といえた。

「丁重にお断りしたほうがいいわね。わたくしたちは、決して地位や名誉のために活動しているわけではありません。それに、もしかしたら……帝国の諜ちよう報ほう員いんが記者に扮ふんしてやって来るかもしれないわ」

「それは確かに、あり得ますね。ここ最近、帝国も大人しくしているようですが……ところで、姫様？」

　ユニスが急に口調を改めたので、ミラベルは不思議に思った。

「そろそろ、お召し物を身に着けていただかないと……」

「あら、嫌だわ。わたくしとしたことが」

　今さらながら、ミラベルは気がついた。自分が下着を身に着けただけの、はしたない姿をさらしていることに。

　ずっと憧れていた聖遺物、魔導艦エスカヴァロンを手に入れたミラベルは、その解析作業で頭をいっぱいにしていた。今朝も湯ゆ浴あみを終えるや否いなや、服を着る暇も惜しんで、操そう舵だ室しつに引きこもったのだった。

「さ、姫様。こちらのお召し物をどうぞ」

　ミラベルはユニスの手を借りながら、ブラウスの袖に腕を通す。

　そのときだった。サッと扉が開いたかと思うと、

「こんにちは、ミラベルさん──って、うわっ!?」

　戸口に現れたのは、アッシュだった。

「──!?」

　たちまち、ミラベルの頰ほおがカッと熱を帯びる。

　まだブラウスのボタンを留めてもらっていた最中であり、スカートは穿はけていない。

「いやぁああああああああああっ！」

　ミラベルは絶叫すると、その場でしゃがみこんだ。顔から火が出るほど恥ずかしい。

「いけませんわ、アッシュ様！」

　と、ユニスが意外な腕力を発揮して、アッシュを室外に押し出した。




　……それから数分後。















「すみませんでした……」

　ようやく操そう舵だ室しつに入ることを許されたアッシュは、平身低頭して謝った。

　もっとも、網膜にはミラベルの下着シヨーツがくっきりと焼きついている。バイオレットの絹地も、鮮やかなレースの飾りも。

「……いえ。操舵室なんかで着替えていたわたくしにも、非はありますから」

　この話はもうおしまい──といわんばかりに、ミラベルはコホンと咳せき払ばらいをすると、艦長席に腰を落ちつけた。

「それで、今日はなんの用かしら？」

「いや、特に明確な用事があったわけではないんですけど、なんとなく……ミラベルさんと話したくて」

「えっ!?」

　下着を見られたとき以上に、ミラベルは頰ほおを赤く染めた。そわそわとして太ももをすり合わせている様子が、なんだか色っぽい。

「実は、アヴァロン聖竜皇騎士団のことなんです」

「騎士団のこと？」

　ミラベルはホッと安あん堵どしたような、しかし、どこか残念がってもいるような、複雑な表情を浮かべた。

「はい。オスカーが即位してから、ちょうど一ヵか月げつが経たちました。その間、いろいろと考えていたんですけど、これから俺たちはどこを目指し、なにを為なすべきなのか……それがなかなか見えてこなくて」

　アッシュは真しん摯しな気持ちで、自分の心情を告白する。

「確かに、俺たちはこの一ヵ月間で、かなり進歩できたと思います。シェブロン王国とロートレアモン騎士国とは同盟条約を結びましたし、ラクエルからも改めて、正式に独立国家としての認証を得ることができました」

「そうね。話がスムーズに進みすぎて、正直、ちょっと恐こわいくらいだったけれど、アヴァロン聖竜皇騎士団の実績を踏まえれば、当然ともいえるわ」

「はい。資金面でも、騎士王パラデインオズワルドやオスカーが援助を申し出てくれました。おかげで、魔導艦の維持費はなんとかなりそうだし──でも、まだまだなにかが足りない気がするんです」

「それはやっぱり、モルドレッドとカサンドラ姉様のことがあるから？　キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンも、行方をくらましたままだし」

「それもあります。でも、それだけじゃなくて、胸がもやもやするんですよね」

　アッシュがそこまで語ると、なぜだかミラベルは微笑を浮かべた。

「ミラベルさん？」

「ねぇ、アッシュ？　あなたは肝心なことを忘れてはいないかしら？」

　今のミラベルは、出来の悪い生徒を諭すような顔をしていた。

「確かに、今のあなたはアヴァロン聖竜皇騎士団の団長にして、国家元首。世間では救国の英雄としてたたえられている……だけど本来のあなたは、まだ学生なのよ」

「それは、確かに……」

　戸惑うアッシュを見つめながら、ミラベルはすっくと立ち上がった。

「今は学業を優先させるのよ、アッシュ」

「本当に、それでいいんでしょうか？」

　アッシュは若干の不安を覚えつつ、ミラベルを見つめ返す。

「あなたが今も、この騎竜学院の生徒であることに変わりはないわ。わたくしも、もうしばらくは学院長を続けることになりそうだし」

　その事実は、アッシュも小耳に挟んでいた。

　ミラベルとしては、研究活動に専念すべく辞任したいというのが本音なのだろうが、騎士国政府をはじめ、学院生たちもミラベルの続投を望んだのである。

「そうだわ。こういうのはどう？」

　と、ミラベルにしては珍しく、両手をポンと叩たたいた。

「いっそのこと、アヴァロン聖竜皇騎士団が生徒会の機能を丸ごと引き継いでしまえばいいと思うの」

「はい!?」

　アッシュは思わず、素っ頓狂な声をあげた。

「そうよ、それがいいわ。現状、団員の大半は生徒会役員なんだし、むしろ学院長として正式に要請しましょう。引き受けてくれるかしら？」

　戸惑うアッシュとは対照的に、自分の思いつきがよほど気に入ったのか、ミラベルは頰ほおを紅潮させている。

　そんなミラベルを見ていたら、アッシュ自身、その提案は悪くないと思った。

　このまま宙ぶらりんな気分で、騎士団長としても学院生としても中途半端に過ごすよりは、まずは学生としての本分に集中するのが最善の選択肢ではないだろうか。

　それに、騎士団の今後についてなら、学業に励みつつ考えれば良いことだ。

「ありがとうございます、ミラベルさん。おかげで迷いが晴れました！」

　アッシュは衝動的に立ち上がると、ミラベルの手を取った。

　両手で包みこむように、ほっそりとした手を握りしめる。

「っ！」

　ミラベルは目を白黒させると、その場で硬直してしまった。

「あれ？　ミラベルさん……？」

　アッシュは不思議に思い、首をかしげる。

「あのう、アッシュ様？　それ以上は、姫様には刺激が強すぎるかと……」

　ユニスが苦笑を浮かべつつ、アッシュに声をかけたそのときだった。

「──そこにいるのは解わかっているわよ、アッシュ！」

　扉が開くと同時に、エーコが颯さつ爽そうと現れたのだ。

「なにをぐずぐずしている？　もうすぐジュリアス館で会議が始まるのだぞ？」

　続けざま、シルヴィアも顔を覗のぞかせる。

「おはようございます、アッシュ様」

　一呼吸を置いて、穏やかに挨拶したのはコゼットだった。

「……おい、アッシュ。お前は一体、姉上になにをしているのだっ!?」

　と、シルヴィアが急に血相を変えた。

「あんたねぇ、まさかミラベルにまで手を出すつもりっ!?」

　エーコも牙を剝むいたドラゴンさながら、烈火のごとく怒りだす。

「こっ、これは違うぞ！　誤解だ！」

　アッシュは慌ててミラベルの手を離したのだが、

「女の敵には死の鉄てつ槌ついを──我が家の家訓だ！」

「踏みつぶすわよ！」

　シルヴィアの鉄拳が唸うなり、エーコの蹴りが炸さく裂れつするのだった。





　　　　◇






　午前十一時、ジュリアス館の会議室。

「本日、諸君に集まってもらったのは他でもない──」

　レベッカは颯さつ爽そうと起立すると、語り始めた。

「本来ならば、昨年の秋には決まっていなければならなかった事案を、これより発表しようと思う」

「やけに改まった感じですけど……一体、なんですの？」

　きょとんとした顔で質問を挟んだのは、ジェシカである。

「うむ。生徒会の新体制についてだ」

　その一言で、アッシュはハッと息を吞のんだ。

　レベッカのいう通り、本来、生徒会の新体制は、前年度の秋には決まっているのが慣例である。

　同じ役職を希望する者がふたり以上現れた場合は、選挙も執り行われる。

　だが、クラウス率いる〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉が学院施設を破壊したことで、生徒たちは復興作業に多くの時間を割いた。

　全壊したアポロ舎が再建され、落成式が開催されたのが、つい先日のことである。

　既すでにアッシュとエーコをはじめ、アポロ舎を奪われた上級過程シニオスの男子たちも入寮を果たし、今では平穏な日々を送っている。

　新生アポロ舎の落成をもって、学院都市の復興はほぼ果たされたといっていい。

　レベッカがこのタイミングで新体制に言及したのは、当然といえた。

「そもそも上級過程シニオス三年の卒業式までもが、延期に次ぐ延期となっているのだ。本当だったら、わたしもとっくに卒業していなければならないのだが」

　レベッカは苦笑を漏らすと、自分の制服姿を見下ろす。そして、アッシュに鋭い視線を向けた。

「アッシュ」

「はい！」

　ただならぬ気配を感じ、アッシュは慌てて起立する。

　レベッカはアッシュに視線を定めたまま、凜りんとして宣言した。

「わたしは、君に次期生徒会長を引き継いでほしいのだ」

「俺が生徒会長!?」

　アッシュは全身を緊張させた。

　去年の夏休み、レベッカからかけられた言葉を思い出す。

　晴れてジュリアス館の封印が解かれ、アッシュは館内の清掃作業に勤いそしんでいた。

　そのとき、レベッカとふたりきりになったのである。




　──わたしは是非、次期生徒会長は君に任せようと考えている。あと半年もすれば、わたしは卒業する。そろそろ後継者を見つけておかんとな。




　そう、あれから半年が経たった今。

　ついに、後継者を決めるときが来たというわけだ。

　いつしか室内の空気はぴんと張り詰めて、誰もがアッシュに注目している。

　ふと、アッシュは一年前に思いを馳はせた。

　当時はまだエーコも誕生しておらず、学院一の問題児と見なされていた。

　生徒会長なんて、まさしく雲の上の存在だった。

　そんな自分が、現会長のレベッカから後継者に指名された。

　その重責に、アッシュは身震いを禁じ得ない。

　だが、今の自分は昔の自分とは違う。

　エーコというかけがえのない相パ棒ルを得た。

　シルヴィアをはじめ、たくさんの仲間にも恵まれた。

　今の自分なら、やり遂げられるのではないか──そんな気がした。

　アッシュは運命の手に導かれるように、自然と応えていた。

「謹つつしんで、拝命します」

　一瞬の沈黙を挟んで、アッシュは温かい拍手に包まれていた。





　　　　◇






　その日の午後。

　講堂では臨時集会が開催され、生徒会の新体制が大々的に発表された。




　会長：アッシュ・ブレイク

　副会長：シルヴィア・ロートレアモン

　書記：ルッカ・サーリネン

　会計：マクシミリアン・ラッセル

　風紀委員：ジェシカ・ヴァレンタイン

　庶務：レイモン・カークランド

　マスコット：エーコ




　新顔といえるのは、レイモンである。アッシュがアヴァロン聖竜皇騎士団を立ち上げて以来、ずっと一緒に活動してきたこともあり、庶務を任させることになった。

　一方、ジェシカが風紀委員となったことは、ちょっとした話題となった。

　常日頃、アッシュの子胤を虎視眈々と狙っているジェシカである。風紀委員としては不適切ではないか……との異論も出たのだが、本人がやる気を見せていて、他に立候補者も現れなかったため、決定したのだった。

　そして、この日の臨時集会はミラベルの宣言によって締めくくられた。




「当面の間、アヴァロン聖竜皇騎士団はアンサリヴァンを拠点に定め、学院生徒会としても活動することを、ここに宣言いたします」





"Prologue of Part III ～A.S.B.1366.03～" is closed.








第二話　レベッカの卒業式









　生徒会の新体制が発表された翌日。

　新生アポロ舎の一室で、アッシュはうつらうつらと微睡まどろんでいた。

　ほぼ意識は目覚めているのだが、このまま起きるのは惜しい気がして、カーテンの隙間から射さしこむ朝陽に背を向けてしまう。

「ふにゅう……はぐはぐ……」

　と、そんなアッシュの脇腹を、寝ね惚ぼけたエーコが嚙かみ始める。

「うぅん……駄目だぞ、エーコ……」

　その言葉とは裏腹に、アッシュは懐なつかしさと嬉うれしさを同時に覚えていた。これが久しぶりの甘嚙みだったからだ。

　甘嚙みは幼竜にだけ見られる特性であり、エーコもそろそろ卒業したのかな……と思っていたのだが、まだまだ健在らしい。

　ただし、喜んでばかりはいられない。エーコの甘嚙みは時間が経たつにつれてどんどん圧力が増し、もはや甘嚙みなどというレベルを超えてしまうからだ。

　もっとも、今ではアッシュも手慣れたものである。エーコの顎あごに少しずつ力がこもってきたあたりで、さりげなく寝返りを打った。

　その鋭い歯が、脇腹からそっと離れる。

「うにゅう……！」

　獲物を逃したドラゴンよろしく、エーコは不機嫌な声を漏らす。

　熟睡中とはいえ「逃げられた」という感覚はあるのだろう。

　しばらくの間、エーコはごろごろと寝返りを打っていたが、やがて、アッシュの肩にぽふっと頭を載せた。

　そのまま身体を丸めると、すぅすぅと穏やかな寝息を漏らし始める。

　その可か憐れんさに、アッシュはドキリとさせられた。

　先ほどまでの可愛かわいらしさは、あくまでも小動物的なものだった。

　だが、今は違う。アッシュにぴたりと身を寄せて、天使の寝顔をさらしているのは、ひとりの女の子に他ならない。

　アッシュはエーコの寝顔をまじまじと見つめる。

　来月下旬には、晴れて一歳の誕生日を迎えるエーコ。

　一緒に暮らしているうちに、どんどん女の子らしくなってきたように見える。

「エーコ……」

　やがて、アッシュはエーコの唇に目を留めた。















　桜色で、ぷっくりとしていて、つやつやとしている。

　薔ば薇らの蕾つぼみのような唇から、アッシュは目が離せなくなった。

　エーコが愛いとおしい。そんな気持ちが沸々と湧いてくる。

「…………」

　アッシュはごくりと生唾を吞のんだ。

　──キスしたい。

　普段は理性で抑えているのだが、今朝のアッシュは妙に昂たかぶっていた。

　素直な感情に従って、少しずつ、エーコに顔を近づけていく。

　──こん、こん。

　と、唐突に誰かが扉をノックした。悪戯いたずらを見つかった子どものように、アッシュはビクッと跳ね起きた。

「うにゅっ!?」

　アッシュの肩を枕代わりにしていたエーコも、ぼふっとマットに顔をうずめる羽目になった。

　──……こん、こん。

　再びノックの音が聞こえてくる。空耳ではないようだ。枕元に置いていた銀時計の蓋を開くと、まだ八時である。決して早い時間帯ではないのだが、今はまだ春休み。来訪にふさわしい時間とはいえない。

「一体、誰だ……？」

　アッシュは寝ね惚ぼけ眼まなこをこすりつつ、戸口に向かった。新生アポロ舎の鍵は強化されていて、錠はふたつある。ひとつずつ解錠すると、ゆっくりと扉を開いた。

「……っ！」

　扉の隙間から覗のぞいた顔を一目見て、アッシュはびっくりした。

「レベッカさん!?」

　そう、戸口に悠然と立っているのは、あの〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉だったのである。

「こ、こんな時間にどうして!?　なにか緊急事態でもあったんですか？」

　レベッカは嘆息すると、両腕を組んだ。

「たるんでいるぞ、アッシュ。春休み中とはいえ、君はもう生徒会長なのだ。早寝早起きくらいはきちんと心がけるように」

「すみません……」

　アッシュは小さくなった。そんなアッシュを見て、レベッカはくすりと微笑ほほえむ。

「おっと、別に説教をしに来たわけではないのだ。そ、その……君に折り入って、相談があってだな」

　先ほどとは一転して、レベッカはもじもじと視線をさまよわせた。

「レベッカさんが、俺に相談ですか？」

　アッシュは意外な気持ちで、レベッカを見つめた。アッシュがレベッカに相談することはあっても、その逆は想像もつかなかったのだ。

「今日の十一時、聖ダーラム広場で待っているから、来てくれるとありがたい。用件はそれだけだ。……必ず来るのだぞ？」

　レベッカは念を押すように告げると、立ち去った。甘さと清涼感を兼ねそなえた残り香に包まれながら、アッシュは呆あつ気けに取られている。

　レベッカの申し出も意外だったが、それ以上に、あの表情や態度が気になった。まるで恋する乙女のような可か憐れんさを感じさせたのだ。

　次の瞬間、アッシュの脇から白い手がひょいと伸びてきた。

　片かた頰ほおを無造作につねられて、真横に引っぱられる。

「アッシュ？」

　いつの間にか、エーコがアッシュの背後に忍び寄っていたのである。

「えエーーほコ!?　おもううお起ひきはたののはか？」

「誰かさんが急に飛び起きたせいで、首筋がちょっぴり痛いんだけど？」

　エーコは不機嫌そうに答えると、ようやくアッシュの頰から指を離した。

「す、すまん……」

「それよりも、今日はレベッカとデートってわけ？　あたしに隠れてこそこそ約束するなんて、いい度胸じゃないの」

　真紅ルビーの双そう眸ぼうに睨にらまれて、アッシュは背筋に冷たいものを覚えた。

「いやいや、デートじゃなくて！　真面目な相談があるみたいでさ」

「レベッカがあんたに相談？　それはまた、珍しいこともあるものね」

　エーコはきょとんとして、小首をかしげた。

「なんとなく、いつものレベッカさんとは様子が違った気もするんだ」

「はぁ……解わかったわよ」

　エーコは深々と溜ため息いきを漏らすと、アッシュの頰を離した。

「このままあんたがレベッカに会うのを阻止したら、なんだかあたしが悪者みたいだし、許してあげる」

「本当か!?」

「その代わり、帰ったら復興記念クレープをご馳ち走そうしなさいよね！　それと、レベッカに変なことしたら……踏みつぶすわよ？」

　エーコはぴしゃりと命じると、「ふわぁ……」とあくびをひとつ、再びベッドに潜りこむのだった。





　　　　◇






　空は蒼あおく澄みわたり、絶好のデート日和びよりである。

「……って、なにを浮ついているんだ、俺は！」

　アッシュは自分を戒めるようにつぶやくと、聖ダーラム広場に足を踏み入れた。

　学院の復興完了を記念して、普段は見ない屋台があちこちで商売をしている。エーコが食べたがっていた、復興記念クレープの屋台もあった。

　広場に面したレストランや商店も、扉や窓枠を華やかに飾りたて、お祭りムードを盛り上げている。普段に増して、観光客の姿も目立っていた。

　アッシュは人ごみをかき分けるように進むと、聖ダーラム像の脇に立った。

　市民の間では定番の待ち合わせスポットである。

　とりあえず、レベッカより先に着いたのでホッと安心する。

　そのまま五分ほどが過ぎて、アッシュの銀時計が十時五十分を刻んだ頃──。

　──かつん。

　なにかが石畳を叩たたく音に、アッシュは意識を引かれた。

　思わず、音がしたほうに視線を向ける。

　ひとりの美女が、広場を訪れたところだった。

「……！」

　アッシュは目をみはった。

　その美女を視界に認めた瞬間、時間が止まったのかと思ったのだ。

　広場の色彩までが、がらりと一変したような気がした。

　その場に居合わせた市民や観光客も、突然の来訪者に視線を奪われている。彼女がただ前に進むだけで、自然と人ごみは左右に分かたれた。

「あれは……もしかして…………！」

　啞あ然ぜんとしたアッシュは、ただただ美女の姿に魅入られてしまう。

　紅ぐ蓮れんの髪をリボンで優雅に束ね、左胸の前に垂らしている。純白のブラウスは、豊満な胸もとのラインを見事に浮き立たせている。下半身を包むのは、漆黒のミニスカート。そして、膝丈の編み上げブーツ。

　アッシュが見とれていると、美女はブーツの踵かかとを響かせて、広場を横切った。やがて、アッシュの前で立ち止まる。

「待たせたな、アッシュ」

　凜りんとした声と同時に、春風がさわやかな香りを運んできた。

「えっと…………レベッカさん、ですよね？」

「ふふっ。他の誰だというのだ？」

　制服姿のときとは、まるで別人だった。

　事実、広場に居合わせた市民の誰もが、レベッカの美貌に見とれつつも、その美女がアンサリヴァンの前生徒会長であることには気づいていない様子である。

「いつものレベッカさんとは、その……雰囲気が全然違うので……」

「そういう君は、今日も律儀に制服を着ているのだな。今は春休み中だし、わざわざ学院の外でまで制服を着る必要はないのだぞ？」

「す、すみません……」

「いや、謝る必要はない。ところで、アッシュ？　わたしの私服姿を見て、なにかコメントはないのかな？」

　まるでモデルのように、すらりと背筋を伸ばすレベッカ。

　真紅の炎をまとっているかのような立ち姿には、神々しささえ感じられた。

「と、とても綺き麗れいだし、似合ってますっ……！」

　アッシュに詩作の才があったなら、もっと気の利いた賛辞を贈ることができたかもしれないが、それが精一杯の言葉だった。

　幸いにも、アッシュの真心だけは伝わったようだ。

「ありがとう、アッシュ」

　レベッカは満足そうに微笑ほほえむと、歩きだした。

「せっかくだから、食事でもしながら話そう」





　　　　◇






　レベッカと肩を並べつつ、アッシュは聖ダーラム広場をあとにした。

　──まるでデートみたいだな……。

　往来の人々は、まずレベッカの美貌に目を留める。次に、その隣を歩いているアッシュに注目する。無数の視線を浴びながら、アッシュは恐縮する。どう考えても、今のレベッカと自分が釣り合っているとは思えない。

　だが、次第に周囲からこんな声が聞こえてきた。

「ねぇ、あれってアッシュ・ブレイク様じゃない!?」

「本当だわ！　救国の英雄、アッシュ・ブレイク様よ！」

「アッシュ様のお連れは、どなたかしら？　まさか恋人とか!?」

「あの美人さん、どこかで見た気もするのだけど……？」

　どうやら自分でも気づかぬうちに、アッシュの顔と名前は知れわたっているようだ。特に女性たちの視線は妙な熱気を孕はらんでいるように感じられた。

「ふふっ。すっかり有名人だな」

　レベッカがからかうような口調で告げる。

「そ、そんな……俺なんてまだまだですよ」

「その奥ゆかしさは君の美点だが、今後は気をつけるといい。アッシュ・ブレイクと幼竜エーコ、そしてアヴァロン聖竜皇騎士団は、着実に知名度を上げている。特に、シェブロン王国内でのアヴァロン人気は過熱する一方らしいぞ」

「本当ですか!?　なるべく目立たないように行動していたつもりなんですけど……」

「オスカー──いや、オスケイアⅠ世の仕業だろうな。彼女はことあるごとに、自分が即位できたのはアヴァロン聖竜皇騎士団のおかげだと明言しているんだ」

「オスカーに悪気はないんでしょうけど、あんまり有名になってしまうのも困りものですよね」

「王国でのブームは、一年遅れで騎士国に入ってくるのが通例だ。あと一年もすれば、騎士国内でもアヴァロン・ブームが巻き起こるかもしれんな」

　そういって、レベッカは喉の奥で笑う。

「ううっ……。そうなったら、こんな風に商店街を歩くこともできなくなるかもしれませんね」

　アッシュがガクッと肩を落とすと、レベッカは悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべた。

「まあ、変装すればどうにでもなるだろう。現に、今のわたしをレベッカ・ランドールだと気づいている市民はいないようだ。制服姿の印象が強すぎるのだろうな」

「なるほど、変装ですか。じゃあ、俺はマックスみたいに眼鏡をかけてみましょうか」

「いやいや、君には〝アシュリー〟という必殺技があるじゃないか」

「ちょっ!?　どうして必殺技に認定されているんですか！」

　アッシュにとって、女装経験は思い出したくもない過去なのだ。

「ははっ、冗談だ。君が女装して喜ぶのは、せいぜいマックスくらいだろうしな。とはいえ、あんなに可か憐れんな美少女が、まさかアッシュ・ブレイクの変装だと見抜ける者はいないだろう。そういう点では案外、女装も役に立つのではないかな？」

「まあ、それは確かに……」

　アッシュがほろ苦い気持ちでうなずくと、ふいにレベッカが立ち止まった。

「わたしはこの店が良いと思うのだが」

　目の前には、煉れん瓦が造づくりの瀟しよう洒しやな建物があった。扉のデザインも洗練されていて、ひとりだと入りづらそうな雰囲気を醸かもしだしている。

　どうやらシェブロン料理の専門店らしい。

「シェブロン料理は好きか、アッシュ？」

　唐突な質問を受け、アッシュは頭を搔かいた。

「好きとか嫌い以前に、シェブロン料理は敷居が高いイメージが強すぎて……ほとんど食べたことがないですね」

「ならば、良い機会だ。ちょうどオスケイアⅠ世の即位を記念して、この店では割引サービスを実施中なのだ」

　レベッカはアッシュの腕を手に取った。

　くいっと引き寄せられた瞬間、レベッカの胸もとがアッシュの肘に当たる。

「……！」

　びっくりするほど柔らかな感触に驚くあまり、思わず息を止めてしまう。

「おや、顔が赤いようだが？」

　小悪魔のように、アッシュの顔を覗のぞきこむレベッカ。

「なっ、なんでもないです！　そ、それじゃあ、入りましょうか」

　レベッカの感触と、大人の女性を思わせる香りに翻ほん弄ろうされながら、アッシュは店の扉をくぐり抜けるのだった。





　　　　◇






　まだ十一時台ということもあり、店内は空いていた。先客といえば、年輩の夫婦と若いカップルが一組ずつだけである。

　シェブロン文化には疎うといアッシュでも、店主のこだわりを感じることができた。内装から調度品に至るまで、シェブロン様式で統一されているのだ。

　壁際のステージでは、若い演奏家が竪たて琴ごとを奏でている。まるで宮廷音楽を思わせる、典てん雅がな曲調だった。王国で生まれた楽曲なのだろう。

　応対したウェイトレスの案内で、アッシュとレベッカはフロアの最奥に位置するテーブルに着いた。

　メニューを開いてみると、高級店とはいえ、意外と割安なメニューも豊富にそろっている。アッシュもレベッカも、手軽なランチ・コースを選んだ。

　料理を待っていると、レベッカが妙に熱っぽい眼まな差ざしを向けてきた。

「ふふっ。まるで密会している気分だな」

「そ、そうですね……」

　緊張気味に応えるアッシュ。

　そわそわとして、なんだか落ち着かない。

「どうした、アッシュ？　さては緊張しているのか？」

「そりゃあ、まあ……」

　アッシュは硬い笑みを浮かべた。

　あの〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉と、レストランの座席で向かいあっている。

　しかもレベッカはとびきりのお洒落しやれをして、テーブルの上で組んだ手の上に顎あごを載せている。そして、恋人のように微笑ほほえんでいるのだ。

　緊張しないほうが、どうかしているだろう。

　と、レベッカはくすくす笑いを漏らした。

「おやおや、騎士王パラデインと同席したこともある英雄の台詞せりふとも思えないな？」

「だって、レベッカさんと一緒ですから」

「……！」

　アッシュが真顔で告げると、レベッカにしては珍しく、不意打ちを食ったような顔をした。心なしか、頰ほおがうっすらと染まっているように見える。

「……君も随分と成長したものだな。そんな台詞がさらりと出てくるようになったとは」

　レベッカはちょっぴり悔しげな表情を浮かべると、ぷいっと横を向いてしまう。

　普段の毅き然ぜんとした態度からは想像がつかないくらい、今のレベッカは可愛かわいらしい。

　アッシュがドキドキしていると、やがてウェイトレスが料理を運んできた。

　どの料理も丸皿の中央にちょこんと載っていて、育ち盛りの身には少なく感じられたが、それがシェブロン料理の伝統なのだろう。

　特に、盛りつけにはとことんこだわっているようだ。

　どの皿も華やかに彩られ、まるで宝飾品を眺めているような気分だった。食べるのがもったいない気がするほどだ。

　まずはふたり同時に手を組むと、聖女ロサ・マリアに祈りを捧ささげる。

「では、いただくとするか」

　レベッカが優雅な手つきでナイフとフォークを取ったので、アッシュも倣う。

　アッシュが最初に選んだのは、真ま鴨がものソテーだった。

「なんでも真鴨の肉は、あらゆる鳥類の中で最もおいしいそうだ」

「そうなんですか。俺、真鴨は初めてです」

　アッシュは固唾かたずを吞のむと、一口サイズに切った肉片を口に運んだ。

　嚙かんだ瞬間、パリパリになった皮と、肉の柔らかさに感動を覚える。と同時に、舌の上で甘辛いソースと肉汁が軽やかな二重奏を奏でた。身も心も蕩とろけそうになってしまう。

「すごく、おいしいです……！」

「ふふ。それは良かった」

　大人びた微笑を浮かべるレベッカは、ようやく普段の余裕を取り戻した様子だった。




　目の前の料理について語らいつつ、アッシュとレベッカは食事を進めていく。

　楽しさのあまり、アッシュはしばらくの間、本題を忘れてしまっていた。

　レベッカもあえて、本題を切り出そうとはしない。

　甘やかな竪たて琴ごとの音色も、そんな楽しさに拍車をかける。

　やがて、デザートのババロアが運ばれてきた頃──。

　アッシュは意を決すると、ようやく訊たずねた。

「あの、レベッカさん？　俺に相談というのは、一体……？」

　その瞬間、まるで魔法が解けてしまったかのように、レベッカは真顔になった。

「実はな、困っていることがある。わたしの……進路についてだ」

　その瞬間、アッシュは「ついに来た」と思った。

　レベッカは前生徒会長というだけでなく、聖天竜騎士アーク・ドラグナーとしても屈指の実力者である。そんなレベッカの進路については、実はアッシュも気になっていたのである。

　もちろんアッシュとしては、レベッカにはこれからもアヴァロン聖竜皇騎士団に留とどまってほしい。だが、レベッカが卒業を機に、それ以外の進路を考えているのなら、止めることはできないとも思っていた。

「……君は『聖竜賞』を知っているか？」

　唐突な質問に、アッシュは小首をかしげた。

「えっと……聞いたことがあるような、ないような……」

「わたしが上級課程シニオスの二年生だった頃、騎士王パラデインオズワルドから直々にいただいた賞だ。当時はそこそこ話題になっていたと思うのだが……」

「すみません。その頃の俺は相パ棒ルに恵まれなくて、自分のことで精一杯でしたから……」

「そういえば、アッシュ・ブレイクは〝学院一の問題児〟だったな」

　レベッカは苦笑すると、説明してくれた。

「聖竜賞は、騎竜学院で実績を残した学生に与えられる。いわば新人賞といったところだな。もっとも、その選考基準はかなり厳しいといわれている。わたし以前の受賞者を見つけようと思ったら、十年前まで遡さかのぼる必要があるのだ」

「十年前!?」

　アッシュは目をみはった。新人賞というから、てっきり毎年のように誰かが選ばれているのかと思っていたのだ。

「もちろん、今でも聖竜賞を受賞できたことは誇りに思っているのだが……問題なのは、その副賞についてだ」

「どんな副賞だったんです？」

「ロートレアモン聖竜騎士団に、幹部候補生として入団できる資格さ。そのときのわたしは、迷うことなく契約書にサインをした……」

　レベッカは手つかずのババロアに視線を落とすと、小さく溜ため息いきをついた。

「以前のわたしは、聖竜騎士団で働くことを目標にしていた。特別研修生として訓練施設に赴き、ウルスラ団長に稽古をつけてもらったこともある。……だがな、アッシュ。今のわたしにとってはもう、聖竜騎士団はそれほど魅力的ではないのさ」

　レベッカは顔をあげた。

　翡ひ翠すい色の瞳はかすかに揺れて、アッシュをまっすぐに見つめている。

「むしろ、今のわたしはアヴァロン聖竜皇騎士団の一員として、君を支えたいと思っているのだ」

　レベッカはほのかに恥じらいの表情を覗のぞかせると、そっと右手を伸ばす。真っ白なテーブルクロスの上で、アッシュは左手の甲が温かい感触に包まれるのを感じた。

　レベッカが、手のひらをアッシュの手に重ねている──。

　互いの距離感がグッと縮まった気がして、アッシュは心臓をトクンと跳ね上げた。

　そしてレベッカは、真しん摯しな眼まな差ざしで告げた。

「たとえどんな障害が立ちふさがろうとも、わたしは君とともにありたいのだ」

「レベッカさん……！」

「わたしは君のために、騎士王パラデインオズワルドに聖竜賞を返上しようと思う。そして、騎士団と交わした入団契約も、白紙に戻してもらおうと──」

　レベッカが決然と告げたそのときだった。

「我が情報網を侮るでないぞ！　ここにいるのは解わかっているのだ、レベッカ！」

　痛烈な声が、店内に響きわたったのである。















　今ではもう、演奏家は奥の部屋に引っこんでしまい、優雅な音楽は途絶えた。

　不気味なくらいの沈黙が、店内を覆っている。

　その沈黙を破るように、妙に物々しい気配が店内を埋めていく。

　さらには、がしゃり、がしゃり……と、まるで葬列のように重苦しい足音が響いた。

　どうやら、謎の来訪者たちは鉄靴を履いているらしい。

「今の声って、もしかして……」

　アッシュは戦々恐々として、硬直した。

　確かに聞き覚えのある声だったし、その重厚な気配も体験済みだったからだ。

　案の定、威風堂々と現れたのは──。

　甲かつ冑ちゆう姿のヴェロニカ・ロートレアモン第一王女であった。

　背後には親衛隊長のグレン・マクガイアをはじめ、屈強の騎士たちをぞろぞろと引き連れている。

「よもや、王女殿下自らがお越しになるとは……」

　レベッカはかしこまると、ヴェロニカの前にひざまずいた。

「レベッカよ。貴様は栄えある聖竜賞を受賞しておきながら、ロートレアモン聖竜騎士団への入団を取りやめるつもりだそうだが……」

　冷然とした声で告げると、ヴェロニカは一枚の書類を突きつけてきた。

「これは貴様が聖竜賞を受賞した当時、聖竜騎士団と交わした契約書だ。貴様は学院を卒業すると同時に、幹部候補生として入団する予定だったはずだが？」

「それは……」

　さすがのレベッカも口ごもっている。なまじ生真面目な性格をしているだけに、いちど交わした契約を反ほ故ごにするのは心苦しいのだろう。

　そうしたレベッカの心情を見抜き、自らアンサリヴァンまでやって来たヴェロニカの行動力も、凄すさまじいといえた。それだけレベッカに期待を寄せているのだろう。

「レベッカよ。正式に交わした契約を破るなど、騎士道にもとる行為だと思わんか？」

　レベッカは沈痛な面持ちで、黙りこんでいる。

　この時点で、アッシュはようやく我に返った。実は場の空気に吞のまれてしまい、テーブル席でぽかんと呆ほうけていたのだが、素早くレベッカの隣に駆けこむと、ひざまずいた。

「ヴェロニカ王女、お願いします！　確かに、契約を破るのは悪いことだと思います。ですが、契約を交わしてから、時間も経たちました。人生の目標が変わることだって、充分にあり得るのではないでしょうか？　いちばん大事なのは、今のレベッカさんの気持ちだと思うんです」

「むぐっ！　アッシュ!?　おっ、お前も一緒だったのか……？」

　意外なことに、アッシュが意見した途端、ヴェロニカの勢いは弱まっていた。

　そういえば──と、アッシュは思い出す。

　フォンティーン城で開かれた晩ばん餐さん会かい以来、ヴェロニカのアッシュに対する態度は一変したような気がする。まるで初々しい乙女のような反応を見せたのだ。

　自分の誠意がヴェロニカに届けば、もしかしたら──。

「えぇい、黙れ！　アッシュよ、確かに貴様には大きな借りがあるが、それとこれとは話が別だ！」

　あいにく、アッシュの淡い期待は裏切られた。ヴェロニカもレベッカを説得すべく、わざわざ飛んできた身なのである。アッシュの介入で引き下がるほど柔やわではないようだ。

「……恐れながら、ヴェロニカ様。もはや言葉で説得するのは無理かと存じます。いっそのこと、〝プランＢ〟を提示されてはいかがでしょう？」

　と、親衛隊長のグレンが遠慮がちに進言したので、

「うむ……やむを得んな」

　ヴェロニカはようやく冷静さを取り戻した。

「レベッカよ。騎竜学院では、いまだに卒業式が開催されていないと聞いているが、それは本当か？」

　急に話題を変えるヴェロニカ。

「……はい。なにぶん新学期までに復興作業を終わらせるべく、我々は粉骨砕身してまいりました。おかげで復興は果たされましたが、卒業式の予定は遅れに遅れ……一応、今月下旬に執り行うことがようやく決まった次第です」

　レベッカは冷静に応じた。

「ならば、今年の卒業式は、このヴェロニカが特別な趣向を凝らしてやろうではないか」

「……？」

「卒業式当日──貴様は己の進路を賭けて、我が配下の騎士と真剣勝負をするのだ。貴様が勝利し、己の覚悟を示した暁には、契約の破棄を認めよう。己の好きな道を進めばいい。だが、敗北を喫したそのときは、大人しく聖竜騎士団に所属せよ。ただし幹部候補生などという、エリート・コースは進ませぬ。ただの新米騎士として、一から始めるのだ！」

「ヴェロニカ王女！　いくらなんでも、それは──」

「貴様は黙っていろ、アッシュ！」

　ヴェロニカはアッシュを一喝すると、仁王立ちした竜のごとくレベッカを睨にらんだ。

「どうだ、レベッカ？」

「……それはまた、随分と思い出深い卒業式になりそうですね」

　その瞬間、レベッカの双そう眸ぼうに炎を見たような気がして、アッシュはぞくりとした。

「了解しました。今回の件は、わたしのほうに非があります。にもかかわらず、ヴェロニカ殿下はチャンスを与えてくださいました。寛大なお心に、感謝いたします」

　言葉使いこそ丁重だったが、今のレベッカは間違いなく、闘志に燃える騎士の目をしている。アッシュは改めて、レベッカが生粋の騎士であることを実感させられた。

「交渉成立だな。対戦相手については、聖竜騎士団の精鋭たちの中から、私が選出する。以上だ！」

　ヴェロニカは毅き然ぜんとして宣言すると、ばさりとマントを翻ひるがえし、きびすを返そうとしたのだが、ふと足を止めた。

　がしゃり……と、鉄靴が物騒な音をたてる。

「ところで、アッシュ？　今さらだが……貴様はなぜ、ここにいる？　まさかとは思うが……レベッカとふたりきりで……デートでもしていたのか？」

　──ごごごごごごっ！

　とてつもない闘気オーラが吹き荒れる。

　蛇に睨にらまれた蛙かえるよろしく、アッシュはだらだらと脂汗を流した。

「ち、違います！　聖女ロサ・マリアに誓って、なにもやましいことはしていません！」

「……ふむ。聖女に誓うか。そこまでいうのなら信じよう」

　アッシュがホッと溜ため息いきを漏らしたのも束つかの間ま、

「ところで、アッシュ！」

「はっ、はい！」

　アッシュが背筋を正すと、ヴェロニカは「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「その、なんだ……気が向いたら、いつでも……城に遊びに来い」

「へっ？」

「では、さらばだ！」

　ヴェロニカは今度こそ立ち去った。




　かくして、なんとか暴風はやり過ごせたのだが──。

「ところで、アッシュ？」

　突然、レベッカが難しい顔をして、アッシュに詰め寄ってきたのである。

「なんでしょう？」

　互いの鼻先が触れ合ってしまいそうな距離感である。

　匂い立つような美貌を前に、アッシュはたじたじとなった。

「まさかとは思うが……アッシュ？　ヴェロニカ殿下との間に、なにかあったのではないだろうな？　君を見つめる殿下の視線が、妙に熱っぽかった気がするのだが？」

「いやいや、滅相もないですよ！」

「むう、怪しい……」

　レベッカはますます詰め寄ってくる。予想外の追及に、アッシュは慌てふためくばかりだった。





　　　　◇






　それからの日々は、飛ぶように過ぎて──。

　いよいよ、今日は卒業式。

　既すでにレベッカの進路を賭けた御前試合については、全校生徒に知れわたっている。

　午前中に卒業証書の授与式を終えたあと、闘技場アリーナでは試合開始の刻ときが待たれていた。

　観客席は、既に満員御礼である。レベッカの応援にかけつけた生徒たちや、噂うわさを聞きつけた市民が大半だった。

　ヴェロニカ第一王女も、早々と到着している。王室専用の特等席に陣取って、周囲に親衛隊員をずらりと並べていた。

　生徒会役員、あるいはアヴァロン聖竜皇騎士団の面々も、観客席の一角を埋めている。

　アッシュの左右にはエーコとシルヴィアが布陣し、背後にはルッカとジェシカ。ミラベルとアーニャも参加している。ひときわ目立つメイドたちは、コゼットとユニスだ。華やかな女性陣の脇では、レイモンとマックスも肩を並べている。

　──試合開始の鐘が鳴るまで、あと十五分。

　待ち時間を利用して、周りの観客たちは食事を楽しんでいる。アッシュたちには一大事の試合でも、市民にとっては娯楽なのである。

　弁当やお菓子、ドリンク、そして酒の販売員は大忙しで、観客席のあちこちで引っ張りだこだった。

「クレープ屋台の出張販売で～す。焼きたてですよ～！」

　そんな声が聞こえた途端、エーコの耳がぴくりと反応した。

「ちょっと、そこのクレープ屋さん！　あたしよ、あたし！」

　エーコは素早く立ち上がると、ぶんぶんと手を振った。

「苺いちごのクレープをひとつ！」

「はぁい！」

　クレープ屋の売り子は満面の笑みを浮かべて、小走りでエーコのもとにやって来た。アッシュよりもやや年上の、快活そうな少女である。

「こらこら、勝手に注文するなって。さっき昼ご飯を食べたばかりだろ？」

　アッシュが諭すように告げると、エーコはぷっくりと頰ほおをふくらませた。

「目の前のクレープを食わぬは竜族の恥！　我が家の家訓よ！」

「人の真ま似ねをするな！　大体、その家訓はなんだ!?」

　意気揚々と宣言したエーコに、シルヴィアが食ってかかる。

「別にいいじゃないの！　なんとなく、いってみたくなっただけよ！」

「なんとなく、で家訓を捏ねつ造ぞうするな！」

　アッシュを挟んで、エーコとシルヴィアは口論を始めてしまう。

「あのぅ……」

　売り子の少女が商業スマイルを浮かべたまま固まっているので、アッシュは慌てて財布を取りだした。

　わざわざ生徒会役員席まで足を運んでもらったのに、このまま買わないのは申し訳ない気がしたのだ。

「すみません……俺が支払いますんで。苺いちごのクレープをひとつ、お願いします」

　アッシュに声をかけられた途端、少女は瞳をきらきらと輝かせた。

「あの！　アヴァロン聖竜皇騎士団の、アッシュ・ブレイク様ですよね!?」

　少女が頰ほおを赤く染めながら訊たずねてきたので、アッシュは戸惑った。

「えっ？　まあ、そうですけど……」

「お会いできるなんて光栄ですわ！　あの、これは……騎士国を守ってくださった御礼です。お代は要りませんから！」

「いや、それは悪いですって──」

「好きです、アッシュ様！　きゃっ、いっちゃったあ～」

　少女はアッシュの言葉には耳を貸さずに、駆けだした。

　アッシュの手には、薄紙に包まれたクレープがふたつも残されている。まだ焼きたてのようで、ホカホカと温かい。苺クリームの甘い香りが、鼻先をかすめた。

　次の瞬間、ゴゴゴゴゴ……と、真横から恐こわい気配が吹き付けてくる。

「油断も隙もないわね……」

「まったくだ。鼻の下が伸びているぞ、アッシュ！」

　いつの間にか、エーコとシルヴィアが共同戦線を張って、アッシュをじろりと睥へい睨げいしているのだった。

　ふたりとも腕組みをして、めらめらと闘気オーラを燃やしている。ふと気づけば、ミラベルとジェシカ、ルッカやアーニャもまた、穏やかならぬ表情を浮かべていた。

「いやいや！　俺はなにもしていないからな!?　あの売り子さんがいきなりプレゼントしてくれただけで……せっかくだから、食べるか？」

「もちろんよ！」

　尊大なようで、しっかりと手を差しだすエーコ。

「そこは断るべきだろうが!?　お前にプライドはないのか？」

　シルヴィアが啞あ然ぜんとして、エーコをたしなめる。

「だって、クレープに罪はないもの。あ～ん……ぱくっ！　ふにゅ～！　屋台のクレープと同じ味がするわ！」

　クレープの効果で、エーコは借りてきた猫のように大人しくなった。ちょこん、とアッシュの隣席に腰を落ち着ける。

「むぅ、現金な奴やつだ……」

　もはや怒る気力もなくしたのか、シルヴィアも席に着いた。

「それにしても、ヴェロニカ王女は誰を指名したんだろうな？」

　シルヴィアの機嫌が直った頃を見計らい、アッシュはなにげなく訊たずねた。

「……確かに、気になるな。もうすぐ試合だというのに、姉上が対戦相手をまだ発表していないというのは、なにやら不気味でもある」

　シルヴィアは怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

　現在、舞台の脇で待機しているドラゴンは、クー・フリンだけだ。

　対戦相手となる騎士は、まだ相パ棒ルのお披ひ露ろ目めすらしていないのだった。

「グレン隊長ではなさそうだよな。今も警備に就いているし」

　アッシュは遠目に、ヴェロニカ親衛隊の様子を眺めやった。隊長のグレンは今も周囲の部下に指示を飛ばしていて、ヴェロニカの警備に余念がない。

「うむ。グレン殿や親衛隊員ではなさそうだ。いや、待てよ。姉上が本気で勝つつもりなら、もしかすると……」

「姫様？」

　シルヴィアが眉間に皺しわを寄せて黙りこんでしまったので、アッシュはなんだか嫌な予感を覚えた。

　そのとき、ドッと歓声が沸き起こる。

　ついに、レベッカが観衆の前に姿を現したのだ。真紅の聖騎甲アーク、しかも第二形態を早々と装備している。右手には、魔槍ゲイ・ボルグをしっかりと構えている。

　レベッカは花道を途中まで歩くと、ずっと待機していたクー・フリンの頭部に颯さつ爽そうと騎乗した。ますます観客の熱気が高まる。クー・フリンは勇壮な雄お叫たけびを漏らすと、ずしん……と足音を響かせて、舞台に上がった。

　レベッカは笑顔で手を振って、大歓声に応えている。緊張している様子は皆無で、泰然と構えているように見えた。

「さすがレベッカさんだ」

　アッシュが尊敬の念をこめて、そうつぶやいたときだった。

　雷鳴のごとき咆ほう哮こうが、会場の空気をビリビリと震わせたのだ。

　度肝を抜かれた観客たちは、いっせいに空を見上げる。

「あれは……!?」

　アッシュも見た。

　蒼そう穹きゆうの果てから、一体の聖竜マエストロがぐんぐんとこちらに接近しているのだ。

　とてつもない威圧感をまとった巨きよ軀くである。聖竜マエストロの中でも最大級の一体だろう。

　聖竜マエストロは流星のごとく飛来すると、轟ごう然ぜんたる響きとともに、舞台中央に着地した。その翼が烈風を唸うならせて、最前列の観客たちは吹き飛ばされそうになっている。

「──お待たせしました」

　と、聖竜マエストロの頭部に騎乗した聖天竜騎士アーク・ドラグナーが、澄みきった声音で告げた。

「まさか……！」

　絶句したアッシュを代弁するように、

「〈沈黙の騎士聖女サイレント・ヴアージニア〉──ウルスラ団長と、聖竜マエストロガラハッド！」

　シルヴィアがその名を口にした。

　どうやらレベッカの対戦相手を務めるのは、ウルスラ・Ｌ・セルウィン団長に決まったらしい。

　──うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　と、怒ど濤とうのごとき大歓声が湧き起こった。

　ウルスラの美貌をひと目見ようと、観客たちの大半は前のめりになっている。

　昨年こそ、ロートレアモン聖竜騎士団にとっては風采の上がらぬ一年となってしまったが、それでもウルスラの人気は凄すさまじかった。

「姉上め！　このような試合に団長をぶつけてくるとは、なんと大人げない……」

　シルヴィアが苦渋の声を漏らしたので、アッシュは疑問に思った。

「なあ、姫様？　よく考えたら、俺……ウルスラ団長がどんな人なのか、ほとんど知らないんだよな。竜騎士ドラグナーとしては、どういうタイプなんだ？」

　シルヴィアは眉根を寄せた。見るからに深刻そうな表情である。

「……うむ。なにぶん奥ゆかしい人だからな……人の上に立つのは苦手なようだ。彼女自身、そのことは公言している。昨年、聖竜騎士団が後手後手に回ってしまったのも、そのせいかもしれない。だが──」

　シルヴィアはいったん言葉を切ると、固唾かたずを吞のんだ。

「一対一での戦闘ならば、ウルスラ団長は世界最強といえる。たとえば……あのグレン隊長ですら、ウルスラ団長の足もとにも及ばん」

「足もとにも!?」

　グレン隊長といえば、ヴェロニカ親衛隊の筆頭である。そのグレンですら足もとに及ばないとは、一体どれほどの強さなのか。

「言葉は悪いが……ウルスラ団長を一言で形容するなら、〝化け物〟だな」

「化け物……」

　予想外の表現に、アッシュは冷や汗を浮かべた。

「ふん、それは聞き捨てならないわね！　世界最強といったら、あたしとアッシュのコンビに決まってるでしょ？」

　得意げに口を挟んできたのは、エーコである。既すでにクレープはふたつともたいらげてしまい、口の周りに苺いちごクリームが付着していた。

　そのクリームを指で拭ぬぐってやろうとしたアッシュだが、できなかった。

　ちょうどそのとき、ウルスラがレベッカに対して、ひとつの提案をしたからだ。

「あなたにハンデを授けましょう、レベッカ。もし、そちらの攻撃がわたくしの聖騎甲アークを少しでも傷つけたならば、わたくしの負けで構いません」

　それは、決して大声ではなかった。

　むしろ静かな口調といえた。

　にもかかわらず、その澄んだ声は会場の隅々にまで響きわたったのである。

　たちまち、観客席はどよめいた。

　アッシュはさりげなく、王室専用席のほうに視線を飛ばした。

　ヴェロニカは最初、苦虫を嚙かみつぶしたような顔をしていたが、やがて、その表情は苦笑へと変化した。

　どうやらハンデについては、ウルスラの独断らしい。だからこそ、ヴェロニカは渋面をつくったのだろう。そこから苦笑に変わったのは、それだけウルスラを信頼している証拠といえた。

　と、審判役を務める実技教官が大声を張りあげる。

「これより一騎打ちを開始する！　なお、基本ルールは聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトに準ずるが、ウルスラ・Ｌ・セルウィンの提案により、レベッカ・ランドールにはハンデを与える。双方、構え！」

　次の瞬間、ウルスラが呪文を詠唱した。

「顕けん現げんせよ、二次元の神剣よ──その銘は、フラガラッハ」

　閃せん光こうとともに現れたのは、不思議な剣だった。

　一見すると、柄の部分だけのように見えるが、よく目を凝らすと、魔力によって構築された刀身を視認することができた。

　刀身に相当する部分に、一定の魔力を流し続けることで、鋼の刃とはまったく異なる性質の剣を構築しているのだ。

「……二次元って、どういうことだ？」

　アッシュは耳を疑うと、シルヴィアの横顔を窺うかがった。

「刃の厚さが限りなくゼロに近い剣……要は、刃が完全なる平面存在だということだ。いかに硬い物質であろうと、神剣フラガラッハは紙のように斬り裂いてしまう。たとえ聖騎甲アークの装甲であろうとも、例外ではない──」

「……！」

　アッシュが愕がく然ぜんと息を吞のんだそのとき、試合開始の鐘が鳴った。
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　ゴングと同時に、レベッカはクー・フリンを飛ひ翔しようさせた。

「魔槍ゲイ・ボルグ──〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟！」

　いきなりの全力全開、自己最高の必殺技を炸さく裂れつさせる。

　──轟ごうっ！

　意外にも、ウルスラは回避行動をとらなかった。

〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟は、先に「撃破する」という結果を定め、そこから「攻撃する」という原因に逆行する。

　いかなる回避行動をとろうが、直撃は免れない。

　だから、なのだろうか。

　ウルスラは甘んじて、レベッカの攻撃を真っ正面から受けとめたのである。

　すさまじい衝撃波によって、砂さ塵じんが朦もう々もうと舞い上がる。

　間違いなく、直撃コースだった。

　レベッカ自身、確かな手応えを感じていた。

　だが──。

　砂塵が晴れると同時に、レベッカは信じがたい光景を目の当たりにした。

「……悪くない攻撃です。今すぐにでも、聖竜騎士団の百人長にはなれますね」

　あくまでも冷徹な声が、レベッカの耳じ朶だに届いた。

　ウルスラは悠然として神剣を構えたまま、無傷を保っている。防御魔法を展開した痕跡すら見あたらない。

　どうやら、神剣フラガラッハはゲイ・ボルグが定めた運命もろとも、すべての魔弾を斬り裂いてしまったらしい。

「次は、わたくしが参りましょう」

　──どんっ！

　衝撃波とともに、ウルスラとガラハッドの姿が霧む散さんした。

　文字通り、レベッカの視界から消えたのである。

「──なんだと!?」

　レベッカが瞠どう目もくした直後、耳もとでささやかれた。

「遅いです」

　淡々とした声と同時に、レベッカの背中を衝撃が貫いた。

「うぐっ……！」

　斬られたのではなかった。

　剣の柄で突かれたのだ──と気づいたときにはもう、レベッカの身体は隕いん石せきのごとく落下していた。もし斬られていたら、その時点で勝負は決まっていただろう。

「ぐっ！」

　聖騎甲アークに蓄えられた魔力を解放し、レベッカはかろうじて空中に踏ふみ留とどまる。すさまじい重力が全身に襲いかかり、体重が何倍にも膨れあがった。

　聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトのルールでは、落竜は敗北を意味する。

　なにがなんでも、地面に足をつけるわけにはいかない──！

「ぐぉおおおおおおおおんっ！」

　次の刹那、ガラハッドがクー・フリンに挑みかかった。

「ぐるるるるるっ！」

　互いに前肢を突きだして、壮絶な力比べを始める。

　その隙に、ウルスラも相パ棒ルから離脱すると、レベッカめがけて一直線に降下した。魔力で構築された刀身を、容赦なく振りおろす。

「くっ……！」

　次々と繰り出される剣を、レベッカは紙一重でかわし続ける。

　魔槍で防ぐことも考えたが、ウルスラの武器特性を考えれば、無謀な試みといえた。

　──きぃん！

　と、ウルスラの剣尖がレベッカの胸甲をかすめた。

　クー・フリン謹製の胸甲に、直線状の傷痕が刻まれる。

　神剣フラガラッハの前では、聖騎甲アークといえども紙に等しかった。

　レベッカは戦慄を覚えつつ、聖騎甲アークの魔力を利用して浮上する。再びクー・フリンの頭部に騎乗すると、まずはガラハッドに魔槍の一撃をお見舞いした。

「ぐぉおおおおおおおっ！」

　ガラハッドが不快そうに唸うなった隙に、レベッカはクー・フリンとともに空を舞う。

　神剣フラガラッハに常識は通用しない。「二次元の刃」とは決して虚こ仮け威おどしではなく、事実なのだ。近接戦闘は危険極きわまる。ならば遠距離で仕留めるのが最善の策だと、レベッカは考えた。

「はあっ！」

　自動追尾式の魔弾を、次々と放つレベッカ。

　対するウルスラは、こちらもガラハッドに再騎乗すると、飛び交う魔弾を次々とかわし続ける。

　直後、ウルスラの周囲で次々と爆発が発生した。

　決してレベッカが狙ったわけではない。あくまでも、ウルスラの意図だった。その証拠に、ウルスラは爆風にあおられることもなく、悠々と滞空している。

　ウルスラは各魔弾を回避──いや、巧妙に誘導することで、魔弾同士の衝突を狙ったのだ。そうなってしまうと、せっかく〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟が定めた運命も、自動的に解除される他はない。

　しかも、ウルスラはまだ本気を出しているようには見えないのだ。

「行きます──」

　ウルスラは淡々とつぶやくなり、瞬時にしてレベッカの正面に移動した。

「なっ……！」

　レベッカの目には、もはや瞬間移動としか見えなかった。せっかく距離を保っても、これではなんの意味もない。

　無慈悲な剣尖がレベッカを襲う。

　もはや回避は不可能。

　レベッカは反射的に、その一撃を魔槍で受けとめた。

　──カッ！

　呆あつ気けないほどに、魔槍は真っ二つに破断された。それでもウルスラは手を止めず、目にも留まらぬ連撃を繰り出す。と同時に、神剣が生みだした剣風は衝撃波を生みだし、レベッカの全身に襲いかかる。

「がはっ……！」

　苦く悶もんの声と同時に、レベッカの上半身を覆っていた聖騎甲アークが細かな断片と化す。

　驚くべきことに、どの断片も綺き麗れいな菱ひし形がたをしていた。

　無数の菱形が、きらきらと輝きながら宙を舞う。くるくると回転する菱形は、まるで星のようだった。

　その幻惑的な光景に包まれながら、レベッカの意識は闇の底へと落ちていった。
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「レベッカさんっ！」

　アッシュは戦慄のあまり、ほとんど無意識に立ち上がっていた。

　エーコとシルヴィアをはじめ、周囲の生徒会役員たちも、いっせいに起立する。

　レベッカの裸身は、無慈悲にも一直線に落下して──。

「うぉおおんっ！」

　その刹那、クー・フリンが動いた。

　ガラハッドの追撃をかろうじて逃れると、急降下。

　レベッカが舞台に叩たたきつけられる寸前、辛くもその背を滑りこませる。柔らかな体毛に包まれて、レベッカはかろうじて敗北を免れた。

　だが、そこで攻撃の手をゆるめるほど、ウルスラも甘くはなかった。すかさずガラハッドを急降下させると、ドラゴン同士の肉弾戦に持ちこむ。

「ぐぉおおおおおおおっ！」

「がるるるるっ！」

　クー・フリンは六角障壁ヘキサゴナル・シールドを展開させると、ガラハッドの体当たりを阻んだ。

　無数の六角形が顕けん現げんし、防御シールドを構築。

　それでもガラハッドの猛進は止まらない。

　クー・フリンが怯ひるんだ瞬間、真紅の炎竜吐息クリムゾン・エクスブレスの零距離射撃！

　──どぉおおおおおおおおおんっ！

　まるでガラスが砕け散るように、六角障壁ヘキサゴナル・シールドが瓦が解かいする。

　立て続けに、ガラハッドの体当たりがクー・フリンに直撃した。

「ぐぉおおおぉおおおっ……！」

　ついに、クー・フリンがその場で膝を屈する。

「チェックメイトですね」

　恐こわいくらいに透明な声とともに、ウルスラは跳躍。クー・フリンの背に着地するや、レベッカの裸身を冷然と見下ろした。

　レベッカは動かない。うつ伏せに倒れたまま、無防備な背中をウルスラにさらしたままだ。ウルスラが宣言した通り、これではチェックメイトだった。

　頼みの綱のクー・フリンも大ダメージを負っている上に、ガラハッドに抑えこまれて身動きがとれない。

「よく頑張りましたね、レベッカ」

　ウルスラは無表情を保ったまま、神剣を頭上に振り上げた。その双そう眸ぼうは、もはやレベッカには興味をなくしたとばかりに、別のほうに向けられている。

「ウルスラ団長はなにをするつもりだ？　もはや勝負は決まったようなものだが……」

　シルヴィアが怪け訝げんそうにつぶやいたそのとき、ウルスラが口を開いた。

「レベッカ・ランドール。わたくしがあなたに勝利したという証に、クー・フリンの角を一本、もらい受けます。今後、あなたは相パ棒ルの非対称な角を見るたび、この敗北を思い出すことになるでしょう。それが嫌なら、お立ちなさい」

　あろうことか、ウルスラはクー・フリンの左角に神剣を添えたのだった。

「あっ、あの女、なんてことを……！」

　エーコは涙目になって、自分のまん丸な角を両手で覆い隠す。竜族にとっては、よほどの恐怖なのだろう。

　アッシュは奥歯を嚙かみしめた。

　このままでは、レベッカが敗れてしまう。さらにはクー・フリンの角まで奪われて、一生消えることのない屈辱を刻まれることになる。

　そんなことは、絶対に許せない。

　だが、これは公式試合であり、御前試合でもある。

　アッシュが手助けするのは、完全にルール違反だ。

　ならば、せめて──自分の想おもいだけでも伝えたいと、アッシュは思った。

「お願いです、レベッカさん！」

　自分でも驚くほどの大声で、アッシュは叫んでいた。

「俺の知っているレベッカさんは、その程度で敗れるような人じゃないはずです！」

　エーコとシルヴィア、さらにはルッカやジェシカやミラベルたちもが、そんなアッシュを怪け訝げんそうに眺めやったが、アッシュは気にしない。

　こんな風に大声で叫ぶ行為が、自分の柄でないことは承知の上だ。

　それでも、アッシュは叫ばずにはいられなかった。このままレベッカとの別離を受けいれるなど、絶対に許せないと思ったから。

　アッシュは全身全霊をこめて、自分の想いを声に乗せた。

「俺はレベッカさんに、ずっとそばにいてほしいです！」
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　レベッカが実際に意識を失っていたのは、ほんの数秒といったところだろう。

　だが、身体が思うように動かない。

　手足は麻ま痺ひし、全身が砂袋のように重たく感じられた。

　背中が冷たく感じられるのは、聖騎甲アークを破壊されてしまったからだ。剝むきだしの背中をさらした自分の姿は、どれほど無様なのだろう。

　学院生たちも、こんな自分を見て落胆、あるいは失望しているのではないだろうか。

　──わたしは、この程度だったのか？　それとも、ウルスラ団長が規格外なのか……？

　どんな理由を探そうが、完敗だった。

　赤あか児ごの手をひねるように、ウルスラはレベッカを倒してみせたのだ。

　自己最高の必殺技、〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟をあんな風に破られたのもショックだった。

　意識は戻っても、今のレベッカは放心状態に等しい。

　今や会場は沸きに沸いている。

　四方から迫りくる大歓声は、しかし、レベッカの背をむなしく素通りするだけだ。

　そんな中、レベッカの耳にはっきりと届いた声があった。

「俺の知っているレベッカさんは、その程度で敗れるような人じゃないはずです！」

　──アッシュ……なのか!?

　レベッカの指が、ぴくりと反応する。

「俺はレベッカさんに、ずっとそばにいてほしいです！」

　間違いなく、それはアッシュの声だった。

　あのアッシュが、恥ずかしげもなく大声を張りあげている。

　──やはり、わたしは……アッシュが好きだ。

　その瞬間、レベッカの胸にみなぎるものがあった。

　全身が灼しやく熱ねつしたように、熱い。

　──そうだ、このまま倒れるわけにいかない……！

　今度こそ、身体はレベッカの意思通りに動いた。

　今しも無慈悲な刃やいばがクー・フリンの角に襲いかかる寸前──。

　レベッカはウルスラの正面に滑りこむと、かろうじて無事だった手甲の残留魔力を全放出。と同時に、神剣を両手で挟みこんだ。

「ぐぅっ……！」

　神剣が帯びた熱量と、レベッカ自身が放出させた熱量。

　神剣が一ミリ進むごとに、壮絶な摩擦熱が発生する。

　ついにはジュッと音がして、レベッカの両手をすさまじい高温が襲った。

　今にも手甲が溶けてしまうのではないか……そんな危惧さえ覚えた。

　それでもレベッカは耐える。

　いつしか、場内は水を打ったように静まり返っている。

「──」

　ほんの一瞬ではあったが、ウルスラの柳眉が初めて反応を示した。





　　　　◇






「レベッカさん……！」

　間一髪でウルスラの一撃を食い止めたレベッカの勇姿に、アッシュは胸を熱くした。

　神剣フラガラッハ──その刀身は、二次元の存在だという。

　いかに薄く鋳造された剣であれ、それは三次元の物体に他ならない。三次元の呪縛から解き放たれることはないのだ。

　ところが、聖竜マエストロガラハッドは不可能を可能にした。

　二次元の刀身を構築することで、いかなる物体をも破断可能な兵器を生みだしたのである。刀身を真横から眺めれば、糸よりも細い直線にしか見えないだろう。

　そんな剣を両手で防ぐなど、冷静に考えれば無謀もいいところだ。ほんの一瞬でも判断を誤れば、神剣の軌跡はレベッカの両手を容易にすり抜けるのだから。

　下手をすれば、指が飛んでもおかしくなかった。

　それでもレベッカは迷うことなく、飛びこんだ。

　二次元の刃やいばを、両手で挟みこんでみせた。

　レベッカ自身もまた、不可能を可能にしてみせたのだった。





　　　　◇






「……さすがですね、レベッカ。わたくしの神剣を白刃取りしてみせたのは、あなたが初めてです」

　かすかに眉を動かしたものの、ウルスラは解説者のごとく冷徹に告げた。

「ヴェロニカ殿下があなたに執着する理由が、よく解わかりました。もっとも、そのままではあなたの両手が焼け焦げた挙げ句、千切れてしまいますよ？」

　レベッカは答えない。否いな、答える余裕すらなかった。この膠こう着ちやく状態を維持するためだけに、全身全霊をこめているのだ。

　ウルスラが指摘した通り、神剣を食い止める両手はすさまじい火傷やけどを負って、痛みは限界に達たつしている。両手の感覚自体が、そろそろなくなりつつあった。

　それでも、レベッカは笑った。

「わたしの勝ちです、ウルスラ団長」

　──ひゅん……！

　その刹那、はるかなる天空で、きらりと光る星があった。

　それこそはレベッカの切り札。

　レベッカが発動させた〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟は、決して完全に破られたわけではなかった。

　天空の高みで待機していた希望の星は、今こそレベッカの強い意思に応じた。

　ウルスラを目がけて、一直線に飛来する。

「……そう来ましたか」

　ウルスラはあくまでも冷静な顔をしているが、その選択肢は限られていた。

　神剣フラガラッハは、レベッカが渾こん身しんの力で封じている。

　ならば神剣を手放して回避行動をとればすむのだが、ウルスラは決してそんな選択肢は選ばないだろうと、レベッカは予想していた。

　相パ棒ルから授かった固有魔装を捨てるなど、聖天竜騎士アーク・ドラグナーの矜きよう持じが許すはずもない。ましてやウルスラは聖竜騎士団の団長という身分でもある。

　最終的に、ウルスラは左の手甲を頭上にかざすことで、魔弾を防御した。

　激しい閃せん光こう。そして轟ごう音おん。

　その余波を受けて、レベッカ自身も吹き飛ばされたが、なんとかクー・フリンの背にしがみつき、落竜は免れた。そして、なおも仁王立ちを続けているウルスラを睨にらみすえる。

「……………………」

　一見、ウルスラは泰然としていた。その聖騎甲アークには、傷ひとつ見あたらない。魔弾の一撃は、確かにウルスラの手甲に直撃したはずなのだが……。

「くっ。わたしの渾こん身しんが届かなかったというのか？」

　レベッカが苦渋の声を漏らした、まさにそのときだった。

　──ぴしり。

　ウルスラの手甲にヒビが入ったかと思うと、粉々に砕け散り、白雪のような素肌があらわとなったのである。とても騎士とは思えないほど、美しい腕をしていた。

「勝者、レベッカ・ランドール！」

　審判が厳粛な声で叫んだ刹那──

　場内が割れんばかりの拍手、そして歓声が湧き起こった。





　　　　◇






「──まさかとは思いますが、ウルスラ団長」

　舞いちる紙吹雪を全身に浴びながら、レベッカはウルスラの正面に歩み寄った。

「あなたはすべてを丸くおさめるために、最初からこの結果に持ちこもうと決めておられたのではないのですか？」

　ウルスラは黙然としたまま、神剣フラガラッハを消した。そして、あっさりと背中を見せる。その視線は、あくまでもガラハッドに向けられていた。さっさと飛び移るつもりなのだろう。

「待ってください、ウルスラ団長！　今のわたしの実力では、あなたの聖騎甲アークに傷をつけるのが精一杯……最初から、あなたは見抜いていたのでしょう？　だからこそ、あんなハンデを提案した。違いますか？」

　ウルスラは答えることなく、背中を向けたままだ。それでもレベッカは言葉を続けた。

「そもそも、聖女と称たたえられているあなたがクー・フリンの角を狙うなど、普通では考えられません。もしかして、倒れたわたしに発破をかけるために……？」

　ウルスラはようやく肩ごしに振り返ると、微笑を浮かべた。

「いかなる理由であれ、負けは負けです」

「ウルスラ団長……」

「それと、もうひとつ。わたくしの発破よりも、アッシュ・ブレイクの声援のほうが、よほど効果があったのではないでしょうか？」

「──！」

　レベッカはトクンと胸を高鳴らせた。自分でも驚くほど、頰ほおが熱い。

〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉と呼ばれた自分が、小娘のように赤面してしまうなど、決してあってはならぬこと──そんな風に自分を戒めるものの、今や全身が火照ってしまっている。

「鍛錬に励みなさい、レベッカ・ランドール」

　最後にそれだけをいい残し、ウルスラはガラハッドの頭部に戻った。




　かくして、レベッカ・ランドールは卒業後もアヴァロン聖竜皇騎士団に残留することが正式に決定したのだった。





"Rebecca VS. Ursula ～A.S.B.1366.03～" is closed.








第三話　アッシュの妹









　──双魚宮ピスケスの月も、いよいよ末日。

　今日は生徒会活動の予定もなく、アッシュは新生アポロ舎でのんびりと過ごしていた。

　手もとには、マックスから借りてきた『アンサリヴァン・タイムズ』。

　なんと第一面にはレベッカへのインタビュー記事が掲載されている。ウルスラから有利なハンデをもらったとはいえ、大金星といえるだろう。

　レベッカがあえて、ロートレアモン聖竜騎士団への入団を断った事実も、世間では話題になっていた。そのレベッカがアヴァロン聖竜皇騎士団を選んだことで、いやが上にも世間はアッシュたちに興味津々のようだ。

「ふん、ふん～♪」

　と、エーコの鼻歌が聞こえてきた。ベッドの上で腹はら這ばいになって、読書に熱中している。

　最近のエーコは、絵本や童話だけでなく、『天空の竜騎士物語』などの少女向け小説にまで手を出している。いろんな本を貸してくれるコゼットによれば、エーコの読解能力は基礎過程ユニオスの一年生に匹敵するらしい。さすがは竜族といったところか。

「……はわっ！」

　と、エーコが急に叫んで、ビクンと肩を震わせた。

「どうした、エーコ？　恐こわいシーンでもあったのか？」

　アッシュが首をかしげて訊たずねると、

「べ、別に、そんなんじゃないわよ！」

　エーコは慌てたように本を閉じた。アッシュに覗のぞきこまれるのを、全力で拒むように。

　見るからにエーコは焦っているし、顔も真っ赤だ。ベッドの上に寝そべったまま、もじもじと太ももをこすり合わせているのも奇妙だった。

　──もしかして、色っぽいシーンでもあったのかな……？

　アッシュは気になったが、追及するのはやめておいた。

　なにげなく銀時計のふたを開くと、既すでに正午を過ぎている。

「そろそろ昼飯にするか」

　アッシュが話題を変えると、エーコはパッと顔を輝かせた。

「もちろんよ！　竜族の食事は一日五回なんだからねっ！」

　こういうところは、誕生した頃と変わらないエーコだった。敏びん捷しように飛び起きると、すとんと床に着地する。ふわりとスカートが風をはらみ、裾がまくれ上がりそうになった。

「……！」

　アッシュは慌てて目を逸そらす。

「どうかした？」

「いや、なんでもないぞ！」

　今度はアッシュのほうが焦りつつ、戸口に向かおうとしたそのとき、

『アッシュ・ブレイク様宛ての郵便物をお届けに上がりました！』

　軽快なノックとともに、郵便士のはきはきとした声が聞こえてきた。




　手紙の送り主は、なんと母だった。

「母さんが手紙をよこすなんて、久しぶりだな」

「あんたのお母さん……か。なんて書いてあるの？」

　エーコはやや緊張気味に訊ねてきた。母と聞いて、今は亡きマザー・ドラゴンを思い出したのかもしれない。

「まあ、単なる近況報告だと思うけどな」

　アッシュはエーコを安心させるようにつぶやくと、手紙の封を切った。




　親愛なるアッシュへ


　　お元気ですか？　母さんは村の皆さんと一緒に、のんびりと暮らしています。

　　毎月の仕送り、ありがとう。とても助かっています。あなたのように立派な息子に恵まれて、母さんは本当に幸せです。






「仕送りって、なんのこと？」

　エーコが口を挟んできたので、アッシュは答えた。

「竜騎士ドラグナーに叙任されたおかげで、騎士国政府から俸給がもらえるようになったからさ。その一部を、母さんに仕送りしているんだ。少しでも生活の足しになればいいなって」

「へえ。偉いのね」

　エーコは感心した風に、アッシュをまじまじと見つめてきた。こんな風に誉ほめられるのは珍しいので、アッシュはなんだか照れ臭くなってしまう。

　ちなみに、アッシュが独立国家宣言を果たしたあとも、騎士国政府からの俸給は毎月必ず支払われている。アヴァロン聖竜皇騎士団に属するレベッカやマックスへの俸給も、同じく継続中なのであった。

　アッシュとしては申し訳ない気持ちもあったのだが、そうした措置は騎士王パラデインオズワルドの心遣いなので、ありがたく受けいれることにしたのだ。

「じゃあ、続きを読むぞ──」





　　あなたならきっと、ロートレアモン聖竜騎士団に入団できると、母さんは信じています。誇り高き竜騎士ドラグナーを目指してね。そして、気が向いたらいつでもアルバ村に帰ってきてください。あなたのパルを、早く見たいわ。






　そこまで読んで、アッシュは溜ため息いきをついた。

「……母さんはまだ、なにも知らないんだよな。俺自身、詳しいことは伝えていないし」

　アッシュの故郷は辺境地帯の寒村である。外の情報はなかなか入ってこないのだ。

「……あんたの現状を知ったら、卒倒するかもしれないわね」

「まったくだ……」

　アッシュは再び、文面に視線を戻した。





　　本題は、ここからよ。実はあなたを驚かせようと思って、この五年間、ずっと黙っていたのだけれど。

　　もうすぐリンダが騎竜学院に入学します。






「なんだって!?」

　アッシュはびっくり仰天した。その場で跳びあがりそうになったほどだ。

「ちょっと、なんなのよ？」

　そんなアッシュの驚きぶりを見て、エーコは戸惑っている。

　──アッシュとリンダの年齢差は、五つ。

　とすれば、リンダが七歳になったのは、ちょうどアッシュが騎竜学院に入学した年のはずだ。〈オーファンの儀〉を受けるのは騎士国民の義務なので、リンダもアルビオンの森に向かったのは間違いない。

　アッシュがアンサリヴァンで最初の一年を過ごしていた頃、リンダはマザー・ドラゴンから幼生オーフアンを授かっていたというわけだ。

　ところが、実家からはなんの音沙汰もなかったので、てっきりリンダは落選したのだろうとばかり思っていた。

　そもそも現代において、ドラゴンの幼生オーフアンを授かる子どもなど、全体のごく一部にすぎない。選ばれない可能性のほうが、圧倒的に高いのである。

「まったく、母さんとリンダも人が悪いな。そりゃあ、一度も帰省しなかった俺も悪いけどさ……ん!?」

　次の瞬間、アッシュは眉をしかめて、文面を食い入るように見つめた。





　　リンダの乗った竜車がアンサリヴァン市に到着するのは、双魚宮ピスケスの月の末日、午後一時を予定しています。

　　あの子がアルバ村の外に出るのは初めてだし、本人は気丈に振る舞っていたけれど、きっと心細いはずです。

　　必ず、聖ダーラム広場の停留所まで迎えに行ってあげてちょうだいね。






　そこまで読んだ時点で、アッシュは便せんを放りだした。

「おいおい！　リンダがアンサリヴァンに到着するのって、今日じゃないか！　のんびりしすぎだよ、母さん！」

　アッシュは頭を抱えたい気分で、ハンガーに掛けていた上着を摑つかんだ。慌てて袖に腕を通そうとして、もたついてしまう。

「ちょっと、ひとりで行くつもり!?　あたしも一緒に行くわよ！」

　と、エーコもクローゼットから春用のコートを取りだして、素早く羽織った。

「妹を迎えに行くだけなんだから、面白くもなんともないぞ？」

「だっ、だって……。あんたの家族に会うのって、その……初めてなんだもん。気になるわ。ううん、気にならないほうが、おかしいでしょ？」

　エーコはうつむき加減になって、もじもじしている。

　その可か憐れんさに、アッシュはドキッとさせられた。と同時に、「アッシュの家族に会いたい」というエーコの気持ちが、とても嬉うれしかった。

「解わかった。じゃあ、エーコも一緒に行こう」

「うんっ！」

　エーコは頰ほおを薔ば薇ら色いろに染めて、満面の笑みを浮かべたのだった。





　　　　◇






　アンサリヴァンの商店街は、今日も賑にぎわっている。春休み中ということで、観光客の姿も多い。土産物屋の前などは、ちょっとした人だかりができていた。

「ねぇ、アッシュ？　あんたの妹って、どんな子なの？」

　前方に聖ダーラム広場の入口が見えてきた頃、エーコが訊たずねてきた。

「そうだなあ」

　アッシュは遠い目をした。正直なところ、母からの手紙が届くまで、アッシュはリンダのことをほとんど忘れていたのである。

　とりあえず、アッシュが故郷で暮らしていた当時を思い出してみると──。

「う～ん。リンダはなあ……我がままで、俺に甘えてばかりで、二言目には『お兄ちゃんのお嫁さんになる！』って駄だ々だをこねて、ほんと手を焼かされたな……」

「ちょっと待って！」

「おわっ？　なんだ!?」

　エーコが巨竜よろしく地面を踏み鳴らしたので、アッシュはたじたじとなった。

「あんたとリンダって、血のつながった兄妹なんでしょ？　お嫁さんって、どういうことなのよ!?」

　エーコは眉をきりきりと吊つり上あげている。その剣けん幕まくに驚いて、周囲の通行人たちは怪け訝げんそうな眼まな差ざしを向けてくる。おそらく痴ち話わ喧げん嘩かだと思われているのだろう。

　通行人の視線をひしひしと感じつつ、アッシュは慌ててエーコをなだめた。

「いやいや、真に受けるなって。小さな女の子が、父親や兄貴のお嫁さんになりたいって口にするのは、別に珍しいことじゃないんだ。もしかしたら、通過儀礼みたいなものかもしれないな」

「そうなんだ？」

「ああ。ある程度成長したら、そんな気持ちはすっかり忘れてしまう。きっとリンダだって、今ではけろりと忘れているはずさ」

「ふぅ……良かったわ。またライバルが増えるのかと思った」

「ん？　なにかいったか？」

「なっ、なんでもないわよ！」

　エーコはなぜだか不機嫌そうに返すと、ずんずんと歩きだした。

　アッシュはエーコの背中を追いかけつつ、子ども時代に想おもいを馳はせた。

　母からの手紙がきっかけで、忘れかけていた過去が少しずつ甦よみがえってくる。

「そういえば、夜になると大変だったな。リンダの奴やつ、『お兄ちゃんと一緒に寝るんだもん！』の一点張りでさ。すぐ俺のベッドに潜りこんできて……」

「ベッドに!?」

　再び足を止めるエーコ。ぶるぶると唇を震わせている。

「いやいや、子どもの頃の話だからな!?　そもそも、俺とお前だって同じベッドで寝てるわけだし……」

「はっ、恥ずかしいこといわないでよ！」

　ぼふっと音をたてて赤面するエーコ。両手で頰ほおを包みこむような仕草をすると、パタパタと駆けだしてしまった。路上のあちこちにひしめく通行人に、何度もぶつかりそうになっている。

「おぉい、待てってば！」

　アッシュは慌てて、エーコの背中を追いかけた。




　やがて、アッシュとエーコは聖ダーラム広場にたどり着いた。

　初めて出現した屍灰竜ネクロマンシアに破壊された痕跡は、もう見あたらない。

　およそ一年前、そんな事件があったことさえ、往来の人々は忘れているのかもしれなかった。なんにせよ、平和なのは良いことだ……と、アッシュは思う。

「まだ竜車は来てないわね」

　停留所の周囲を見回しつつ、エーコがつぶやいた。

「そうだな……」

　銀時計を確認すると、時刻は十三時を少しだけ回っているが、竜車が遅れるのは日常茶飯事だ。むしろ今日に限っては、遅れてくれて良かった……とさえ思ってしまう。

「ここで待っていれば、そのうち来るだろ」

　停留所の前で肩を並べ、アッシュとエーコは竜車を待ち続ける。

　ふと、アッシュの胸をリンダの面影がよぎった。

　最後に会ったのは、リンダが七つの頃だった。

　あれから五年……果たして、リンダはどんな風に成長しているのだろう？

　楽しみであると同時に、なんとなく不安も覚えた。

　この五年間、妹のことを顧みることは、ほとんどなかった。学院が長期休暇に入っても、なんだかんだと理由をつけて、あえて帰省しなかった。

　リンダの性格を思えば、怒り心頭に発していても不思議ではないのだが、母からの手紙には、特になにも触れられてはいなかった。

　その事実が、逆に不気味でもあった。

　実際のところ、リンダはどう思っているのだろう？

「うぉおおおおおおん……！」

　と、二体の地竜アーシアが引く大型竜車が、広場に差しかかった。御者を務めるのはふたりの老人で、もちろん各地竜アーシアの飼い主である。

　勇壮な雄お叫たけびは、周囲の通行人に注意をうながすため──いわば警笛の代わりだった。

　立派な造りの客車には、騎竜学院の校章がペイントされている。

「あの竜車かしら？」

「ああ。たぶんそうだ」

　その大型竜車は、騎竜学院の新入生をアンサリヴァンに送り届けるための、特別便だった。この季節、アンサリヴァンの風物詩といっていいだろう。かつてはアッシュも、あの特別便に乗ってアンサリヴァンに入ったものだ。

　そのときだった。

「ぐぉおおおおおおおおおっ……！」

　広場の入口を通過した直後、地竜アーシアの片方が暴れはじめたのだ。理由は解わからないが、かなり興奮している様子である。

「うわああああっ！」

　その途端、御者のひとりが、容赦なく振り落とされた。

「ちょっと、どういうことなの!?」

　エーコが叫ぶ。

「なにかの発作かもな」

　アッシュは冷静に、暴れているほうの地竜アーシアを観察した。かなり老齢のドラゴンだった。もしかしたら、なんらかの持病を抱えているのかもしれない。

「とにかく、怪け我が人にんが出る前になんとかしないと！」

「ちょっと！　正気を失った地竜アーシアに生身で近づくつもり!?」

「大丈夫だよ、エーコ。俺は〝どんなドラゴンにでも乗りこなせる男〟だからな」

　アッシュはエーコを安心させるように微笑ほほえむと、竜車に向けて駆けだした。

　このままだと、客車が無理やり横倒しにされる可能性もある。そうなれば、客も大おお怪け我がを負うだろう。

　──俺があの地竜アーシアに騎乗して、静めるしかない！

　自信はあった。

　なんといっても、アッシュには蓄積された経験がある。この一年間で、様々なドラゴンに騎乗してきたのだ。

「──わたしに任せてください！」

　と、騒然となった広場に、可か憐れんな声が響きわたった。

「なんだ……!?」

　アッシュは思わず、たたらを踏んだ。

　その刹那、小柄な影が客車から飛び出したかと思うと、華麗に跳躍。暴れる地竜アーシアの鞍くらに、ちょこんと跨またがった。そして、素早く手綱を引いた。

　フードを被かぶっているため、その人物の顔はよく見えない。

　声や体型から察するに、十代前半の少女だろうと思われた。ちょうど新入生の年頃に合致する。

　もう春先だというのに、フード付きのコートを羽織った姿は、明らかに浮いていた。いかにも田舎から出てきた旅行者といった風体である。

「なにをやっているんだ、あの子は!?」

　アッシュは啞あ然ぜんとした。

　いくらなんでも、少女は竜族を舐なめすぎている。このままでは、正気を失った地竜アーシアに振り落とされた挙げ句、食い千切られても不思議ではない。

「くぅうううん……」

　ところが──。

　謎めいた少女に乗られた途端、地竜アーシアは急に膝を屈し、弱々しい鳴き声を漏らした。先ほどまでの暴れん坊ぶりが噓うそのように、大人しくなっている。

　──おおおおおっ！

　たちまち、聖ダーラム広場に歓声が湧き起こった。





　　　　◇






「大丈夫か？　君は一体……!?」

　ようやく事態の収拾がつき、すべての乗客が無事に降車した頃、アッシュは謎めいた少女のもとに駆けよった。

　少女はアッシュと向かいあうと、フードの下からじっとアッシュを見つめる。と、急にくすくすと笑いはじめた。

「ど、どうして笑うんだ？」

「まだわからないのですか？」

　ようやく、少女は被っていたフードを下ろした。

「お久しぶりです、兄さん」

「リンダ!?　お前、本当にリンダなのか……!?」

　アッシュは驚きのあまり、棒立ちとなった。

　大人びた微笑を浮かべるリンダは、アッシュの記憶に残っている面影とは、あまりにも懸け離れている。

　背丈もすらりと伸びているし、手足もしなやか。

　故郷で一緒に暮らしていた頃の面影は、ほとんど感じられなかった。強いて共通点を挙げるならば、髪型くらいだろう。ライトブラウンの髪を頭の左右で結っているのは、相変わらずだった。

「……………………」

　アッシュはまじまじと、目の前の少女を見つめる。

　記憶の中のリンダは、とにかく泣き虫で甘えん坊だった。すぐに駄だ々だをこねては、アッシュを困らせてばかりいた。ぷうっと頰ほおを膨らませた顔が、最も印象に残っているほどである。

　しかし、目の前の妹は見た目も口調も大人びて、まさしく別人だった。顔立ちも整っていて、あと数年もすればかなりの美人になるのでは……と思わせる。

「まったく、なにを驚いているんです？　それより、兄さん！」

「なっ、なんだよ？」

「竜車に乗り合わせた皆さんから、いろいろと妙な噂うわさを聞いたのですが？」

「噂って、なんだよ？」















「もし同姓同名の別人でなければ、随分と偉くなったものですね。アヴァロン聖竜皇騎士団の団長、アッシュ・ブレイクさん？」

　アッシュはドキリとした。

　リンダがアンサリヴァンに来る以上、いずれ説明はしなければならないと思っていたが……こんなにも早くバレてしまっていたとは、予想外もいいところだ。

「リンダは、とっても心配なのです。今すぐ説明を求めます」

「そ、それはだな、いろいろと事情があって……──って、それよりもだ！　お前は一体、どういうつもりであの地竜アーシアに跨またがったんだよ？　運良く切り抜けたけど、一歩間違えれば命はなかったんだぞ！」

　アッシュは毅き然ぜんとして叱ったつもりだったのだが、

「なにを勘違いしているんです？　あの子はリンダの命令に応じて、膝を屈したのです」

　リンダはけろりとしている。

「なんだって……？」

　アッシュは混乱した。リンダの言葉は、極きわめて重大な意味を秘めていたのである。

「ちゃんと確信があった上で、あの地竜アーシアに乗ったのか？」

「もちろんです。リンダは、とっても真剣なのです」

「……………………」

　アッシュにも覚えがあった。

　基礎過程ユニオス時代、初めてドラゴンに騎乗したときのことである。

　相手はランスロット。あの時点では、まだ幼い翼竜ストラーダだった。

　当時のアッシュは、まだ自分のパルに恵まれておらず、当然ながら騎竜経験は皆無だった。にもかかわらず、アッシュはランスロットを乗りこなしてみせた。

　あのときのアッシュ自身、根拠のない確信を胸に抱いていたのだ。

　もしかしたら、リンダもアッシュと同じく、どんな竜でも乗りこなせる才能を持っているというのだろうか？

　ふと、アッシュの胸をマザー・ドラゴンとの会話がよぎった。




　──それって、つまり……もし俺があなたに逆らわずに、ランスロットを素直に受うけ容いれていたら……エーコは他の誰かのパルになっていたと？

　──そうです。既すでに候補は決まっていました。あなたと同じく、その身に〈聖杯〉を宿すものです。




　エーコを授かる予定だった、本来の候補者。それはルッカではないか……と、アッシュは漠然と予想していた。エクブラッドの森で修行していた際、ルッカの才能をまざまざと体感させられたからである。

　だが、本当にルッカなのだろうか？　リンダは、暴れ狂う地竜アーシアを一瞬で静めてみせたのだ。明らかに尋常ではない。

「まさか……」

　本来、マザーがエーコを宿す予定だった人物とは、リンダだったのではないか？

　冷たい汗が、アッシュの額を伝い落ちる。いや、〈聖杯〉という言葉の意味が判明しない限り、断定は禁物だろう……と、アッシュは自分を戒めた。

　そんなアッシュの気も知らず、リンダは追及を続ける。

「ところで、兄さん？　そちらの綺き麗れいな人ですけど、お友達ですか？」

　と、リンダの視線がアッシュの背後に向けられた。

　そこには、エーコが遠慮がちにたたずんでいる。

　アッシュはようやく我に返ると、エーコの肩に手を置いた。

「紹介するよ。俺の相パ棒ルで、名前はエーコだ」

「よ、よろしくね……」

　緊張のあまりどもりながらも、エーコは挨拶を口にした。そして、被かぶっていたベレー帽をそっと取る。

「角……!?」

　エーコのまん丸な角を認め、リンダはハッと息を吞のんだ。

　なにはともあれ、これまでの経緯をリンダに説明するのが先決だな……と、アッシュが思ったそのときだった。

「さっきはすごかったわ！」

「おかげで命拾いしたよ！」

「一体、どうやってあの地竜アーシアを服従させたのかしら!?」

　乗客だった新入生たちが、ぞろぞろとリンダの周囲に集まってきたのだ。

　そのうちのひとりが、ふとアッシュに目を留めた。

「こちらの方は？」

「えっと……リンダの兄さんですけど」

　その刹那、場の空気が凍りついたように一変した。

「ええっ!?　ということは、つまり……この人がアヴァロン聖竜皇騎士団の団長、アッシュ・ブレイク様!?」

　あっという間に、新入生達の興味の対象はアッシュに移ってしまう。

　アッシュを取り囲んだのは、ほとんどが女子だった。

「ごめん！　俺たち、ちょっと急いでいるから……ほら、エーコもリンダも行くぞ！」

　アッシュはエーコとリンダの手を同時に引くと、一目散に逃げだした。





　　　　◇






　──聖ダーラム広場から、やや離れた路地裏。

「このお店に来るの、久しぶりだわ」

　エーコは大衆食堂〈竜牙亭〉の看板を見上げつつ、懐なつかしい想おもいに駆られた。

　最近は〈ラ・テーヌ〉に通い詰めているため、足が遠のいていたのだが、豪快な肉料理の数々は、エーコの記憶にちゃんと刻まれている。

「〈竜牙亭〉だなんて、アンサリヴァンの食堂らしい名前ですね」

　リンダも感心した風に、古風な佇たたずまいの建物を眺めている。

「ここなら人目につかないし、味のほうも保証するよ」

　アッシュに導かれ、エーコとリンダは店内に足を踏み入れた。スパイシーな香りが充満していて、いやが上にもエーコの食欲を刺激する。

「ほえ～……」

　たちまち、リンダは店内の活気に圧倒された様子だったが、ハッとして表情を引きしめると、兄の背中を追った。

　エーコも腹が今にも鳴りそうなのをこらえつつ、あとに続く。

　ウェイトレスに案内されて、エーコたちは四人掛けのテーブルに着いた。

　いつもの癖で、アッシュの隣席に座ろうとしたエーコだったが──一足早く、リンダに先を越されてしまった。

　リンダは驚くほど自然に、アッシュの隣をちゃっかりと確保したのである。

「どうした、エーコ？」

「な、なんでもないわ……」

　今は我慢よ……と自分にいい聞かせつつ、エーコはアッシュの向かいに着席した。

　なんといっても、相手はアッシュの肉親なのだ。エーコとしても、できれば仲良くしたいと思っている。たかが座席のことくらいで、波風をたてるわけにはいかない。

　やがて、ウェイトレスがにこやかに注文を取りに来た。




「──まあ、こういうわけだ」

　食事もそこそこに、アッシュはこれまでの経緯をリンダに語り聞かせた。

　エーコの誕生に始まり、冥竜王モルドレッドとの抗争。ユリエル王子の陰謀。アヴァロン聖竜皇騎士団の設立。マザー・ドラゴンの死。そして、女王オスケイアⅠ世の即位。

「兄さんの身に、そんなことがあったなんて……」

　途方もない話の数々を耳にして、リンダはぽかんと呆ほうけている。もはや声も出ない様子だった。目の前に置かれたスペアリブの存在すら、すっかり忘れているようだ。

「……………………」

　そんな兄妹をちらちらと窺うかがいつつ、エーコは疎外感を覚えていた。

　なんとなく、自分の居場所をリンダに取られてしまった気がしたのだ。とはいえ、五年も離れていた兄妹が再会を果たしたのだから、仕方ないとも思う。

「正直、スケールが大きすぎて……。リンダは、とっても半信半疑なのです。とはいえ、竜車の中でも兄さんの噂うわさで持ちきりでしたし……全部、本当のことなんですね？」

「ああ、そうだ。すぐに信じられないのは、仕方ないさ。俺だって、リンダの立場だったら笑い飛ばしていたかもしれない」

「なんだか、兄さんがとても遠くに行ってしまった気がします。リンダは、とっても心配なのです」

「なにをいっているんだ？　どんなに環境が変わったとしても、俺とリンダは兄妹じゃないか。アルバ村で一緒だった頃みたいに、頼ってくれていいんだぞ？」

「ありがとう、兄さん」

　リンダはようやく笑顔を取り戻すと、スプーンを手に取った。そして、クリームシチューをすくって口に運ぶ。

「ん…………おいしいですっ！」

　リンダは目をまん丸にして驚いている。

「シチューはリンダの大好物だろ？　きっと喜ぶと思ったんだ」

「覚えててくれたんですね、兄さん……！」

　リンダはうるうると瞳を潤ませている。

　そんな兄妹のやり取りを眺めつつ、エーコはちょっとした違和感を覚えた。

　今のアッシュは、エーコには見せたことのない笑顔を浮かべているのだ。

　もしかしたら、それが「兄」の顔なのかもしれない。残念ながら、兄弟姉妹のいないエーコには、よく解わからない感覚だった。

　──やっぱり、あたしは一緒じゃないほうが良かったのかしら……。

　エーコが悶もん々もんとしている間にも、アッシュとリンダは雑談を始めている。

　故郷のアルバ村について。女手ひとつで自分たちを育ててくれた母について。村長をはじめとする、村人たちについて。

　悔しいけれど、エーコにとっては耳慣れない話ばかりで、会話に入りこめない。

　その瞬間、エーコは背中に冷たいものを覚えて、ぞくりとした。

　──えっ……!?

　その原因がリンダであることに、エーコはすぐさま気づいた。

「……………………」

　アッシュの話に耳を傾けながらも、リンダはエーコをじっと見つめていたのだ。その強烈な視線が、エーコの本能的な危機感を煽あおったのだろう。

　──なんのつもり……？

　戸惑うエーコ。

　もっとも、互いの目が合ったのは一瞬にすぎなかった。

　リンダは何事もなかったかのように、兄の話にニコニコと相づちを打っている。エーコはリンダの真意がつかめずに、目の前のデザートに手を伸ばす気になれない。

「あの、エーコさん？」

　と、リンダが急に大人びた笑みをこぼして、身を乗りだしてきた。

「な、なにかしら!?」

「エーコさんのおかげで、今の兄さんがあるのですね。これからもパルとして、兄さんを護まもってあげてくれますか？」

　エーコに手をさしのべてくるリンダ。

「そ、それはもう……当然のことよ」

　やや気け圧おされながらも、エーコはリンダの手を握り返す。

「……っ！」

　その途端、エーコはブルッと身震いした。

「どうしたんだ、エーコ？」

　と、アッシュが怪け訝げんそうにたずねてくる。

「なっ、なんでもないわよ。握手って、なんだか照れ臭いわね……」

　その場を取り繕いながら、エーコはリンダの手を離した。

　──今、なんだか……とてつもない敵意を感じた気がしたんだけど。それに……「パルとして」って言葉を、やたらと強調されたような……。

　リンダがなにを考えているのか、エーコにはさっぱり見えてこない。

　──アッシュの妹、リンダ・ブレイク。

　表面的には利発そうに見えるし、礼儀正しい。

　悔しいが、自分よりもずっと大人びて見えるのも事実だ。

　だが、なにかが釈然としない。なんとなく、エーコはリンダの微笑に仮面じみた印象を覚えてしまうのだった。

　──兄妹って、本当に解わからないわ……。

　エーコは内心で、深い溜ため息いきを漏らす。

　昼食の味は、ほとんど思いだせなかった。





　　　　◇






　店を出たあと、アッシュとエーコはリンダの入学手続きをすませるため、騎竜学院の教務課に足を運んだ。

　窓口の手前には、学院都市を訪れたばかりの新入生がずらりと並んでいる。しばらくは待たされそうな様子だった。

「俺も一緒に並ぼうか？」

　アッシュが訊たずねると、

「ふう……リンダは、とっても心外なのです」

　予想外の返事が返ってきた。

「兄さん？　リンダも子どもじゃないんですから、ひとりで並んで、手続きくらいちゃんとすませてみせます」

　どうやら子ども扱いされたのが気に入らないようだ。難しい年頃になったのかもしれないな……と、アッシュは苦笑した。

「じゃあ、俺とエーコはロビーで待ってるから」

　列の最後尾に並んだリンダを見送ると、アッシュはエーコとともにロビーに向かった。空いたソファに腰を落ちつけ、リンダが戻ってくるのを待つ。

「……………………」

　ふと、アッシュは気づいた。

　先ほどから、エーコがじっと黙りこんでいるのだ。

　──そういえば。

　昼食の間、アッシュはリンダとの昔話に花を咲かせてしまった。その結果、エーコをないがしろにしてしまったのではないだろうか。今さらながら、アッシュはその事実に思い至った。

「ごめんな、エーコ。退屈させちまったか？」

　アッシュは頭を搔かきながら、エーコに声をかける。

「べっ、別に……構わないわよ。久しぶりに会った家族なんだし、あたしのことは気にしなくてもいいわ。むしろ強引についてきたあたしのほうが、無神経だったのかも……」

　エーコはぼそぼそと、今にも消え入りそうな声でつぶやいた。

「なんだ、そんなことを気にしてたのか。エーコらしくないぞ？」

「失礼ね！　あたしだって、そのくらいは気にするわよっ！」

　ぷいっとそっぽを向いてしまうエーコ。ようやく、いつもの元気なエーコが戻ってきたような気分だった。

「ごめんごめん。この埋め合わせは、必ずするからさ」

　アッシュは苦笑すると、エーコの頭に手を置いた。そして、ふわふわの髪を優しく撫なでる。

「む～……」

　エーコはくすぐったそうに首を引っこめた。その横顔は、今ではほんのりと赤く染まっている。照れているのだろう。

　どうやら機嫌を直してくれたようだと解わかり、アッシュはホッと一安心。

　そのときだった。

「兄さん、大変です！」

　リンダが息せき切って、駆け戻ってきたのである。




　リンダの説明を要約すると──。

　女子寮メイヴ舎の一部では、先日から内装工事が始まっていた。新一年生の入寮にそなえての措置である。

　ところが業者のほうに見こみ違いがあって、まだ工事がすんでいない部屋が数室、残っているのだという。

「もしかして、お前が入る予定だった部屋というのが……？」

　アッシュの言葉に、リンダはうなずいた。

「はい、まだ工事中だといわれました。工事そのものは、あと数日で終わるそうですけど……まあ、文句をいっても仕方ありませんし、宿泊先を確保する必要がありますね」

　リンダは特に動揺した様子もなく、冷静に事態を分析している。

「そうか。どうしたものかな……」

　アッシュは腕組みをした。

　とりあえず、真っ先に思い浮かんだ候補はふたつ。

　ひとつ目は、女子寮エポナ舎の最上階──シルヴィアの王室専用ルームである。シルヴィアもアッシュの妹と聞けば、ふたつ返事で了承してくれるだろう。

　ふたつ目は、魔導艦エスカヴァロンである。アッシュたちが学院に戻ったことで、空き部屋には事欠かない。最近では、ミラベルの根城と化した感がある。

　どちらも問題はなさそうだと、アッシュは思った。前者にはコゼットが、後者にはユニスがいるので、生活面でも安心できるだろう。

　どちらを選ぶかは、リンダに任せればいいか──アッシュがそう思った矢先だった。

　リンダが突然、予想外の申し出を口にしたのである。

「兄さんの部屋に泊めてもらえますか？」

「えっ!?　俺の？」

「なにを驚いているのです？　昔はいつも一緒に寝ていましたし、兄妹が同じ部屋で暮らすのは、自然なことではないですか？」

「まあ、それはそうだけど……とりあえず、男子寮に女の子を泊めるわけだから、許可をもらう必要はあるな」

「じゃあ、もらってきますね」

　リンダは早速、教務課の窓口へと引き返したのだった。





　　　　◇






　アッシュの予想以上に、学院側の許可はあっさりと下りた。兄妹という関係がはっきりしているので、なんら問題はないと判断されたのだろう。

　それから数刻後、アッシュたちは新生アポロ舎に到着した。幸い、廊下や階段で誰かに見み咎とがめられることもなく、三階の自室にたどり着く。

「ここが俺の部屋だ」

「ここが兄さんの……思っていたより、綺き麗れいですね」

　感心した風につぶやくと、リンダは手荷物を足もとに置いた。

「まあ、新築だからな。お茶でも飲むか？」

　あいにく返答はなかった。リンダは背後を振り返ると、戸口にたたずんでいたエーコを眺めやったのである。

「ところで、エーコさん？　まだ竜舎に帰らなくてもいいのですか？」

「ちょっ、なんでそうなるのよ!?　ここはあたしの部屋でもあるんだからねっ！」

　リンダに対しては遠慮がちに振る舞っていたエーコだが、ついに怒声を飛ばした。

「えっ!?　ちょっと待ってください！」

　リンダは深刻そうな表情を浮かべると、アッシュに胡乱うろんげな視線を向けてくる。

「あのう、兄さん？　もしかして、この部屋で……エーコさんと一緒に暮らしているのですか？」

　表情は穏やかだし、口もとには微笑すら浮かべている。

　だが、その目はこれっぽっちも笑ってはいない。その視線は刺とげ々とげしくて、アッシュの肌をチクチクと突き刺してくるのだ。

　アッシュはそんな妹から、奇妙な迫力を覚えた。

　幼い頃、激しく自己主張を繰り返しては、だだをこねていたリンダ──その面影が、突如として甦よみがえったかのようだった。

「ああ……そうだ。確かにエーコは竜族だけど、見ての通り、普段は人間の女の子と大差ない。いくらなんでも竜舎に住まわせるのは間違ってるだろ？　だから、俺がこの部屋で面倒を見ているんだ」

「厳密には、あたしのほうがアッシュの飼い主なんだけどね！」

　腕組みをして、得意げに胸を反らすエーコ。

「はは……久しぶりに聞いたな、その台詞せりふ」

　アッシュが苦笑を浮かべた、まさにそのときだった。

「そんなの駄目です────────────────────────────っ！」

　ずっと落ち着きはらっていたリンダが、突如として爆発したのである。

　リンダの剣けん幕まくに、アッシュもエーコも思わず後ずさってしまう。

「兄さんは破廉恥です！　騎士の風上にも置けない人です！　大体、なんですかこの部屋はっ!?　どう見てもベッドはひとつしかありませんし、まさか……同じベッドで寝ているんですか？」

「まあ、そうだが……」

「なんですって!?」

　今ではもう、リンダは顔を真っ赤にして、ぷるぷると全身を震わせている。

「いや待て！　変な想像はするなよ!?　なにもやましいことはしていないからな？」

「本当に？」

　リンダは半眼のまま、アッシュに向けて重たげな一歩を踏みだす。

「聖女ロサ・マリアに誓って、エーコさんに指一本触れていないと断言できますか？」

「いや、指一本とまでは……」

　噓うそのつけないアッシュは、つい口ごもってしまった。

　エーコも照れ臭そうにうつむいて、耳まで真っ赤に染めている。

　そんなアッシュとエーコを交互に見やると、リンダは胸の前で両の拳を握りしめた。

「もうっ、信じられません！　そもそも、今の兄さんは有名人なのでしょう？　騎士国や王国を救った英雄で、しかも生徒会長！　これまではエーコさんとの共同生活について、誰も問題視はしていなかったかもしれません。ですが、これからは意識を変える必要があるのではないでしょうか!?」

「そっ、それは、まあ……」

「とりあえず、兄さんには学院生として、エーコさんには兄さんのパルとして、規律正しい生活をしてもらいます！　このタイミングでリンダがアンサリヴァンに来たのは、むしろ幸運でした。今日からしっかり、監視しますからねっ！」

　ビシッと指をつきつけてくるリンダを前に、アッシュとエーコはぽかんとして、顔を見合わせるのだった。





"Linda Blake ～A.S.B.1366.03～" is closed.








間話　リンダの〈星刻〉









　──アッシュの妹だっていうから、仲良くなれたらいいなと思っていたのに……ほんと災難だわ。

　その夜。エーコはリンダの寝顔をぼんやりと眺めつつ、そんなことを思った。

　時刻は既すでに、十一時半を過ぎている。

　普段のエーコなら、とっくに熟睡している時間帯だった。

「すぅ、すぅ……」

　ところが、同じベッドでリンダが寝ているせいで、どうにも落ち着かないのだ。長旅の疲れが溜たまっていたのだろう、リンダのほうは早々と寝入ったのだった。

　ちなみに、アッシュは以前のように、床にこしらえた寝床で横になっている。エーコの気も知らず、穏やかな寝息をたてていた。

　普段のエーコなら、自分の気に食わないことがあればしっかりと主張する。が、リンダが相手だと、どうしても調子が狂ってしまうのだ。やはりアッシュの妹だと思うと、遠慮が生じてしまうのだった。

「う～……むにゃむにゃ……」

　と、突然──リンダがエーコにしがみついてきた。

「はわっ!?」

　驚いたエーコは、あわやベッドから転がり落ちそうになった。

「なんなのよ、もう……」

　そこまでつぶやいて、エーコは眉根を寄せた。

「……？」

　悲しい夢でも見ているのだろうか。

　リンダは、ぽろぽろと涙をこぼしていたのである。

「……リンダはね、お兄ちゃんのお嫁さんになるの。絶対……だよ……」

　桜色の唇から漏れたのは、そんな言葉だった。

「お嫁さんですって!?」

　エーコはびっくりした。

　昼間、アッシュから聞いた言葉を脳裏で反はん芻すうしてみる。




　──小さな女の子が、父親や兄貴のお嫁さんになりたいって口にするのは、別に珍しいことじゃない。もしかしたら、通過儀礼みたいなものかもしれないな。

　──ある程度成長したら、そんな夢はすっかり忘れてしまう。きっとリンダだって、今ではけろりと忘れているはずさ。




　エーコは唇をぶるぶると震わせた。

　アッシュの言葉が正しいなら、リンダはとっくに兄を「卒業」しているはずである。

　だが、改めて思い返してみると、アッシュがエーコと一緒に暮らしていると聞いたときのリンダは、少々……いや、かなり常軌を逸していた気がする。

　そんなエーコの憶測を裏打ちするかのように、リンダはさらなる寝言を漏らした。

「お兄ちゃんのためなら……リンダね、どんなことだってできるもん……」

　蚊の鳴くような、哀切を帯びた声だった。

「お兄ちゃん……嫌だよ……。リンダを置いてかないで……リンダをひとりにしないで……リンダはね、お兄ちゃんが一緒じゃないと、生きていけないの……」

　その瞬間、リンダが無造作に動いた。

　エーコの胸もとに、顔をうずめてきたのである。

　まるで、エーコをアッシュに見立てているかのようだった。

　やがて安心したのか、リンダの寝顔は穏やかになって──悲しげな寝言も途切れた。

「……もしかして、これがリンダの本性なのかしら？」

　エーコはぼそりとつぶやくと、そこはかとなく危機感を覚えた。

　リンダの大人びた態度が、すべて仮面だとしたら？

　今の寝言こそが、リンダの本性を表しているのだとしたら？

　実の妹だからこそ、リンダは要注意人物なのではないだろうか。

　エーコが戦々恐々としていたら、ふいにリンダが寝返りを打った。

　その拍子、寝間着がぺろんとまくれ上がって、可愛かわいいへそが剝むきだしとなる。

　だが、エーコの目を奪ったのは、決してへそではなかった。

「これは……！」

　リンダの腹部から下腹部にかけて、エーコが見たこともない紋章が刻まれていたのだ。

　アッシュの左腕とも張り合えるような、規格外の〈星刻〉である。一般的な〈星刻〉とは根本的に違っていた。

　少なくとも、アヴァロンやネハレンニアの家紋とは、趣が違うようでもある。一体、リンダはマザー・ドラゴンからいかなる幼生を託されたのだろう？

　あいにく、それをマザーに訊たずねることは──もうできない。

「どういうことなの……？」





"Secret of Linda ～A.S.B.1366.03～" is closed.








第四話　白羊宮アリエスの艦上パーティー









　──白羊宮アリエスの月、第三日。

　ちょうど入学シーズンということもあり、アンサリヴァンの市街区は大いに賑にぎわっている。その熱気は、学院の敷地内にも届いていた。

　午後になると、シルヴィアはジュリアス館の一室で書類整理を始めた。

　生真面目なシルヴィアは、残り少ない春休みを満喫することよりも、生徒会副会長としての職務を優先させたのである。

　始業式まであと五日。生徒会に回ってくる書類も、増える一方なのだが──。

「まったく、他の役員はどうして顔を出さんのだ？」

　シルヴィアは顔をしかめると、室内をぐるりと見回した。

　席に着いているのは、シルヴィアだけである。がらんとして、なんだか物寂しい。

「まあまあ。あくまでも、今は春休み中ですし」

　と、コゼットが紅茶を運んできた。世界最高の茶葉、ケイロン産のエル・グロリアーナの香りが、空虚な部屋にふんわりと漂う。

「ありがとう、コゼット」

　シルヴィアはペンを置くと、紅茶を味わう。ホッと落ち着いたのも束つかの間ま、再び不満がこみ上げてきた。

「しかしだな、コゼット。たとえ春休み中とはいえ、招集がかからぬ限り顔を出さんというのは、いささか残念ではないか？」

「大丈夫ですわ、姫様。新学期が始まれば、きっと毎日のように顔を合わせることになります。大好きなアッシュ様とも、思う存分チュッチュできますわ」

「ぶほっ！」

　シルヴィアは驚きのあまり、紅茶を噴きだした。

　大事な書類に紅茶の染みが浮かんでしまうが、今はそれどころではない。コゼットの言葉が、あまりに聞き捨てならなかったからだ。

「なっ、なにがチュッチュだ!?　このシルヴィア・ロートレアモンが、そのような煩悩を抱いているとでもいうのか……！」

　ハンカチで口もとを拭ぬぐいつつ、反論するシルヴィア。自分でもびっくりするほど、心臓がドキドキと暴れていた。

「あらあら、姫様ったら。お顔が真っ赤ですわ」

「お前のせいだろうが！」

「そういえば──」

　シルヴィアの訴えなどどこ吹く風とばかりに、コゼットはポンと手を叩たたいた。

「なんでも、アッシュ様の妹さんがご入学されるそうですね」

「露骨に話を逸そらすんじゃ──アッシュの妹だと!?」

　シルヴィアは思わず、ガタッと立ち上がった。

「はい。真面目なアッシュ様が、今日も生徒会活動から遠ざかっておられるのは、妹さんのことがあるからではないでしょうか。アッシュ様の性格を思えば、妹さんを放っておけるとは思えませんし」

「なるほどな。そういう事情があるのなら、仕方あるまい……。それにしても、アッシュの妹か……ううむ」

「うふふ。気になりますか？」

「そ、それはまあ……多少はな」

「将来、姫様の妹になる可能性もございますしね」

「ふわわっ!?　お前はなにをいっているのだ！」

　シルヴィアは全身を火照らせた。

「うふふ。姫様は末っ子ですから、『お姉さま』と呼ばれるのは初めてですわね」

「むっ。お姉さま……か。たっ、確かに悪くない響きだが……いやいや、まだそんな風に呼ばれると決まったわけでもあるまいし！　あんまり人をからかうな！」

「お可愛かわいらしいですわ、姫様」

　ころころと笑うコゼットを小憎らしく思ったが、シルヴィアは大人しく椅子に座り直した。実は、どうしてもコゼットに相談したいことがあったからだ。

「……ところで、コゼット？」

　シルヴィアは上目遣いでコゼットを見た。

「なんでしょう、姫様？」

「今日は確か、白羊宮アリエスの三日だったと思うのだが……」

「ええ、そうですわ」

「ほら、去年の夏休みに、お前が調査してくれただろう？　私とアッシュの過去について……」

　コゼットはしばらく思案している様子だったが、ようやく思い出したのか、にっこりと笑ってみせた。

「うふふ。そんなこともありましたわね。姫様がお受けになった〈オーファンの儀〉について、いろいろと調べさせていただきました」

「ああ。お前のおかげで、私の恩人がアッシュだったという事実が判明したわけだが、実はもうひとつ、明らかになったことがある」

　そこまで語ると、コゼットもようやくシルヴィアの意図に気づいたようだ。

「うふふ。姫様ったら純情ですわね。ご自分が恋い焦がれる殿方の誕生日を、ちゃんと覚えていらっしゃるなんて」

　コゼットは口もとを手で覆い、笑いをこらえている。

　シルヴィアとしては面白くない状況だったが、背に腹は代えられないので、ここは我慢することにした。

「そ、その……ひとつ相談に乗ってくれないか？　できれば、アッシュになにかプレゼントをしたいと思っているのだが、なにを贈れば喜んでもらえるのか……。同級生の男子の好みなど、私にはまったく解わからないし……」

「それでは、まずは商店街に参りましょう。不肖コゼット、真面目にお手伝いさせていただきますわ」

　シルヴィアは救世主にでも出会ったような気分で、コゼットの手を握りしめた。

「任せたぞ、コゼット。今はお前だけが頼りなのだ！」





　　　　◇






　そして夕刻。

「ふう……」

　シルヴィアはふらふらになりながら、男子寮アポロ舎にたどり着いた。商店街のあちこちを回っている間に、精神力を使い果たしてしまったのだ。

　リボンのついた小箱を見下ろしつつ、シルヴィアは不安げにつぶやいた。

「……なあ、コゼット。本当に、これで良かったのだろうか？」

　シルヴィアが最終的に選んだのは、ネクタイピンだった。

　ドラゴンの頭部をモチーフにした銀製品で、これならきっとアッシュに似合うと思ったのだ。彫金職人に頼んで、アッシュの頭文字も彫ってもらった。

「うふふ、大丈夫ですわ。問題なのは、なにを贈るかではありません。姫様がプレゼントにどんな想おもいをこめたのか、それこそが重要なのです。アッシュ様ならきっと、姫様のお気持ちを解ってくださいますわ」

「そうか……」

　コゼットの言葉に、シルヴィアは救われた気がした。

　シルヴィアはアポロ舎の玄関口に足を踏み入れると、寮監の許可を得て、アッシュの部屋に向かった。

　廊下ですれ違った男子生徒たちは、誰もがシルヴィアを見るなりギョッとして、壁際に移動する。そして、恭うやうやしく一礼するのだった。

「一年前までは、私とアッシュの間にも、あれくらいの壁があったのだな……」

　シルヴィアは切ない気持ちでつぶやくと、目的の部屋の前に到着した。

　緊張のあまりぷるぷると震える手で、扉をノックする。

『はぁい、ただいま──』

　扉ごしに聞こえてきたのは、可か憐れんな声だった。

「むっ!?」

　シルヴィアは眉をひそめる。少なくともエーコの声ではなかった。エーコ以外の女がアッシュの部屋にいるとは、どういうことだろう？

　シルヴィアが思考停止に陥っている間にも、扉がかちゃりと開いた。

「お待たせしました。えっと……？」

　シルヴィアはハッと息を吞のんだ。

　ツインテールの少女が、シルヴィアを不思議そうに見つめているのだ。

　ひと目見て、可愛かわいらしいと思った。

　年の頃は十二歳前後。基礎過程ユニオスの生徒だろうか。

　少女はエプロンを身に着けて、お玉たま杓じやく子しを手にしている。料理中だったらしい。

　その瞬間、シルヴィアの脳裏に浮かんだのは「幼おさな妻づま」という言葉だった。

　──こ、これは一体……!?

　シルヴィアは混乱した。アッシュの部屋に下級生の少女が居座り、料理をつくっている。しかも部屋の奥からは、香辛料の匂いまでが漂ってくるのだ。















　──ことん。

　シルヴィアは呆ぼう然ぜんとして、手にしていたプレゼントを落としてしまった。

　今日、自分はあんなにも一生懸命になって、アッシュへの誕生日プレゼントを選んでいたというのに。当のアッシュときたら、自分よりもずっと年下の女の子を部屋に引き入れて、しかも料理までつくらせていた……！

　シルヴィアは悔し涙をにじませると、一目散に駆けだした。

「アッシュの……愚か者ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」





　　　　◇






「いい湯だったなあ」

　アッシュは全身からほかほかと湯気をたてながら、自室に戻った。

　新生アポロ舎の共同浴場には、最新設備が導入されている。快適なあまり、ついつい長湯をしたのだった。

　アッシュがなにげなく扉を開いた直後、

　──ぱぁん！

　耳をつんざくような音がして、アッシュは「うわっ！」と驚いた。

「お誕生日おめでとうございます、兄さん！」

　クラッカーを手にしたリンダが、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべている。

「誕生日？」

　アッシュはきょとんとしたが、ようやく思い至った。

　そう、いわれて初めて気づいたのだが、今日はアッシュの誕生日なのである。

「さ、早く入ってください」

　リンダに手を引かれ、アッシュは部屋に足を踏み入れる。

「これは……！」

　アッシュが湯に浸つかっていた間に、室内の光景は一変していた。

　あちこちに花が飾られて、「十七歳のお誕生日おめでとう！」と書かれた垂れ幕までが張られている。

　ちょっとしたパーティー会場だった。即席でこしらえたテーブルには、ケーキやパーティー料理が並んでいる。

　アッシュと離れていた間に、リンダは料理の腕を上げたようだ。

「んしょ、んしょ……」

　と、壁際から可愛かわいらしい声が聞こえた。

　アッシュが戻ってきたことにも気づかず、エーコが飾り付けを頑張っているのだ。懸命に背伸びをして、花飾りを壁に貼り付けようとしていた。

　アッシュは微笑ほほえむと、エーコの頭にポンと手を置いた。

「はわっ!?」

　エーコはビクッと肩を震わせると、花飾りを落としてしまう。

「もう、驚かさないでよ！」

「ははっ、ごめんごめん」

　アッシュは花飾りを拾うと、エーコが貼り付けようとしていた位置にぺたりと貼ってやった。

「まさかエーコとリンダが結託してたなんてなあ……驚かされたよ」

「あっ、あたしは別に、乗り気じゃなかったのよ!?」

　エーコは頰ほおをぷっくりとふくらませると、腕組みをしてそっぽを向いた。

「竜族には誕生日を祝う風習なんてないんだし、そもそもあんたの誕生日がいつなのかも知らなかったわけだし。でも、リンダがどうしてもあんたの誕生日を祝ってあげたいっていうから……。まあ、一応おめでとうといっておくわ」

「相変わらず、素直じゃないなあ」

　アッシュが苦笑すると、エーコはきりきりと眉を吊つり上あげた。てっきり怒声が飛んでくるのかと思ったのだが、そんな予想は良い意味で裏切られた。

「……これ、あたしからのプレゼントよ」

　エーコは懐からピンク色の結晶体を取りだすと、アッシュに手渡したのである。

「竜綺華晶じゃないか！　しかもピンク色ってことは……聖星石ウラノス!?　俺のために、わざわざ生みだしてくれたのか？」

　アッシュは小石くらいの大きさの結晶を、まじまじと見つめた。

　ずっと眺めていても飽きないくらい、限りなく透明な結晶だった。まるで職人がカットした宝石のように、きらきらと七色の輝きを放っている。ほんのりと温かくて、エーコの体温を感じた気がした。

「そっ、そうよ！　大切にしなさいよね！」

「もちろんだよ。ありがとうな、エーコ。でも、これだけ立派な結晶をつくるのは、かなり大変だったんじゃないか？」

「昨日、ルッカにこっそりお願いして……協力してもらったのよ」

　頰を赤らめるエーコ。今にも頭から湯気をたてそうな様子である。

「ちょっと待て。ルッカが手伝ったということは……！」

　アッシュは顔を熱くした。

　ルッカの手ほどきを受けたエーコが、初めて聖星石ウラノスを分泌したときのことを、まざまざと思い出したのだ。

「なっ、なにを想像してるのよっ！　踏みつぶすわよ!?」

　エーコが片足を振り上げたので、アッシュは逃げ腰になってしまう。

「あのう、兄さん？」

　と、ちょうどリンダがふたりの間に割って入った。絶妙なタイミングである。

「リンダからのプレゼントは、このバースデイ・ケーキです。できればエーコさんみたいに、後々まで残るプレゼントを贈りたかったんですけど……まだアンサリヴァンに引っ越してきたばかりで、あんまり余裕がなくて」

「いやいや、嬉うれしいぞ。ありがとう、リンダ」

　リンダの頭を撫なでるアッシュ。

　その場でじっとして、アッシュの撫でるがままに任せているリンダの様子は、七歳当時となんら変わりはなかった。

「──あら。楽しそうね」

　と、色っぽい声が降って湧いたかと思うと、室内の一角がまばゆい光に包まれて、ナヴィーが降臨した。ふわりと着地すると、ベッドのふちに悠然と腰を下ろす。そして、ゆっくりと足を組んだ。今夜の誕生会に合わせたのか、優雅なドレス姿である。

「きゃあっ！　だっ、誰なのですっ？　一体どこから現れて……!?」

　びっくりしたリンダは、アッシュの腕にしがみついた。

「大丈夫だよ、リンダ。紹介するのが遅れたけど、ナヴィーも俺たちの仲間なんだ」

「仲間ですか？」

　リンダはやや安心した様子だったが、まだアッシュの背後に隠れている。

「ねぇ、アッシュ？」

　と、ナヴィーは小悪魔のように微笑ほほえんで、アッシュに手を差しのべてきた。

「わたしからのプレゼントも、受け取ってもらえるかしら？」

「も、もちろんさ」

　濃密な甘さを感じさせる匂いがムンと立ち上り、アッシュは思わずドキッとする。

「じゃあ、受け取って……」

　ナヴィーはアッシュの首に手を回すと、さりげなく引き寄せた。

「おわっ!?」

　アッシュの視界一杯に豊満な乳房が飛びこんでくる。

　次の瞬間には、深い谷間に顔面を押しつけられていた。「むぎゅ～」という音が聞こえてきそうな感触である。

　その柔らかさと温かさ、そして濃密な甘さを感じさせる香りに、アッシュは今にも昇天しそうになった。が、次第に息苦しさを覚えてくる。極上の柔らかさを誇る乳房は、アッシュの鼻孔と唇をぴたりとふさいでしまっていた。

「ぶはっ！」

　あわや窒息寸前、アッシュはかろうじてナヴィーの胸もとから逃れた。全力で酸素を肺に取りこむ。

「はぁ……死ぬかと思った。もしかして、今のがナヴィーのプレゼント!?」

「あら、もう満足しちゃったの？　あなたが望むなら、わたしのすべてをプレゼントしてあげるつもりなのに」

「……っ！」

　あまりの魅惑に、アッシュはぞくりと身体を震わせた。

　今夜のナヴィーは、普段に増して色っぽい気がする。

「ねぇ、アッシュ？　あんまりデレデレしていたら……踏みつぶすわよ？」

「兄さん？　こちらの女性とは一体、どのような関係なのでしょう？　リンダは、今すぐ説明を求めます」

　エーコとリンダの刺とげ々とげしい視線を肌に感じて、アッシュはようやく我に返った。

「とっ、とりあえず、祝ってもらう立場の俺がいうのも変だけど、パーティーを始めないか？　せっかくの料理が冷めてしまったら、元も子もないだろう？」

　アッシュは率先して席に着いた。















「むっ、仕方ないわね……」

「不本意ではありますが、兄さんの言葉は理に適かなっています……」

　不承不承ながらも、エーコとリンダも従う。

「せっかくだから、わたしも同席させてもらうわ」

　ナヴィーはベッドが気に入ったようで、そこに腰を落ち着けた。

　かくして、四人だけのささやかなパーティーが始まる──。




「……それにしても、今日がアッシュの誕生日だったなんてね。リンダが教えてくれなかったら、スルーしていたところだったわ。ナヴィーだって教えてくれないし」

　エーコはチキンの香草焼きをもぐもぐと食べながら、ナヴィーを横目で睨にらんだ。

「あら。わたしはあくまでも竜種の記憶ドラグワース──あなたやアッシュが求めてこない限り、こちらから情報を開示したりはしないわ」

「だったら、その無駄に大きなおっぱいも開示しないでくれる？」

　エーコはナヴィーの胸もとを睨んだ。見るからに柔らかそうな乳房の谷間が、襟もとから覗のぞいている。

「ふふっ。それとこれとは話が別よ」

　ナヴィーはベッドに悠然と腰かけたまま、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　そんなナヴィーに気を利かせ、リンダがケーキを載せた皿を持っていく。

「あの……ナヴィーさんも、遠慮なさらずにどうぞ」

「ふふ。別に遠慮しているわけじゃないのよ？　わたしに食事は必要ないから──でも、せっかくだからいただくわね」

　ナヴィーは素直に皿とフォークを受け取った。

　リンダがまじまじと見つめる中、ナヴィーは最初の一口を味わう。

「あら」

　その途端、あのナヴィーにしては珍しく、目を丸くした。

「味覚を通じて伝わってくる情報が、とても快感だわ。これが〝おいしい〟ってことなのかしら？」

　どうやらナヴィーは本気で不思議がっているようだ。そんなナヴィーの様子を見て、アッシュは微笑ましい気持ちになった。

「良かったな。リンダが焼いたケーキ、ナヴィーも気に入ってくれたみたいだぞ」

「そうですか。良かった……」

　リンダはぎこちなくうなずいた。ナヴィーという存在について、まだ完全には理解できていないのだろう。これから少しずつ、打ち解けてくれればいいと思う。

「……で、なんであんたは誕生日について黙っていたのよ？」

　と、エーコが不満げな視線をよこしてきたので、アッシュは苦笑した。

「いやいや、別に隠していたわけじゃないぞ？　普段は誕生日なんて意識しないし、話題にしたこともなかったからな」

　事実、リンダがこのパーティーを開いてくれなかったら、アッシュも自分の誕生日をスルーしていただろう。

「ふぅん」

　ところが、エーコはなおも疑うたぐり深ぶかい眼まな差ざしを突きつけてきた。そして、アッシュの予期せぬ不意打ちを食らわしてきたのである。

「そのくせ、シルヴィアはちゃんと知っていたみたいだけど？」

「ごほっ！」

　アッシュは思わず、マッシュポテトを喉に詰まらせた。激しく咽むせてしまう。

「大丈夫ですか、兄さん!?」

　リンダが慌てて背中をさすってくれる。しばらくすると、ようやくアッシュは人心地がついた。

「あの、兄さん？　ちょっと待っていてくださいね」

　と、リンダはいったん席を立つと、戸棚のほうに向かった。やがて、再びテーブルに戻ってきたときには、リボンのかけられた小箱を手にしていた。

「これなんですけど……兄さんがお風呂に入っている間に、シルヴィア王女殿下がお持ちになったプレゼントなのです」

「えっ!?　姫様が来てくれたのか？」

「はい。リンダが応対したのですが……まずかったかもしれません。エプロン姿のリンダを見た途端、『アッシュの愚か者ぉおおおおおっ！』と叫びながら、帰ってしまわれたんです。なにか誤解させてしまったみたいで……」

　それがどんな誤解なのかは、想像するまでもなかった。

「今度会ったら、姫様にもちゃんとリンダを紹介しないとな……。でも、リンダのほうは相手が姫様だって、すぐに解わかったのか？」

「いえ。お姫様が駆け去ったあと、コゼットと名のるメイドさんがどこからともなく現れまして……おかげで事情が判明したのです」

「なるほどなあ。だったら、コゼットさんには自己紹介したんだよな？」

「もちろんです」

　リンダの答えを聞いて、アッシュは安心した。今頃はコゼットの説明を受け、シルヴィアの誤解も解けていることだろう。

「ところで、兄さん？」

　アッシュが安あん堵どの溜ため息いきを漏らしたのも束つかの間ま、リンダがグッと身を乗りだしてきた。なぜだか半眼になっている。

「シルヴィア殿下が、リンダを兄さんの恋人だと勘違いしたのは仕方ないとして──どうして泣きながら逃げ帰る必要があるのでしょう？」

「えっと、それはだな！」

　アッシュは頰ほおを引きつらせた。

　リンダが怪け訝げんに思うのも当然だろう。シルヴィアがただの友人であれば、アッシュの部屋からエーコ以外の女の子が出てきたとしても、別に動揺する必要はないのである。

「……まさかとは思いますが、ロートレアモン騎士王家のお姫様と、怪しい関係を持ってしまったとか？」

「いやいや、滅相もないぞ！」

　アッシュは慌てて否定したのだが、

「なにが滅相もないよ？　あたしの目の前で、キスまでしたくせに」

　口を挟んできたのは、エーコである。呆あきれている様子だった。

「こらこら！　妹の前でなんてことを……！」

　アッシュは慌ててエーコの口をふさごうとしたが、後の祭りだった。

「ふぅ……リンダは、とっても疑問なのです」

　まるで自分自身を落ち着かせるように、リンダはぼそりとつぶやいた。

「とりあえず、パーティーの前に……兄さんとシルヴィア殿下がどこまで進んでいるのか、その口から白状してもらいましょうか？　ね、エーコさん？」

「そうね。それはあたしも聞きたいわ」

「こらこら！　お前ら、いつの間に協定を!?　ナヴィーもなんとかいってくれないか？」

　窮きゅう地ちに追いこまれたアッシュは、ナヴィーに助け船を求めたのだが、

「ふふっ。なんなら、わたしの口からアッシュの人間関係をすべて説明してもいいのだけれど？」

　どうやら人選を誤ったようだ。普段のナヴィーは遣けん竜りゆう工こう房ぼうに引きこもっているのだが、その気になれば、いつでも下界の様子を覗のぞき見みることができるのだ。

「おいおい、俺にプライバシーはないのか……!?」

　アッシュが頭を抱える一方で、リンダは早速、ナヴィーにペンと紙を突きつけている。人物相関図を書かせたがっているようだ。

「頼むから、もっと普通に楽しいことをしよう！　な？」

　アッシュの懇願も虚むなしく、厳しい尋問はまだまだ続いていく──。





　　　　◇






　──白羊宮アリエスの月、第五日。

　リンダの面倒を見ていたせいで、ずっと生徒会活動を疎おろそかにしていたアッシュは、昼食もそこそこにジュリアス館を目指した。

　まだ冬の名残が残っているものの、いよいよ春めいてきた校庭を歩く。柔らかな陽ひ射ざしが、真新しいネクタイピンをきらりと輝かせた。

　もうすぐ新学期。

　校庭では、多くの学生たちが行き来している。

　小柄な身体に、やや大きめの制服を着用している生徒は、きっと新入生だろう。ひと目見るだけで、すぐさま判別できた。自分も入学当時はあんな風だったのだろうか……と、アッシュは感かん慨がいにふけってしまう。

　と、多くの生徒がアッシュの姿に気づくなり、

「こんにちは、新生徒会長！」

「お疲れさまです！　俺もいつかアヴァロン聖竜皇騎士団に入りたいです！」

「きゃああああああああっ！　アッシュ様ぁああああっ！」

　いろいろな反応を見せた。三人目はまるでジェシカのような黄色い声だが、見ず知らずの女生徒である。

「はは……」

　アッシュは慣れない気分で笑顔を返すと、まっすぐ歩き続ける。

　何年も相パ棒ルに恵まれず、学院一の問題児として名を馳はせていた自分が、今では生徒一同から敬意を払われている。正直、背中がこそばゆい気持ちだった。

　やがて人通りが途絶えた頃、独り言が自然と口をついて出た。

「リンダの奴やつ、うまくやってるかな……？」

　リンダは昨日、晴れて女子寮エポナ舎に入寮した。教務課のほうから、「長引いていた内装工事が完了した」との一報が届いたのである。

　リンダ自身は、アッシュの交友関係──有あり体ていにいえば女性関係をやたらと気にしていたようで、あわよくば兄の部屋に住み続けることさえ考えていたようだが、そんな勝手が許されるはずもない。

　──節度ある生活を心がけてくださいね、兄さん！

　それだけをいい残し、アポロ舎を立ち去ったリンダ。

　これから始まる学院生活を通じて、少しは兄離れできるとよいのだが……と、アッシュは願わずにはいられなかった。





　　　　◇






　ジュリアス館に顔を出しているのは、書類整理に励むシルヴィアと、甲か斐い甲が斐いしく給仕を務めるコゼットだけだった。

「やあ、姫様」

　アッシュが声をかけた途端、シルヴィアはビクッと肩を震わせた。

「なっ、なんだ、アッシュか！　ずっ、随分と久しぶりに顔を見た気がするぞ？　まったく、新生徒会長だというのに、心身ともにたるんでいるのではないか!?」

　言葉の内容とは裏腹に、シルヴィアは慌てふためいている。アッシュの顔をまともに見ることすらできないようだ。

　その理由を、アッシュは容易に察することができた。

「ほら、姫様」

　アッシュはシルヴィアの脇に歩み寄ると、自分のネクタイを示した。

　銀製のネクタイピンが、きらりと輝く。ドラゴンの頭部を思わせるデザインは、アッシュも気に入っていた。

「そ、それは……！」

　シルヴィアはネクタイピンを凝視したまま、石のように硬直している。

「ありがとう、姫様。それと、お礼が遅れてごめんな……もう聞いてると思うけど、妹のことでバタバタしていて……」

「そ、その……気に入ってもらえたのか？」

　シルヴィアはよほど照れ臭いのか、アッシュと目を合わそうともしない。その視線は、ずっと下を向いたままだった。

「もちろんさ！　デザインもカッコいいし、姫様が俺のために選んでくれたことが、すごく嬉うれしかった。姫様の気持ちが、すごく伝わってきたよ」

「よ、良かった……」

　シルヴィアは安あん堵どの溜ため息いきとともに、ぱたんと机に突っ伏した。緊張の糸が切れてしまったのだろう。

　そんな風に脱力したシルヴィアを見るのは初めてで、アッシュは微笑ほほえましい気持ちになった。

「……ところで、アッシュ。エーコは一緒じゃないのか？」

　と、シルヴィアは顔をあげると、不思議そうに周囲を見わたした。事実、アッシュがエーコを連れていないのは珍しいのだ。

「ああ。エーコは昨日からエスカヴァロンにいるんだ」

「エスカヴァロンに？　どういうことだ？」

　眉根を寄せるシルヴィア。

「なんでも、ジェシカが女子だけの〝お泊まり会〟を企画したんだとかで……昨日、エーコを迎えに来たんだよ」

「なんだと!?　私のもとには、そんな話は一言も……！」

　がっくりと肩を落とすシルヴィア。涙目になっているところを見ると、仲間外れにされたのがよほど悲しいようだ。

「わわっ、姫様!?」

　アッシュは慌てて、シルヴィアを慰める言葉を探した。

「やっぱり姫様は特別だし、さすがのジェシカも遠慮したんじゃないかな？　一国の王女様を庶民的な〝お泊まり会〟に呼ぶのは、さすがに気が引けるだろうし……」

「うぅむ。あいつが今さら、そんな遠慮をするとは思えんがな。はぁ……〝お泊まり会〟か……くっ！　一年前まで友達に恵まれなかった私には、あまりに心地よい響きではないか！　できれば妙な遠慮などせず、私も交ぜてほしかった……！」

　まさかシルヴィアがこれほど残念がるとは思わず、アッシュは苦笑した。

「じゃあ、俺のほうから『次は姫様も招待するように』って、伝えておくよ」

「いや、それはそれで恥ずかしいというか……それではまるで、私が参加したくてたまらなかったみたいではないか」

「違うのか？」

「いや、違わないのだが……」

「ははっ。素直じゃないなあ」

　アッシュが笑った途端、シルヴィアはカァッと頰ほおを紅潮させた。そして、きりりと眉を吊つり上あげる。

「雑談は終わりだ！　さっさと仕事を始めるぞっ！」

「わ、解わかった！」

　シルヴィアに追い立てられ、アッシュはあたふたと作業を開始するのだった。




　シルヴィアは手もとの文書をチェックしていたのだが、ふと、その中の一枚に目を留めた。しばらく文面を睨にらみつつ「う～む」と重々しい声を漏らす。

「どうしたんだ、姫様？」

「いや、この報告書なのだが……少々、気になってな」

　シルヴィアから文書を受け取ると、アッシュも目を通す。

「なになに……『真夜中の森に、謎の巨竜現る!?』。どういうことだ？」

「フィアナの森の上空を、ドラゴンが夜間飛行していたそうだ。目撃証言もあるし、地元の新聞でも報じられている。なんでも、その体格はクー・フリンやトリスタンよりも大きかったらしい」

「それが本当なら、最大級の聖竜マエストロってことになるな」

「ところが、聖竜マエストロではないらしいのだ。月明かりの下でも、そのドラゴンの身体は真っ黒だったという。聖竜マエストロだったら、白銀の体毛がきらきらと輝くはずだ」

「確かに」

「そもそも、そんなドラゴンがフィアナの森の上空を飛んでいた──などといわれても、にわかには信じがたい」

「アンサリヴァンのドラゴンたちなら、竜舎でしっかりと管理されているしな」

　アッシュは腕組みをして考えこむ。

　もしかしたら、目撃者は未知の飛行物体をドラゴンと見間違えたのかもしれない。それなら辻つじ褄つまは合うだろう。もっとも、ドラゴンに間違えられるような飛行物体とはなんなのか、それはそれで気になった。

「まあ、部屋で考えても結論が出るとは思えんな。新たな目撃情報が出るまで、この案件は保留としよう。ただでさえ、我々がチェックすべき書類は山積みなのだからな」

　シルヴィアのいう通り、目の前には文書の束が鎮座している。改めて、生徒会長の責務がいかに大変なのかを、アッシュは痛感したのだった。





　　　　◇






「──そろそろ日も沈みますわね」

　コゼットが窓辺に立ち、穏やかな声でつぶやいた。

「……ふう。今日はこのあたりで切り上げるか。それにしても、生徒会の新体制は大丈夫なのか？　招集をかけぬ限り誰も集まらんというのは、寂しいぞ」

　シルヴィアがぼやくと、アッシュは頭を搔かいた。

「いや、それはたぶん……俺にレベッカさんみたいな人望がないからじゃないか？」

「それはない！　人望ならありすぎるだろう。まあ、確かにレベッカさんほどの威厳は感じないがな」

「なるほど、威厳か……。確かに、俺には無縁かもしれないなあ」

　アッシュは苦笑交じりに天井を仰いだ。

「とはいえ、そこがお前の長所でもある！」

「えっ？」

「わ、私はちゃんと……見ているぞっ」

　そこまで告げた途端、シルヴィアは耳たぶまで真っ赤に染めると、アッシュに背を向けてしまった。

「うふふ。ご馳ち走そう様さまですわ、姫様」

　と、コゼットが満面の笑みを浮かべて、茶ちや化かすようなことをいう。

「ええい、お前はいつもいつも、一言余計なのだっ！」

　シルヴィアが恥ずかしさのあまり、席を立とうとしたそのときだった。

「おぉおおおおおおおおおおおんっ！」

　ジュリアス館の正面に広がる校庭に、一体の聖竜マエストロが舞い降りたのである。

「なっ、ランスロットではないか！」

　シルヴィアがびっくりして叫んだ。

　窓の外──白銀の体毛を夕ゆう陽ひにきらめかせているのは、確かにランスロットである。

　ここ最近は成長著しく、体格もやや大きくなっている。このまま成長を続ければ、いずれはクー・フリンやトリスタンに匹敵するサイズになるだろう。

　それにしても、飼い主に呼ばれたわけでもないのに、わざわざ飛んでくるとは異常事態である。

　なにか起きたのだろうか？　アッシュは緊張感を覚えた。

　ただでさえ、去年は災難続きだった。モルドレッドやカサンドラ、そして逃げ延びたらしい薬師キーラなど、解決していない問題は山積みだ。

　もっとも、そんなアッシュの危機感とは対照的に、シルヴィアとランスロットの触れ合いはのどかなものだった。

「どうしたのだ、ランスロット？」

　シルヴィアは窓から身を乗りだして、ランスロットの体毛を撫なでてやっている。

「くぅうん……」

　ランスロットは気持ちよさそうに、シルヴィアの愛あい撫ぶに身を任せるばかり。

　──俺の思い過ごしかな？

　アッシュはホッと胸を撫なで下おろした。

　ランスロットの落ち着いた様子を見ていたら、別に緊急事態が起こったわけではなさそうだ。

「むっ？　私に乗れというのか？」

　と、シルヴィアが不思議そうに首をかしげた。

「うぉおおおん！」

　ランスロットが威勢よく鳴いて、肯定の意を示す。のみならず、アッシュにもつぶらな眼まな差ざしを向けてきた。

「へっ？　もしかして、俺も乗れってことか？」

　再び、ランスロットが「うぉおおおん！」と返事をよこしてくる。

「なんなのだ、一体……？」

　いぶかしみながらも、シルヴィアは窓枠を乗り越えて、跳躍した。一瞬の滞空時間を挟んで、ランスロットの背中に移る。制服姿のままだが、そのまま鞍くらにまたがった。

　ちょっと夕風が吹いただけで、スカートの裾がまくれ上がってしまうだろう。その背徳感に、アッシュはドキドキとさせられた。

「姫様ったら、お行儀が悪いですわ」

　コゼットが専属メイドらしい意見を漏らすと、シルヴィアはぷいっと横を向いた。

「仕方なかろう！　緊急事態というわけではなさそうだが、ランスロットがわざわざ私とアッシュを迎えに来たのだ。なにかが起こったか、もしくは起ころうとしているのは間違いあるまい」

「そうだな。姫様のいう通りだ」

　アッシュも窓枠をひらりと乗り越えて、ランスロットの背中に飛び移った。

「わたくしもご一緒いたしますわ」

　コゼットもすかさず跳躍し、アッシュの背後に着地する。

「お行儀が悪いのではなかったのか？」

　シルヴィアが日頃のお返しとばかりに指摘すると、

「わたくしはメイドですから」

　コゼットは飄ひよう々ひようとして、悪びれる様子もない。

　そんな主従のやり取りを微笑ほほえましく思ったのも束つかの間ま、

「失礼しますわ、アッシュ様」

　コゼットが突然、アッシュの腰に腕を回してきた。ランスロットの飛行にそなえての行為なので、それ自体に問題はないのだが……。

　──やばい。コゼットさんの胸が当たって……！

　アッシュはそわそわと落ち着かなくなった。

　その控えめな態度とは裏腹に、コゼットの胸は柔らかく、量感もたっぷりで、しっかりと自己主張をしている。

「あらあら、アッシュ様？　前まえ屈かがみになられて、どうかなさいましたか？」

　と、コゼットが不思議そうに問いかけてくる。

「なっ、なんでもありません！」

　そう答えるのが精一杯のアッシュに、今度はシルヴィアが声をかけてきた。

「おい、なにをぐずぐずしているのだ？　早く私につかまるがいい」

　肩ごしにこちらを振り返ったシルヴィアの表情は真剣で、照れた様子はない。ひとたびドラゴンに騎乗したシルヴィアは、毅き然ぜんとした騎士姫そのものだった。

「わっ、解わかった！」

　アッシュは慌てて、シルヴィアを背後から抱きしめる。

　その腰は、その豊満な胸もととは対照的に、ちょっと力をこめれば折れてしまいそうなくらい華きや奢しやだ。しかも、その背を流れる金糸のような髪からは、シャンプーの甘い香りが漂ってくる。

　そんなアッシュの悶もん々もんとした気持ちも知らず、シルヴィアは凜りんとして叫んだ。

「いつでもいいぞ、ランスロット！」





　　　　◇






　ランスロットは黄昏たそがれの空を斬り裂くように、ぐんぐんと一直線に飛ひ翔しようする。

「ちょっ、ランスロット!?　どこまで上昇するつもりだ？」

　さすがのシルヴィアも不安に思ったようだが、ランスロットの上昇は止まらない。

　一体、ランスロットがなにを考えているのか、どこへ案内しようとしているのか、アッシュにも皆目、見当がつかなかった。

　もっとも、今のランスロットは水を得た魚のように、意気揚々と飛んでいる。そんなランスロットの気持ちだけは、アッシュにもはっきりと伝わってきた。

　──どんっ！

　と、ランスロットはさらに加速すると、雲の中へと突入した。

　まるで岩石を掘くつ削さくするように、ランスロットは分厚い雲の層を貫いていく。

　やがて、視界が一気に晴れた。

　まだ完全に暮れきってはいない、藍色の夕空が一面に広がっている。

　空の一角には、糸のように細い三日月。

　点在する星々もほのかに輝いている。

　眼下を埋めつくすのは、雄大な雲海である。

　そして、前方には巨大な艦影が浮かんでいた。

「エスカヴァロンじゃないか！」

　アッシュが思わず叫んだそのとき、

「おぉおおおん……！」

　まるで自分たちの到着を報しらせるかのように、ランスロットが雄お叫たけびをあげた。そして、ゆったりと魔導艦エスカヴァロンの甲板に着地する。

「これは一体……!?」

　シルヴィアはランスロットから降りることも忘れて、硬直した。

「なにがどうなっているんだ？」

　アッシュも甲板を一望すると、ぽかんと呆ほうけてしまう。

　エスカヴァロンの甲板は、豪勢なパーティー会場と化していたのだ。

　整然と並べられた丸テーブルには、色とりどりの料理が用意されている。会場のあちこちには竜華灯が設置され、絢けん爛らんたる光輝を放っていた。

　その刹那、盛大なファンファーレが鳴り響く。

　と同時に、新たな竜華灯が虹色の光をほとばしらせた。

　驚くべきことに、会場の一角にはちょっとした舞台が仮設されているのだ。

　演奏しているのは、小編成の吹奏楽団だった。

　奏者の顔ぶれを見ると、エーコ、レベッカ、ルッカ、ジェシカ、アーニャ、ナヴィー、レイモン、マックス。さらにはリンダも加わっていた。指揮者を務めているのは、なんとミラベルである。

　女性陣は皆、絢けん爛らんたるドレス姿だった。ただしアーニャだけは例外で、なぜだか猫耳メイドのコスチューム姿である。

　楽器の担当は、リンダとルッカがフルート、ジェシカがクラリネット、アーニャがトランペット、レベッカがサックス、ナヴィーがホルン、そしてエーコがパーカッション。

　一方、ふたりの男子は礼服に蝶ちようネクタイ。レイモンがトロンボーンを、マックスがチューバを吹いて低音域を支えている。

「この曲は、確か……」

　夜空に響きわたるメロディを聴いているうちに、アッシュは気づいた。

　騎士国民なら誰でも知っている、『誕生日の歌』なのである。

「そうか。俺の誕生日が三日で、姫様の誕生日は七日だったよな。今日は五日だから、ちょうど真ん中ってわけだ……！」

　アッシュはようやく、謎めいた艦上パーティーの目的を悟った。どうやらアッシュとシルヴィアの知らないところで、着々と準備を進めていたらしい。

「ということは、ここ数日、誰もジュリアス館に顔を出さなかったのは、このためだったのか……」

　シルヴィアも合点がいったとばかりにつぶやいた。

「心温まる演奏ですわね」

　アッシュの背後で、コゼットもうっとりと聴き入っている。

　──たんっ！　たたたたたんっ！

　ふと、アッシュはエーコに視線を吸いよせられた。楽器の経験など皆無のはずなのに、エーコは軽快にパーカッションを打ち鳴らしているのだ。

　どうやら「女子だけの〝お泊まり会〟」というのは方便で、その実、エーコは皆と一緒に楽器の練習に励んでいたのだろう。

　やがて演奏は最高潮に達たつし、華々しいフィナーレを迎える。

　ミラベルがくるりと身体をこちらに向けると、一礼。

　奏者たちもミラベルに合わせて、優雅にお辞儀をする。

　アッシュもシルヴィアもコゼットも、惜しみない拍手を送った。





　　　　◇






「ん～、このローストビーフ、とってもおいしいわ！　ほら、リンダも自分の分を確保しとかないと、すぐになくなるわよ？」

「はわっ！　エーコさんったら、そんなに食べて大丈夫なんですか!?」

「ふふ～ん、大丈夫よ。竜族の食事は一日五回なんだから！」

「エーコさんって、本当にドラゴンなんですね……。それにしても、こんな立派なパーティーが控えていたなんて、びっくりです。リンダたちが兄さんのために開いたお誕生会なんて、大したことなかったような……」

「こらこら、そんなわけないだろう？」

　エーコとリンダのやり取りを微笑ほほえましく眺めていたアッシュだが、リンダが急に意気消沈したので、諭すように告げた。

「リンダが作ってくれた料理もケーキも、とてもおいしかったぞ。なにより、リンダの真心がこもっていたしな。どうして落ちこむ必要があるんだ？」

「兄さん……！」

　リンダは瞳を潤ませて、アッシュのほうに身を乗りだしてくる。そんな妹の頭を撫なでてやりながら、アッシュは改めて、エーコとリンダに感謝の気持ちを伝えた。

「エーコもリンダも、素晴らしい演奏をありがとうな。まさか、ふたりが俺に内緒で楽器の練習をしていたなんて、想像もつかなかった」

「あたしのパーカッション、良かったでしょ？」

　エーコは早速、得意満面である。

「ああ、カッコ良かったぞ」

　事実、エーコの性格と打楽器の相性は抜群で、見事に演奏を盛り上げていた。

「リンダのフルートも綺き麗れいだったしな。あんな特技があったなんて、知らなかったよ」

「と、特技なんてものじゃないです……。しょせんは付け焼き刃ですし。周りの皆さんのほうが、よっぽど上手でした」

「それは仕方ないさ。一応、騎竜学院には音楽の授業もあって、みんな吹奏楽の経験はあるからな」

「そうだったのですか……わたしも早く、音楽の授業を受けてみたいです。フルートの演奏、とても楽しかったですし」

「相パ棒ルが誕生するまでは、割と暇だからな。趣味に費やす時間ならたっぷりあるぞ」

「……つまり、上級課程シニオスの一年生になるまでパルに恵まれなかった兄さんは、基礎過程ユニオスの三年間はずっと暇だったわけですね？」

「はは……まあ、そういうことだ」

　妹の鋭い指摘に、アッシュは苦笑するしかなかった。

「ところで、そのドレスだけど。よく似合ってるよな」

「そっ、そうですか？」

　アッシュがなにげなく誉ほめると、リンダは照れ臭そうに自分の衣装を見下ろした。

　今夜のリンダは、膝丈のミニドレスをうまく着こなしている。春の野を活発に舞う蝶ちようを思わせた。

「ひょっとして、誰かに借りたのか？」

「はい。実は、コゼットさんのおかげなんです。エーコさんの衣装と一緒に、わたしの分まで用意してくれて。コゼットさんって、いい人ですね」

　そういって、リンダはエーコの隣に並ぶ。美しくドレスアップしたふたりが並ぶと、まるで本当の姉妹のように思えてくるから不思議だった。

　と、そこでアッシュは妙な違和感を覚えた。

「いや、ちょっと待てよ？　事前にエーコとリンダのドレスを用意してたってことは、コゼットさんも今夜のパーティーのことを知っていたのか……」

　アッシュは苦笑した。

　昼間、ジュリアス館でシルヴィアと仕事をしていた間、コゼットは甲か斐い甲が斐いしくお茶やお菓子を用意してくれていたのだが、普段となんら変わらない様子だった。その後、ランスロットがアッシュとシルヴィアを迎えに来たときでさえ、コゼットはポーカーフェイスを保っていたのである。

「相変わらず、腹の底が読めない人だなあ……」

　アッシュがつぶやいたそのとき、

「──ほら、空いたお皿はすぐに片づけて！　次の料理が待っているわよ！」

　背後から鋭い声が聞こえてきた。

　アッシュもエーコもリンダも、びっくりして振り返ると──。

　会場のあちこちでは、猫耳と尻尾を装着したメイド団──学生食堂〈ラ・テーヌ〉のウェイトレスたちが、くるくると忙しく働いている。今夜のパーティーでは、食事に関するすべてを〈ラ・テーヌ〉に依頼したそうだ。

　先ほどの鋭い声の主は、アーニャだった。今夜は猫耳メイド団のリーダーを務めているのだ。演奏中もメイド服姿だったのは、給仕の仕事が控えていたからなのだろう。

　アヴァロン聖竜皇騎士団で操縦士を務めながらも、アーニャは今も〈ラ・テーヌ〉での仕事も続けているのだった。

「アーニャも頑張ってるなあ」

　アッシュが微笑ほほえましい気分でつぶやいた、そのときである。

「おぉい、アッシュ！　大変だあ！」

「大型の魔導艦がこちらに接近中なのだが、どうする？」

　突然、レイモンとマックスが駆けよってきたのである。慌てふためくレイモンとは対照的に、マックスは冷静さを保っている。

「魔導艦が!?」

　アッシュはマックスから小型の望遠鏡を受け取ると、謎の魔導艦を探す。

　やがて、レンズが艦影をぴたりと捉えた。

「本当だ……」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。

　少なくとも、過去にアッシュが見たことのある魔導艦とは違うようだ。

　──どぉん！

　と、突然、耳をつんざくような轟ごう音おんがほとばしり、エスカヴァロンの艦隊をビリビリと震わせた。

「砲撃かっ!?」

　レイモンは慌てて頭を抱えると、その場でうずくまった。

「一体、どこの所属だ!?」

　マックスも緊張のあまり、棒立ちになっている。

　アッシュも冷や冷やしたのだが、次の瞬間──夜空に華々しい模様が描かれると、星ほし屑くずのようにきらきらと輝いた。

「……花火？」

　アッシュがきょとんとして立ち尽くしていると、

「あれが花火ですか？　リンダ、実際に見るのは初めてです」

　田舎から出てきたばかりのリンダは、吞のん気きな感想を漏らした。

「──ふっ。真打ち登場だね！」

　と、悪戯いたずらっぽい声とともに、エスカヴァロンのはるか頭上から、彗すい星せいのごとく飛来する影があった。

　エスカヴァロンの甲板を目がけて、ずぅん……！　と猛たけ々だけしく着艦する。

　威風堂々たる巨きよ軀くを誇る、一体の聖竜マエストロだった。

　その頭部や鎌首、そして胸もとに至るまで、黄金の宝飾品が装着されている。全身がきらきらと発光しているかのようだ。

　もっとも、そのドラゴンの最たる特徴といえば、額に埋めこまれた宝玉だろう。夜の闇よりも深い漆黒をたたえている──アッシュもよく知る、冥星石プルートウであった。

「オスカー……じゃなくて、オスケイアⅠ世！」

　アッシュが大声で呼びかけると、

「ふっ。オスカーで構わないよ。なんといっても、君と僕の仲じゃないか！」

　オスカーは絢けん爛らんたるドレスの裾を翻ひるがえすと、頭に戴いただいた王冠を手で押さえつつ、颯さつ爽そうと甲板に降り立った。

　すたんっ！　と着地するや、アッシュの胸に飛びこんでくる。

「アッシュ……僕のアッシュ！　ずっと会いたかったよ！」

「わわっ、オスカー!?」

　オスカーの勢いに圧され、アッシュは尻餅をついてしまう。

　それでもオスカーはお構いなしに、アッシュを抱きしめ続けた。

　以前のオスカーからは感じられなかった、女性らしい芳香がふわりと漂ってくる。

　そして、豊満な乳房の感触も──。

　いつしか、アッシュとオスカーの周囲には人だかりができている。生徒会役員だけでなく、アーニャ率いる猫耳メイド団たちでさえ、シェブロン王国の女王をひと目見ようと駆けつけていた。

「ちょっと、あんたたち！　くっつき過ぎよ！」

　エーコが眉を吊つり上あげて怒鳴るも、

「相変わらず嫉妬深いんだね、エーコは。だが断る！」

　オスカーは飄ひよう々ひようとして、ますますアッシュに身体を密着させてきた。

「本当に、オスカーなんだな。俺も会えて嬉うれしいよ。でも、どうして今夜のパーティーのことを……？」

　アッシュの問いに脇から答えたのは、レベッカだった。

「わたしが事前に手紙を送っていたのさ。オスカーなら喜んで駆けつけると思ってな」

「そういうわけだったんですか……そうだ、オスカー！　あの魔導艦はなんなんだ？　シェブロン王国が保有する大型魔導艦といえば、クラウ・ソラスだけだったはずだけど」

「ああ、あれかい？」

　オスカーは背後を振り返ると、エスカヴァロンと一定の距離を保ちつつ滞空している大型魔導艦を見やった。

「ふふっ。驚いただろう？　あれこそが、シェブロン王国軍の新たなる旗艦、クラウ・ソラスの弐号艦さ！　ユリエルが秘密裏に建造させていたんだけど、僕が引き継いで完成させたのさ。ある意味、弐号艦が完成する前にユリエルを倒せたのは幸運だったね」

「……確かにな」

　もし弐号艦の完成が早ければ、アッシュたちは壱号艦と弐号艦、双方を相手にしていたかもしれないのだ。

「それよりも、アッシュ？　僕が女王に即位して以来、一度も王国に遊びに来てくれないなんて……つれないじゃないか。僕はね、君との初夜をずっと待ちわびていたんだよ？」

「待て待て！　飛躍しすぎだろ！」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、オスカーから離れようとした。オスカーの好意は嬉うれしいが、先ほどからエーコをはじめ、女性陣の視線がチクチクと肌に刺さってくるのである。

　オスカーとて、女性陣の刺とげ々とげしい視線には気づいているはずだが、一向に動じた様子はない。アッシュの頰ほおを両手で挟みこむと、艶つやっぽく告げた。

「実はね、王国政府の連中は、僕を〈永遠の処女王エターナル・ヴアージニア〉として祭りあげたいらしいんだ」

「なんだって!?」

「ヴァージニアといえば聖女ロサ・マリアみたいで、神聖なイメージがあるからね。そういえば、聖竜騎士団のウルスラ団長も〈沈黙の騎士聖女サイレント・ヴアージニア〉なんて呼ばれていたっけ。確かに、世の男どもは〝初はつ物もの〟が好きみたいだから、求心力は抜群だろうさ。ちなみに、発案したのは宰さい相しようのドラクロワ伯爵だよ」

「へえ……宰相なんているのか」

　アッシュは意外に思った。オスカーのことだから、てっきり独断専行のスタイルを貫いているのだろうと思っていたのだ。

「いくら僕でも、政治について素人同然なのは自覚しているよ。ドラクロワ伯爵はまだ若いけど、優秀な奴やつでね。当面は、彼から政治を学ぶつもりさ」

「そっか。オスカーも頑張っているんだな。俺もアヴァロン聖竜皇騎士団の団長として、前に進まないと」

「進むのは構わないけど、僕のことも忘れないでほしいな。君との関係を公おおやけにすることはできなくなったけれど、僕はいつだって君のことを──」

　紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうを潤ませると、オスカーは人目もはばからずに、唇を寄せてくる。

　ますます女性陣の殺気が吹きつけてきたが、アッシュは呪縛にかかったかのように、身動きを封じられてしまった。

　それほどまでに、今夜のオスカーは魅惑的だったのだが──。

「ごるぁああああっ！　黙って見ていれば、調子に乗りやがって！」

　と、激しい罵ば倒とうとともに、聖竜マエストロトリスタンの陰から小柄な人影が飛びこんできた。

「うわっ！」

　あっという間にオスカーは吹き飛ばされて、甲板の片隅で喘あえいでいる。

「まったく、少しは女王としての自覚をもたんか！」

　一国の女王に回し蹴りを食らわした人物は、黒を基調としたメイド服を着用していた。

　目の覚めるような銀髪をポニーテールにしたメイドは、隻せき眼がんである。アッシュにとっては、もちろん馴な染じみの少女だった。

「セレスじゃないか！」

「むっ、久しぶりだな……アッシュ」

　アッシュと向かいあった途端、セレスは照れ臭そうに視線をさまよわせた。

「なんていうか……しばらく会わなかった間に、大人びたんじゃないか？」

　セレスと対面した途端、アッシュはそんな感かん慨がいを漏らした。

「なっ!?　このクソ虫がっ！　歯の浮くような台詞せりふを軽々しく口にするんじゃない！　そんなことだから、お前の周囲には婦女子がぞろぞろと──って、なんだあれは!?」

　アッシュに文句を飛ばしていたセレスだが、突然、夜空の彼方かなたを指さした。

「ん？　なにをそんなに驚いて──うわっ!?」

　セレスの視線を追った途端、アッシュも驚きよう愕がくする。

　いや、アッシュとセレスだけではない。甲板に集まっている誰もが、夜空の彼方に出現した巨大構造物を前に、言葉を失っていた。

　その巨大構造物は、刻一刻とエスカヴァロンに接近してくる。

　やがて、その全容が明らかとなった。

「あれは……神殿艦エスペランザ!?」

　アッシュは思わず叫んでいた。

　そんなアッシュの声に応じるように、エスペランザの甲板では、小さな人影が懸命に杖つえを振っている。

「アッシュお兄ちゃ～ん！」

「ラクエルじゃないか！　もしかして、ラクエルにも手紙を送っていたんですか？」

　アッシュがレベッカを振り返ると、

「いや、わたしはオスカーにしか報しらせていないが……」

　小首をかしげるレベッカのそばで、ミラベルが微笑を浮かべた。

「ラクエルに招待状を送ったのは、わたくしですよ。あの子なら、きっと喜ぶだろうと思いましたので」

　ミラベルはエスパーダ聖法大学院に在籍していた当時、ラクエルの剣法指南役を務めていた。そのため、ラクエルは今でもミラベルを「先生」と呼んでいる。アッシュが思っている以上に、ふたりの関係は深いのだろう。

「まだまだ夜は始まったばかりですわね！」

　ジェシカが意気揚々と叫んだ途端、ドッと歓声が沸き起こった。
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　神殿艦エスペランザがエスカヴァロンに横着けすると、ラクエルはペネロペ枢すう機き卿きように付き添われ、エスカヴァロンの甲板に移ってきた。

「アッシュお兄ちゃん！　お誕生日、おめでとうございます！」

　小動物のように駆けると、アッシュの胸もとに飛びこんでくる。

　右目はサファイア、左目はエメラルド──左右で色の異なる双そう眸ぼうはくりっとして、活いき活いきと輝いている。

「ありがとう、ラクエル」

　こんな風に無邪気に懐なつかれると、もちろん悪い気はしない。むしろ、暖かな気持ちになるのだったが──。

「ふん。久しぶりだな、アッシュ・ブレイク。少しは騎士らしい顔つきになってきたようだが、いい加減、猊げい下かから離れたらどうだ？」

　冷厳な顔つきで釘くぎを刺してきたのは、ペネロペである。

「はは……ご無沙汰しています、ペネロペ枢すう機き卿きよう」

　アッシュは冷や汗を浮かべつつ、挨拶を返した。

　と、ラクエルはようやくアッシュから離れると、事態を呆ぼう然ぜんと眺めていたシルヴィアに向き直った。

「シルヴィア殿下も、おめでとうございます」

「こっ、これはご丁寧に……！」

　シルヴィアはすっかり恐縮している。

「ささやかですが、おふたりにプレゼントを贈りますね！」

　と、ラクエルが笑顔で宣言するなり、ぞろぞろと鎧よろい姿の騎士たちがやって来た。

　エスパーダ聖庁が誇る精鋭部隊──エスパーダ聖翼騎士団である。

　ただし、今の彼らが携たずさえているのは、武器ではなかった。一抱えもありそうな木箱を次から次へと運んできたのである。

「ラクエル？　あれは一体……？」

　アッシュが訊たずねると、ラクエルは喜色満面に答えた。

「エスパーダ地方の特産品、スパークリング・ワインなのですよ！　パーティーにはぴったりだと思いましたので、用意させました。艦内で冷やしておきましたので、すぐにでも味わってもらえるのです」

「ありがとう、ラクエル。ただ、俺たちはまだ未成年なんだけど……」

「そこは大丈夫ですよ。ワインは聖女ロサ・マリア様の血──エスパーダ聖庁は、ワインであれば年齢を問わず飲んでも構わないと認めているのです。むしろ、騎士国の法律が厳しすぎるのですよ」

「はは……そうかもな。ラクエルのお墨付きがあるのなら、今夜くらいは構わないか」

　アッシュが苦笑すると、ラクエルは「てへっ」と舌を出して微笑ほほえんだ。

　と、突然、リンダが不満げな顔をして、アッシュの袖をくいくいっと引っぱった。

「ん、どうしたリンダ？」

「あのう、兄さん？　そちらの方がラクエル猊げい下かだということは、なんとか理解しましたけど……どうして兄さんを『お兄ちゃん』などと呼んでおられるのです？　リンダは、とっても疑問なのです」

　リンダは難しい顔をしている。かなりご機嫌斜めな様子だった。

「えっと、それはだな……」

　アッシュは冷や汗を浮かべた。

　実の妹にしてみれば、ラクエルがアッシュを「お兄ちゃん」などと呼んでいるのは、やはり許しがたいことなのだろう。

　と、ラクエルはぴょこんと一歩を踏みだした。

「ふふっ。わたくしとアッシュお兄ちゃんは、兄妹の契りを交わした間柄なのです。あのう、アッシュお兄ちゃん？　こちらの方は？」

「えっと──」

　アッシュが答えようとした矢先、リンダが素早く動いた。まるでアッシュを守る防波堤さながら、ラクエルの前に立ちふさがったのである。

「お初にお目にかかります、ラクエル猊下。わたくしは騎竜学院の新入生で、リンダ・ブレイクと申します。アッシュ・ブレイクの、ちゃんと血のつながった妹です！」

　九歳児とはいえ教皇猊下を相手に、リンダは堂々と名のりをあげた。

「え～っ！　本当ですか!?」

　ラクエルは目をまん丸にした。

「それじゃあ、リンダさんはわたしにとって、お姉ちゃんなのですね！　よろしくお願いします、リンダお姉ちゃん！」

　ニパッと屈託なく笑うラクエル。

　まさしく天使の笑顔である。

「ふえっ!?」

　そんなラクエルの反応に意表を突かれたらしく、リンダは戸惑っている。すっかり毒気を抜かれた様子だった。

「──それでは、皆さん。ゲストも完全にそろったことですし、ラクエル猊下にいただいたエスパーダ産ワインで、改めて乾杯いたしましょうか」

　と、ミラベルがその場をとりまとめるように、凜りんとした声で宣言した。

　たちまち、会場は歓声に包まれる。やがて、全員にワイングラスが行き渡ると、

「十七歳の誕生日、おめでとう！」

　盛大な唱和が朗々と響きわたった。
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　宴もたけなわ──。

　あちこちで引っ張りだこだったアッシュは、ようやく解放されたのを機に、シルヴィアを捜すことにした。コゼットにシルヴィアの居場所を尋ねてみると、ひとりで後部甲板に向かったらしい。

　アッシュはいったん艦橋に入り、後部甲板に向かった。延々と続く通路を進む。

「ん？」

　視線を感じた気がして、アッシュは背後を振り返った。が、人の姿は見あたらない。

「気のせいか……」

　気を取り直すと、さらに通路を進み続ける。突き当たりの扉を開け放つと、後部甲板に足を踏み入れた。

　夜風が、アッシュの頰ほおをサッと撫なでる。パーティー会場となっている前部甲板とは対照的に、後部甲板はひっそりと静まり返っていた。

　──シルヴィアはひとり、ぼんやりと星空を見上げていた。

　エスカヴァロンに到着したときは制服姿だったのだが、用意周到なコゼットのおかげでで、今では華やかにドレスアップしている。

　闇夜を燦さん然ぜんと照らす姿は、一粒のブルーダイヤさながらだった。

「ふう……」

　シルヴィアはアッシュの来訪にも気づかず、悩ましげな溜ため息いきを漏らした。手のひらをぱたぱたさせて、自分の顔を扇あおいでいる。

　どうやら酔いを覚ましているようだ。ラクエルのお墨付きが出たことで、ついついワインを飲みすぎてしまったのだろう。

「姫様、ちょっといいかな？」

　アッシュが声をかけると、シルヴィアは肩ごしに振り返った。

「なんだ、アッシュも酔ったのか？」

　アッシュはドキリとした。ほろ酔い気分のシルヴィアは、普段に増して色っぽい。

「えっと……実は、姫様を捜していたんだ」

「私を？」

　シルヴィアはきょとんとして、アッシュを見つめる。

　アッシュはやや緊張しつつ、ポケットから細長い小箱を取りだした。

「これは、その……俺から姫様へのプレゼントなんだ。元々、姫様の誕生日に渡そうと思って用意してたんだけど、今夜のうちに贈るのがいいかなと思って」

「私への、プレゼント？」

「姫様にとっては安物だと思うけど、受け取ってもらえるかな？」

「当たり前だろう！」

　シルヴィアはほろ酔い気分を吹き飛ばすように叫ぶと、小箱を受け取った。

「その……開けてもいいか？」

「もちろんさ」

　アッシュが笑顔でうなずくと、シルヴィアは遠慮がちにリボンをほどく。

「おお、ペンダントではないか。とても綺き麗れいだ」

　どうやら、シルヴィアは一目見て気に入ってくれたようだ。

　アッシュが選んだのは、十字架の中央に蒼氷色アイスブルーの竜綺華晶を埋めこんだ、銀製のペンダントだった。

「そうだ、アッシュ。その……良かったら、是非……」

　シルヴィアはペンダントをアッシュに手渡すと、くるりと背を向けた。腰まで伸びた金髪を、ふわりと両手でかき上げる。

「……アッシュの手で、着けてくれないか？」

「姫様……！」

　シルヴィアの大胆さと、真っ白なうなじの艶なまめかしさに、アッシュは息を吞のんだ。

「わっ、解わかった……」

　アッシュは緊張気味に応じると、シルヴィアの首に手を回す。花のように甘い香りが鼻先をかすめて、ますますドキドキしてしまう。

「……ひゃんっ！」

　かすかにアッシュの指がうなじに触れた途端、シルヴィアはビクンと肩を震わせた。

「ごめん、姫様！」

「いや、気にしなくていいぞ！」

　そんなやりとりを経て、ペンダントの装着はなんとか終わった。

　アッシュが離れると、シルヴィアは照れ笑いを浮かべつつ、くるりとこちらを向いた。

「うん、思った通りだ。とても似合ってるよ」

　アッシュが笑顔を浮かべた途端、シルヴィアは信じがたい行動に出た。

「……アッシュ！　私はもう、お前に対する想おもいがあふれてしまいそうだ！」

　なんとアッシュの胸にまっすぐ飛びこんできたのである。

「姫様!?」

　かぐわしい香り。そして、熱いくらいの体温。

　アッシュは、まるで蒼あおい炎を抱いているような気がした。

　シルヴィアは瞳を潤ませると、懇願するように告げた。

「お願いだ、アッシュ……」

　そっと目を閉じて、顎あごを上向ける。















　そんなシルヴィアの想おもいに、アッシュも応えたいと思った。





　　　　◇






「──そんな！　噓うそでしょう!?」

　密ひそかにアッシュを尾行していたリンダは、扉の向こうで硬直した。

　衝撃のあまり、過呼吸に陥る一歩手前である。

　満天の星空を背景に、アッシュとシルヴィアが熱いキスを交わしたのだ。まさかとは思っていたけれど……あの兄が、一国のお姫様と恋仲になっていたなんて……！

「うう～！　リンダは、とっても……憂鬱なのです」

　リンダは涙目になると、その場にぺたんと座りこんでしまった。





"Happy Birthday! ～A.S.B.1366.04～" is closed.








間話　リンダの誤算









　晴れ晴れしい入学式。

　そして、女子寮メイヴ舎での新歓パーティー。

　授業も楽しいし、友達にも恵まれた。

　すべては順風満帆に思われたのだが──。




　その夜、リンダは寮内の共同浴場で湯に浸つかりつつ、頭を抱えていた。

　悩みの種といえば、兄のことに尽きる。リンダの脳裏には、今もアッシュとシルヴィアが交わしたキスの光景が焼き付いているのだ。

「どうしてなの？　あんなに高貴なお姫様が、うちの兄さんなんかと……」

　そもそも、問題なのはシルヴィア王女だけではない。アッシュの周りには、とにかく女の影が多すぎるのだ。

　リンダはアンサリヴァンに来る直前まで、どうせ兄には恋人のひとりもいないのだろうと、思いこんでいた。

　あの平凡な兄の魅力がわかるような女は、世界でただひとり、この自分しかいないのだと、確信していたのである。

　だが、違った。

　勘違いもいいところだった……！

「ううっ……」

　ぶくぶくと泡を漏らしつつ、リンダは頭まで湯に浸かった。

「リンダったら、なにをそんなに悩んでいるの？」

「ここ最近、元気ないよね……？」

　声をかけてきたのは、ルームメイトのロザリーとセルマだった。

　ロザリー・ソーンダイクはモデルのようにすらりとした少女。都会育ちで、良家の息女でもある。立ち居振る舞いも洗練されている。

　一方、セルマ・ハミルトンはリンダよりも小柄で、ほんわかとした性格。ただし、胸だけは十二歳と思えないほど発育していて、とてもアンバランスだったりする。本人もコンプレックスにしているようで、今もタオルでしっかりと胸を隠していた。

「べっ、別に、なにも悩んでなんか……」

　リンダはもごもごと反論したが、説得力がないのは自分でも解わかっていた。

「はは～ん。さては兄さんのことでしょ？　偉大な兄を持つと、妹は大変だねぇ」

　ロザリーはニヤニヤと笑いつつ、リンダの隣にざぶんと浸かった。

「リンダちゃんのお兄さん、すごいもんねぇ」

　セルマもロザリーに続いて、おずおずとお湯に身を浸す。

「ま、まあ……そんなとこかな」

　リンダは適当に受け流すことにしたのだが、

「それにしても、あんたの〈星刻〉……かなり際どい位置にあるよね」

　いつの間にか、ロザリーの興味はリンダの〈星刻〉に移っていた。

「だよねぇ。デザインも、わたしたちとは全然違うし……」

　ロザリーとセルマは、左右からまじまじとリンダの下腹部を覗のぞきこんでくる。湯は透明で、リンダの裸身を隠す役目は果たしていない。

「ちょっ、そんなに見ないでくださいっ！」

　リンダは真っ赤になった。女同士とはいえ、下腹部を凝視されるのは恥ずかしい。

　──かたん。

　と、浴場の扉が遠慮がちに開かれた。

　戸口に現れたのは、ぴんと尖とがった耳が可愛かわいらしい少女──ルッカ・サーリネンだった。

　今年になって、メイヴ舎の寮長に就任したばかりの先輩である。

　ルッカはアヴァロン聖竜皇騎士団の一員でもあり、生徒会では書記を務めている。新入生の間でも、すっかり有名人だった。

「綺き麗れい……」

　妖精のような裸身の美しさに、リンダたちは釘くぎ付づけとなった。

　ふと、リンダは誕生パーティーのことを思い出した。

　もちろんルッカも出席していたのだが、エーコやシルヴィア、そしてレベッカたちとは違い、あまり目立ってはいなかったと思う。リンダの知る限り、アッシュとの接触もあまりなかったはずだ。

「……さすがに、ルッカ先輩は違うよね？」

　リンダが祈るような気持ちで、ぼそりとつぶやいた直後、

「あのう、ルッカ先輩！」

　突然、ロザリーがルッカの背中に声をかけた。

「え……？」

　ちょうど髪を洗っていたルッカは、頭を泡だらけにしつつ、ロザリーを振り返る。

「ルッカ先輩は、アッシュ先輩とも親しいんですよね？　良かったら、アッシュ先輩のことを教えてもらえませんか？」

　ロザリーが訊たずねた途端、その場に居合わせた女子たちもドッと湧いた。

　次から次へと、全裸の少女たちがルッカを取り囲んでしまう。

「えっと……アッシュは、とても正義感の強い人。それに、誰に対しても優しい。自分のことよりもまず、誰かのために動ける人……」

　ルッカのアッシュ評を聞くなり、一同は「ほぉ～」と感嘆の溜ため息いきを漏らす。

　と、ロザリーが皆を代表するように、再び口を開いた。

「あのう……ひょっとして、ルッカ先輩もアッシュ先輩のことを好きだったりして？」

「わっ、わたし……もう出るっ……！」

　ルッカは全身を火照らせると、まだ髪にシャンプーが残っているにもかかわらず、ぱたぱたと駆けだしてしまった。

「なんていうか、解わかりやすいわ……」

　ルッカの背を見送ると、ロザリーは苦笑した。

「リンダちゃんのお兄さん、ほんとモテモテだよね～」

　セルマもニコニコとしている。

「兄さんのことなんて……もう知りませんっ！」

　リンダは再び頭まで湯に浸つかると、ブクブクと泡を漏らすのだった。





"Girl's Talk ～A.S.B.1366.04～" is closed.








第五話　闇黒の姫と機械仕掛けの竜









　新学期が明けてから、二週間が過ぎた。

　上級課程シニオス二年の授業を受けながら、生徒会活動もこなす日々。

　そして、今月下旬には一大イベントが待ち受けていた。

　──「白羊宮アリエスの騎竜祭」。

　陸上競技をメインとする騎竜祭である。

　昨年度の大会はまだ記憶に新しく、アッシュは生涯忘れることがないだろう。

　シルヴィアとの競走。

　ミルガウスとの遭遇、アーニャの襲撃。

　そして、ずっと眠り続けていたエーコが誕生した。

　アッシュの波は瀾らん万ばん丈じような学院生活は、まさしく一年前の騎竜祭から始まったのだ。

　もっとも、過去を懐なつかしがってばかりはいられない。

　生徒会役員が果たすべき次の任務は、フィアナの森に分け入って、要所に魔獣除よけの装置──「魔香炉」を設置することだった。

　騎竜走のコースにはフィアナの森も含まれるのだが、森の中には獰どう猛もうな獣も少なからず棲せい息そくしている。

　選手たちに獣の危害が及ばないよう、事前に魔香炉を設置しておくのもまた、生徒会役員の重要な任務なのだ。

　この作業なら、アッシュも去年の秋に経験しているので、戸惑いはない。仲間たちで作業を分担すれば楽勝だろう──出発前のアッシュは、そう思っていた。





　　　　◇






　──その日の放課後。

　アッシュ率いる生徒会役員たちは、学院指定の騎竜服ドラグスーツに着替えて、森の入口に集まっていた。チーム分けについては、出発直前にくじ引きで決めることになった。案の定、くじ引きの際は女性陣がバチバチと火花を散らし、アッシュはたじたじとなったものだ。

　ちなみに、去年までは三チームもあれば充分だったのだが、今年は森林内でのコースを拡張するため、結成されたのは五チームである。

　そのため、助すけっ人ととしてアーニャとリンダを呼ぶことになった。

　厳正なくじ引きの結果、チーム分けは次のように決まった。




　Ａ　レベッカ、ルッカ（クー・フリン）

　Ｂ　マックス、レイモン（アリアンロッド）

　Ｃ　エーコ、リンダ（ガウェイン）

　Ｄ　シルヴィア＆コゼット、ジェシカ（ランスロット）

　Ｅ　アッシュ、アーニャ（ブリギット）




「食堂の仕事で忙しいのに、付き合わせてごめんな」

　アッシュが声をかけると、アーニャは照れ臭そうな笑顔を浮かべた。

「アッシュたちにはいつもお世話になっているんだし、構わないわ。それに、こういう任務のほうが、よっぽどあたし向きだと思うし」

「そういってくれると助かるよ」

　アッシュも笑顔を返したが、今さらながら目のやり場に困った。

　騎竜服ドラグスーツを持っていないアーニャは、愛用の戦闘服を着用しているのだ。

　あくまでも民族衣装なので、アーニャ自身は恥ずかしくないのだろうが……冷静に考えると露出度が高く、褐色の肌が惜しげもなくさらされている。

　敵対していた当時は、ほとんど意識することはなかったのだが、剝むきだしの腹部や太ももを眺めていると、無性にドキドキとさせられた。

「……あれ？」

　ふと、アッシュは妙な違和感を覚えた。しばらくアーニャを眺めていたら、その理由はすぐに判明した。

　アーニャの頭部には、今も猫耳の飾り物が装着されたままなのだ。ウェイトレスの制服から戦闘服に着替える際、取り忘れてしまったのだろう。

　戦闘服姿なのに、猫耳。それはそれで、新しい気がした。

「どうかした、アッシュ？」

　アッシュの視線を感じて、アーニャが小首をかしげる。

「えっと、猫耳……取り忘れてるぞ？」

「んにゃっ!?」

　アーニャは跳びあがらんばかりに驚くと、両手で頭を抱えるような仕草をした。

「どっ、どうしよう？　この猫耳カチューシャ、結構かさばるし……」

　ただでさえ、今日はたくさんの魔香炉を運ばねばならない。荷物は少ないに越したことはないだろう。

「それなら、いっそ装着したままでいいんじゃないか？」

「うぐっ、恥ずかしい……」

　アーニャは頰ほおを染めている。露出度の高い民族衣装は平気なのに、猫耳については羞恥心を覚えてしまう感覚は、なんだか可お笑かしかった。

　そんな風にアーニャと和んでいると、

　──ごごごごご……！

　背後から黒いオーラが漂ってきたので、アッシュは身の危険を覚えた。

「──随分と、仲がおよろしいことで」

　半眼でこちらを睨にらんでいるのは、シルヴィアである。

「アーニャさんとは、思わぬ伏兵でしたわ！」

　頰をふくらませているのは、ジェシカ。

「アッシュとアーニャ、とても……いい雰囲気……」

　ジェシカの脇では、ルッカもぼそりとつぶやいている。

「リンダは、とっても遺憾なのです……」

　ずっと大人しく振る舞っていたリンダも、さりげなく自己主張。

「あんたねぇ……あんまりデレデレしてると、踏みつぶすわよ！」

　最後に腕組みをして傲ごう然ぜんと告げたのは、エーコだった。

「こらこら、君たち。そのくらいで目くじらをたてていたら、身も心も保もたんぞ？」

　さすがにレベッカは、大人の女性らしい余裕を見せた。が、その目は決して笑ってはいないような気がして、アッシュはブルッと身震いした。

「まったく、少しは俺たちにも注目してほしいもんだぜ……なぁ、マックス？」

　と、レイモンが肩をすくめつつ、傍らの友人に同意を求めた。ただでさえ、レイモンはマックスと同じチームになってしまったことで、ヘコんでいたところだったのだ。

「いや。僕はむしろ、麗しのアシュリーに注目したいのだが……彼女の出番はまだか？」

　あいにく、マックスはレイモンに同意するどころか、大真面目に答えたものである。

　そんな光景が──アッシュにはとても愛いとおしく思えた。

　あれだけの死闘を経験したからこそ、こうした日常の一コマがいかに大切なのかを、しみじみと実感したのである。

　アッシュがそんな感かん慨がいにふけっていると、いつしかエーコの矛先はブリギットのほうを向いていた。

「ちょっとブリギット？　アッシュがアーニャに変なことをしないよう、あんたがちゃんと見張ってなさいよ！」

　アヴァロン聖竜皇にじろりと睨にらまれて、ブリギットは脂汗をだらだらと流しつつ、何度もうなずくのだった。





　　　　◇






　皆と別れたあと、アッシュとアーニャはフィアナの森に入った。

　学院生にとっては、馴な染じみ深ぶかいコースである。

「行くぞ、ブリギット！」

　アッシュも人竜一体となったような境地で、ブリギットの手綱をさばく。

　木漏れ日が射さしこむ通路を、ブリギットは軽快に駆け抜けていく。

　と、アッシュは背中に柔らかな感触を覚えた。

「ねぇ、アッシュ？　ちょっとスピード出しすぎなんじゃ……」

　不安げにつぶやくアーニャ。ドラゴンに乗り慣れていないせいか、先ほどからずっと、アッシュの背にしがみついたままなのだ。

　本人は意識していないのだろうが、アッシュの背中には淡いふくらみが押し当てられている。

　その感触を強く意識した途端、アッシュは悶もん々もんとさせられた。少しでも気を紛らわせるために、ブリギットに呼びかける。

「よし、その調子だ。最初の設置ポイントまで、あと少しだぞ！」

　アッシュの気迫に感応したのか、ブリギットも勇壮な雄お叫たけびをほとばしらせた。




「ふぅ……。これで二基目の設置が完了っと。残りは、あと四基だな」

　茂みの奧おく──アッシュは魔香炉を起動させると、額の汗をぬぐう。

「起動中に獣が出てこなくて、良かったわ」

　周囲を警戒していたアーニャが、茂みをかき分けながら戻ってきた。

「まあ、仮に遭遇したとしても、あたしの鞭むちで追い払ってやるけどね。獣の扱いには慣れてるし」

　事実、アーニャは既すでに三匹もの獣を撃退していた。

　アーニャがぴしりと鞭を鳴らすと、獣たちは恐れをなして、大人しく退散するのだ。鞭が発する鋭い音が、恐怖心を与えるらしい。

　たとえ野獣とはいえ、怪け我がを負わせるのは忍びない。森に分け入って以来、アーニャの技術は重宝していた。

「アーニャが一緒で、本当に心強いよ」

「……！」

　アッシュが笑顔で振り向いた途端、アーニャはビクンと身体を震わせた。

「まったく、そういう台詞せりふをさらりといえるのが駄目なのよ。天然っていうか……。そのせいで、あなたの周りにいる女の子たちはみんな──」

　あいにくアーニャの声は小さすぎて、アッシュの耳には届かなかった。

「ごめん。よく聞こえなかったんだけど……」

「聞こえなくていいのっ！」

「……？」

　アーニャがどうして真っ赤になったのか、アッシュにはさっぱり解わからない。

「くぅうううん……」

　と、ブリギットが弱々しい鳴き声を漏らした。どうやら走らせすぎたようだ。

「ブリギットも疲れたみたいだし、少し休憩しないか？」

　アッシュが提案すると、ようやくアーニャは笑顔を見せてくれた。

「じゃあ、〈ラ・テーヌ〉特製のサンドイッチとコーヒーなんてどう？」

　アーニャはブリギットに駆けよると、鞍くらに結わえていた鞄かばんを手に取った。

　実は出発する前、アーニャは各チームにランチボックスと水筒を配っていたのだ。

「ちょうどお腹なかも減ってたし、いただくよ。〈ラ・テーヌ〉の店長さんにはお世話になりっぱなしだな」

「アッシュたちはお得意様なんだし、気にしなくていいわ」

　アーニャは笑顔で応えると、ブリギットの脇に敷物を広げた。ブリギットは木漏れ日を浴びながら、気持ちよさげに昼寝を始めている。出発前に二食分の肉を食くい溜だめしたおかげで、まだ食事の必要はなさそうだった。

「はい、アッシュ」

　アーニャはランチボックスの蓋を開けると、アッシュに差しだした。色とりどりのサンドイッチがぎっしりと詰まっている。

「じゃあ、まずはカツサンドをもらおうかな」

「たくさん食べてね」

　楚そ々そとして応じるアーニャ。

　そんなアーニャが新妻のように思えてしまい、アッシュは鼓動を跳ねあげた。相変わらず猫耳を装着しているせいで、アーニャの可か憐れんさときたら反則級である。

「いっ、いただきます！」

　色気を食い気でまぎらわすべく、アッシュはカツサンドを頰ほお張ばった。

「んっ、美う味まい！」

　さくさくの衣に、肉厚な豚ロースの力強い歯ごたえ。甘辛ソースとの相性も抜群だ。キャベツの千切りのおかげで、見た目ほど脂っこさは感じない。

　と、周囲にふわりと、芳ほう醇じゆんな香りが漂った。

「コーヒーはいかがですか？」

　アーニャがにっこりと微笑ほほえんで、水筒の蓋を差しだしていた。なみなみと注がれたコーヒーが、ほかほかと湯気をたてている。

　アッシュは思わず噴きだしそうになった。

「ははっ。ウェイトレスの口調になってるぞ？」

「ごっ、ごめんなさい！　いつもの癖で──」

　その瞬間、狼ろう狽ばいしたアーニャはつるりと手を滑らせてしまう。

「うわっ……！」

　避ける間もなく、濃褐色の液体がアッシュの太ももに浴びせられる。

「きゃあっ！　はっ、早く脱がないと……！」

　アーニャは目を白黒させながら、アッシュのベルトに手をかけた。自分がどれほど大胆な行為をしているのか、その自覚もないようだ。

「いやいや！　ちょっと驚いただけで、そこまで熱くはないぞ？」

　アッシュはなんとか冷静さを取り戻した。

　ところが、アーニャは依然としてパニック状態。なおもアッシュのズボンを脱がせようとしている。

「ちょっ、本当に大丈夫だから！　まずは落ち着いて──あっ!?」

　今度は、アッシュが手を滑らせる番だった。なんとかアーニャを落ち着かせようと伸ばした手が、予想外の場所に潜りこんでしまったのだ。

　その場所とは──アーニャの胸もとを覆い隠す、民族衣装の内側だった。

　──こっ、この感触は……！

　ほのかに膨らんだ乳房は、ふにっとした柔らかさを確かに伝えてくる。

　手のひらには、花の蕾つぼみを思わせる突起の感触を覚えた。

「……………………!?」

　アーニャはますますパニックに陥って、なんとかアッシュの手から逃れようとする。

　その直後だった。

　──ずるり。

　衣装が思わぬ方向にズレてしまい──。

「んにゃっ!?」

　今、褐色少女の淡く膨らんだ乳房が、木漏れ日のもとにさらされていた。

「えっと……その…………」

　アッシュもアーニャも、完全に硬直してしまう。

　数秒間の硬直を経て、

「んにゃっ」

　涙交じりの絶叫が、森の奥にわんわんと反響した。
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　そんな紆う余よ曲きよく折せつはあったものの──。

　なんとか日が暮れる前に、アッシュとアーニャは魔香炉の設置を完了した。

「あれ？　この場所って、確か……」

　ふと、アッシュはブリギットを停とめた。

　目の前には、断崖絶壁。

　そこは恐ろしくも懐なつかしい、想おもい出の地だった。

　一年前、アッシュが真っ逆さまに転落した場所。

　誕生したばかりのエーコに救われた場所。

「そういえば、ここって俺とアーニャが初めて会った場所でもあるんだよな」

　アッシュは懐かしい想いでつぶやくと、ブリギットから飛び降りた。

「いわれてみれば、そうよね……」

　アーニャもアッシュに続いて、すとんと華麗に着地した。

「えっと……アッシュ？」

　と、なにを思ったか、アーニャは突然、アッシュに頭を下げたのである。

「あのときは、本当にごめんなさい！　あたしのせいで、アッシュは崖の下に……」

「アーニャ!?　そんな昔のこと、まだ気にしていたのか？」

「あのとき……本当だったら、あたしだけが落ちていたはずだった。なのに、アッシュはあたしを突きとばして、助けてくれたよね？　それで、あたしの身代わりになって……。あたし、あのときのこと……まだちゃんと謝れてなかった」

　アーニャは悄しよう然ぜんとうなだれている。目には涙を浮かべていた。

「そっ、そんな顔しないでくれ！　俺はエーコが誕生したおかげで助かったし、なにも気にしなくていいんだぞ？」

「でも……」

「そもそも、あの事故がなかったら、エーコはいまだに生まれてなかったかもしれないんだ。終わり良ければ、すべて良しさ」

　アッシュが懸命にフォローしているうちに、

「ありがとう……。アッシュって、とても優しいのね」

　アーニャは指先で涙をぬぐいつつ、ようやく微笑ほほえんでくれた。




　しばらく崖の前で懐かしい気持ちに浸ったあと、アッシュは思い出したように銀時計を確認した。

「そろそろ戻ろうか」

　名残惜しい気持ちで、アーニャに声をかける。

「……………………」

　返事はなかった。アーニャは難しい顔をして、全身を緊張させているのだ。

「どうかしたのか？」

　アッシュが鋭い口調で訊たずねると、アーニャはようやく口を開いた。

「変だと思わない？　さっきから、森に棲すんでる鳥や獣、それに虫の気配が……全然、感じられないの」

「いわれてみれば、確かに静かすぎるような気もするけど……」

　そこまでつぶやいて、アッシュは息を吞のんだ。

　今のアーニャは、まるで初めて会ったときのように、険しい表情をしているのだ。

　そこまで警戒するほどの状況なのだろうか……と、アッシュは怪け訝げんに思ったが、アーニャの出自は山岳民族タンタロスである。大自然の中で生まれ育っただけに、こうした異変には敏感なのかもしれない。

「アッシュ！　谷底に……なにかが潜んでいるわ！」

「なんだって!?」

　アッシュが崖の下を覗のぞきこもうとした矢先、

「ぐぉおおおおんっ！」

　ブリギットが唐突に吼ほえると、吐息ブレスを放出した。

　すさまじい風圧。そして轟ごう音おん。

　炎の塊は、崖の向こう側の岩肌に直撃した。

　砂さ塵じんが朦もう々もうと舞い、瓦が礫れきがぼろぼろと崩れ落ちる。

　谷底へ向けて、次々と石塊の雨が降り注いだ。

「ブリギット!?　いきなりなんてことを……」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。

　その刹那、大気をびりびりと震しん撼かんさせながら──

　アッシュの理解を超えるほどのなにかが、谷底からゆっくりと浮上した。
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「エーコさん、最後の魔香炉も起動しましたよ。これで任務完了ですね」

　リンダが快活に声をかけてきたので、エーコはハッと顔をあげた。自分が聖竜マエストロの背に跨またがっていることを思い出す。

　リンダが魔香炉の起動準備をしている間、エーコは春先の木漏れ日が心地よくて、うとうととしてしまったのだ。

　エーコとリンダの機動力を担うのは、ルッカから借りたガウェインである。

　飼い主への忠誠心が並外れて強いため、ガウェインがエーコとリンダを大人しく乗せてくれるのか、それだけが心配だったのだが──アヴァロン聖竜皇に加え、アッシュと同じ能力を持つらしいリンダに跨またがられては、さすがのガウェインも降参するしかなかった。

「意外と楽ちんな仕事だったわね」

　エーコは「う～ん」と大きな伸びをした。

「兄さんが気を利かせてくれたおかげで、リンダたちの担当分は三基だけでしたから」

「まあ、そうだけど」

　エーコはちらりと、リンダを横目で窺うかがった。

　無邪気に微笑ほほえむリンダは、一見、利発そうな女の子に見える。

　事実、リンダは生徒会役員たちの間でも「礼儀正しい」、「新入生とは思えないほど大人びている」、「さすがはアッシュの妹」……などなど、絶賛の嵐を浴びているのだ。

　だからこそ、まだ新入生であるにもかかわらず、生徒会活動の助すけっ人とにも選ばれた。

　ところが、エーコはリンダに対する警戒心を捨て切れていない。

　どうしても、あの夜のことが脳裏をよぎってしまうのだ。




　──……リンダはね、お兄ちゃんのお嫁さんになるの。絶対……だよ……。

　──お兄ちゃんのためなら……リンダね、どんなことだってできるもん……。

　──お兄ちゃん……嫌だよ……。リンダを置いてかないで……リンダをひとりにしないで……リンダはね、お兄ちゃんが一緒じゃないと、生きていけないの……。




　リンダが漏らした言葉は、単なる寝言だとは思えなかった。むしろ寝言だからこそ、普段は隠している本性が現れたのでは……と考えることもできる。

　リンダの下腹部に刻まれた〈星刻〉についても、気がかりだった。

　一体、リンダの身体に宿っているのは、いかなるドラゴンなのか？

　それと、もうひとつ。

　リンダはなぜ、アッシュと同じ能力をそなえているのだろう？

　どんなドラゴンでも乗りこなせる──などという能力は、ただでさえ非常識なのだ。そんな能力がアッシュとリンダにだけ現れた理由とは、なんなのか？

　──まあ、焦る必要はないわね。変に突っついて、気まずい関係にだけはなりたくないし……。

　そんな風に考えて、エーコは自分を納得させることにした。

　そのときだった。

「──うぉおおおおおおおん……！」

　どこか遠くから、尾を引くような鳴き声が響いたのである。

「今の声って……ブリギットだわ！」

　エーコは胸騒ぎを覚えた。まるで危機を伝えるかのような、切迫した鳴き声だと思ったのだ。

「リンダには竜族の声までは聞き分けられませんが……本当にブリギットだとしたら、兄さんの身になにかあったのでしょうか？」

　アッシュの身を案じて、リンダは不安げな表情を浮かべた。

「気になるわね。ガウェイン、今すぐ声がしたほうを目指すのよ！」

　ガウェインは素直に応じると、周囲の枝を吹き飛ばす勢いで飛ひ翔しようした。
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　──ヴーン……。

　なにかの装置を思わせるノイズが、アッシュの耳じ朶だを刺激する。

　ついに、崖下から浮上したそれの全貌が明らかとなった。

「……おいおい、噓うそだろ!?」

　アッシュは茫ぼう然ぜん自じ失しつ。アーニャに至っては、声も出ない様子である。

　それは、ドラゴンによく似ていた。

　尖とがった角をそなえた頭部。太くて長い鎌首。

　堂々たる体たい軀く。四肢。刃物のように鋭い爪。

　先端が鋭く尖った翼。

　各々のパーツは、まさしくドラゴンのそれを彷ほう彿ふつとさせる。

　しかも、その体軀は一般的な聖竜マエストロよりも巨大なのだ。

　問題なのは、それが生物ではないことだった。

　その全身を覆うのは、白銀の体毛でもなければ鱗うろこでもなく、漆黒の装甲板である。頭の先から翼の尖せん端たんに至るまで、それの体軀は金属で構成されていた。

　その双肩には、長大な魔導砲が一門ずつ搭載されている。

　頭部の中央では、不気味な球体が真紅に輝いている。アッシュとアーニャをじろりと睥へい睨げいしているかのようだ。もしかしたら、あの球体が視覚器官の代わりなのかもしれない。

「機械仕掛けの……ドラゴン!?」

　アッシュは啞あ然ぜんとした。

　誰が、なんのために、あんなモノを造ったのか。

　どうしてフィアナの森に潜伏させていたのか。

　ふと、アッシュはシルヴィアに見せられた報告書のことを思い出した。

　──『真夜中の森に、謎の巨竜現る!?』

　春先から、何度か夜間飛行を目撃された巨竜。

　目の前に現れた威容は、確かに目撃情報と一致する。

　いや、目撃情報から類推していたよりも、さらに大柄に感じた。もはや、体格でこの巨竜に勝るドラゴンといえば、聖竜皇エーコくらいしか思いつかない。

「……機械仕掛けっていうと、帝国の専売特許だよな。アーニャはミルガウスから、なにか聞いてなかったか？」

「ううん。あんなのが開発されていたなんて、聞いたこともないわ……」

　アーニャは呆ぼう然ぜんとしつつ、首を左右に振った。

　そのとき──機械仕掛けの竜はゆっくり降下すると、アッシュたちの前方に着地した。

　ずしり……と、地鳴りのような音が響く。

「ふむ、よくぞ妾わらわたちの潜伏を見破った。誉ほめてつかわそう」

　頭上から降り注いだ声に、アッシュはハッとした。

　機械仕掛けの竜の頭部には──たおやかな人影。

　漆黒のドレスを着た少女が、優雅に騎乗していた。いや、騎乗ではなく搭乗と表現すべきだろうか？

　闇夜に輝く銀色の三日月を思わせる、幽ゆう婉えんな少女だった。

　年の頃は十代半ばといったところだろうか。なにやら浮世離れした印象がある。

　気の強そうな双そう眸ぼうは吊つり目がちで、瞳は翠玉エメラルド。豪ごう奢しやなロングヘアは金髪で、胸の左右にくるくると巻いた房を垂らしている。いかにも王侯貴族が好みそうな髪型だった。















　右手には一振りの槍を携たずさえている。その禍まが々まがしい形状は、かつてミルガウスが構えていた魔導剣に通ずるものがあった。

「君は一体……？」

　アッシュが呆ほうけた口調で訊たずねると、少女はくすりと笑った。

「その顔……もしや、貴様がアッシュ・ブレイクか？」

「なぜ俺を知っている!?」

「愚かなことを訊きくのだな。クラウス率いる〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉からフォンティーン城を護まもり抜いたかと思えば、ユリエル王子の陰謀を水際で食い止めた。さらには、屍竜魔樹ネクロプランタと化したマザー・ドラゴンをも撃退してみせた。今や世界中の国々が、貴様と幼竜エーコ、そしてアヴァロン聖竜皇騎士団の動向に注目しているのだ」

　少女の言葉は、いわゆる帝国訛なまりを感じさせた。やはり帝国人なのだろうか。

「そんなことまで知っているのか！」

「そして──妾わらわたちにとっても、貴様は重要な意味を持っておるのだ」

「……たち？」

　どうやら、少女には仲間がいるらしい。

　もっとも、そのことを追及しようと思った矢先、少女のほうが鋭く訊ねてきた。

「ところで、貴様の相パ棒ルはどこだ？　まさか、その地竜アーシアが聖竜皇エーコではあるまい？」

　少女の瞳が、アッシュとブリギットを交互に睨にらみすえる。

「お前みたいな輩やからに、わざわざエーコの居場所を教えるつもりはないさ。それよりなにより、お前が乗っているそいつはなんなんだよ!?」

「無礼者！　〝そいつ〟とはなんだ！」

　少女はキッと鋭い目をすると、アッシュを冷然と見下ろした。

　どうやら機械仕掛けのドラゴンに、よほどの愛着を抱いているらしい。

「この子は装甲機竜マシーネンドラツヘの最高傑作にして、我が親愛なる相パ棒ル──ブリュンヒルデ！」

「待て待て！　『パル』っていうのは、とても神聖な言葉なんだ。機械仕掛けの玩具おもちやを相手に、軽々しく使うんじゃない！」

「おもちゃ……だと？　どうやら、貴様はいってはならぬことをいってしまったようだ」

　今にもビキビキという音が聞こえてきそうなほど、少女は憤怒の形相を浮かべた。

　冷徹そうな印象とは裏腹に、意外と沸点は低いようだ。

「行くぞ、ブリュンヒルデ！」

　少女が槍を振りかざすと、その穂先がほのかに発光した。

　装甲機竜マシーネンドラツヘ──ブリュンヒルデが重厚な金属音とともに、重たげな一歩を踏みだす。

　アッシュは戦慄した。

　ブリュンヒルデの腹部装甲には、黒光りする銃身が多数、搭載されているのだ。

「カールスナウト、発射！」
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　アッシュはブリギットをジグザグに走らせると、銃弾の雨あられをかいくぐる。

　だが、ブリュンヒルデの銃撃は激しさを増す一方で、徐々に追い詰められていく。

「ふん。そろそろ地竜アーシアの動きが鈍ってきたのではないか？」

　と、少女の指摘が冷ややかに響いた。

　事実、ブリギットの疲労は限界に達たつしつつあるのだ。

「ぐぉおおおおお……！」

　次の瞬間、ついに一発の銃弾がブリギットの後うしろ肢あしに命中した。大口径の弾は、硬い鱗うろこをも貫いてしまう。

　──どうっ！

　ブリギットの背中が激しく揺れて、アッシュとアーニャは鞍くらから転落する。

「うぐっ！」

　アッシュは背中から地面に叩たたきつけられた。背中に痛みが走る。アーニャは頭を打ったらしく、気を失っていた。

「ぐるるるる……」

　と、血のにじむ後ろ肢を引きずりながらも、ブリギットがアッシュとアーニャの正面に立ちふさがった。ブリュンヒルデを威嚇するように、喉の奥で唸うなっている。

「駄目だ、ブリギット！」

　アッシュは悲痛な思いで、ブリギットの後ろ姿に呼びかけた。が、ブリギットは自分を楯たてとしたまま、山のごとく動かない。

　このままでは、親友のレイモンから相パ棒ルを奪うことになってしまう……！

「ふん。これだから生臭い動物は気に食わぬ。いっそ剝はく製せいにして、我が城の廊下にでも展示してくれるわ！」

　少女は残酷な言葉を漏らすと、ブリュンヒルデをゆっくりと前進させた。すぐさま撃たないのは、もはや勝利を確信しているからだろう。

　──ずしん、ずしん……。

　ブリュンヒルデが一歩、また一歩と近づいてくる。

　アッシュの耳には、死神の足音にも聞こえた。

　エーコと離れている自分が、どれほど無力なのかを痛感させられる。

　と、少女は嘲笑から一転、急に真顔になると、辛しん辣らつに告げた。

「ブリュンヒルデよ、砲門を開け！」

　その瞬間、ブリュンヒルデが動いた。

　重厚な機械音とともに、その双肩に搭載されている魔導砲が一門ずつ、アッシュたちに狙いを定める。

「……っ！」

　アッシュは慄然として、息を吞のんだ。

「さらばだ、アッシュ・ブレイク。その駄竜もろとも、吹き飛ばしてくれる！」

　もはや絶体絶命。今のアッシュにできることは、麻ま痺ひした身体をなんとか動かして、アーニャをかばうように、抱きしめることくらいだった。

　そして──。

「バルムンク、発射！」

　少女が叫ぶと同時に、耳をつんざくような砲声が連続して轟とどろいた。

　──どんっ！　どぉんっ！

　二発の魔弾は宙で綺き麗れいな放物線を描き、アッシュたちの地点に吸いこまれていった。
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「ふむ。噂うわさに名高いアッシュ・ブレイクだが──この程度の相手だったとはな。拍子抜けもいいところだ」

　ブリュンヒルデの頭上、少女は朦もう々もうと舞い上がった砂さ塵じんが晴れるのを待ち構える。

「盟主殿には悪いことをしたかもしれぬが、アヴァロン聖竜皇家の血脈が我らの計画に邪魔なのは、疑いようのない事実。無論、エーコの騎士であるアッシュも排除すべき対象には違いない。盟主殿もきっと、判わかってくれるであろう」

　自らを納得させるように、少女が冷然とつぶやいたそのときだった。

「──このバカ！　勝手に死にかけてるんじゃないわよ！」

　砂塵の向こうから、痛烈な声が聞こえてきたのである。
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「俺は……無事…………なのか…………？」

　朦々と立ちのぼる砂塵に包まれながら、アッシュはゆっくりと顔を上げた。

「このバカ！　勝手に死にかけてるんじゃないわよ！」

　痛烈な叱しつ咤たが、アッシュの心を奮い立たせた。

　間違いなく、エーコの声だった。

「兄さんもアーニャさんも、大丈夫ですか!?」

　リンダの切羽詰まった声も聞こえてきた。

「この不審者め！　我が国の領内に侵入したのみならず、怪しげな兵器まで持ちこむとは言語道断！　どうやら、あの報告書は真実を伝えていたようだな！」

　続けざま、シルヴィアの凜りんとした声も届いてくる。

「……どうやら、盟主とかいう輩やからが彼女の親玉らしいな」

　さらには、レベッカの慎重な声も伝わってきた。

「僕のアシュリーが殺される寸前だったとは……危ないところだった」

　マックスの一言については、あえて聞かなかったことにする。

　やがて一陣の風とともに、砂さ塵じんが晴れると──。

　アッシュの前方では、四体の聖竜マエストロたち──クー・フリンとランスロットとアリアンロッドとガウェインが布陣して、鉄壁の防御魔法を展開していた。

　クー・フリンにはレベッカとルッカ。

　ランスロットにはシルヴィアとコゼットとジェシカ。

　アリアンロッドにはマックスとレイモン。

　そして、ガウェインにはエーコとリンダが騎乗している。

　先頭に立つレベッカとシルヴィアは、既すでに聖騎甲アークを装備していた。真紅スカーレツトと蒼氷色アイスブルーが好対照を為なしている。

『間一髪だったわね、アッシュ。この借りは大きいわよ？』

　と、ナヴィーの念話が伝わってくる。仲間たちが絶妙のタイミングで駆けつけてくれたのは、危機を察したナヴィーが呼びかけてくれたおかげだったのだ。

「ありがとな、ナヴィー」

　アッシュは冷や汗を拭ぬぐいつつ、ナヴィーに応えた。

　と、レベッカがクー・フリンを一歩進ませて、少女に呼びかけた。

「まずは、名前と所属を聞かせてもらおうか。そして、その物騒な乗り物の詳細も──」

「いや、待ってください！　あの顔……確かに見覚えがあります！」

　と、シルヴィアが動揺をあらわにして、レベッカの言葉を遮った。

「まさか、そんなはずが……いや、しかし…………あの美貌、忘れるはずもない。お前は……いや、あなたはまさか……！」

　シルヴィアの聖騎甲アークがかたかたと金属音をたて、全身の震えを克明に伝えている。

「ふん。貴様は確か、ロートレアモン騎士王家の第四王女、シルヴィア──まさか、このような場所で顔見知りに出くわすとはな」

　少女はシルヴィアに鋭い一いち瞥べつをくれたあと、ぐるりと一同を見わたした。

「控えよ、愚民ども！」

　十代半ばとは思えぬほどの威圧感に、アッシュは後退しそうになる。

　そして、少女は堂々と名のりをあげた。




「妾わらわは魔導結社〈デミウルゴス〉の七しち翼よく将しようがひとり──アンネゲルト・ラーラ・ヴァルプルガ・フォン・ゼファロス！」




「魔導結社？　いや、それよりもゼファロスってことは……!?」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、その場で立ち尽くした。

　突拍子がなさすぎて、理解が追いつかない。だが、世界広しといえども「ゼファロス」という家名が意味することは、ひとつだった。

「お前の想像通りだ、アッシュ。敵国同士とはいえ、我が騎士王家とゼファロス帝国の皇族が顔を合わせる機会なら、過去に何度かあった……。ならばこそ、私は知っている」

　シルヴィアは一呼吸を置いて、断言した。

「間違いなく、彼女はゼファロス帝国の第六皇女だ」

「……！」

　アッシュが二の句が継げないでいると、アンネゲルトは唇の端を吊つり上あげて嗤わらった。

「まあ、安心するがいい。妾は今、あくまでも私人としてここにいる。妾の行動と帝国政府は一切、無関係であると明言しておこう」

　アンネゲルトの人を食ったような言葉に、アッシュは反論した。

「そんなの信じろっていうほうが無理だろう!?　そんなとんでもない兵器を、どうやって手に入れた？　帝国軍が開発したんじゃないのか？」

「……愚かな。武骨で機械油にまみれた帝国軍人どもに、こんなにも可愛かわいい子を生みだせるはずがなかろう？　見よ、この美しきフォルムを！　すべては〈デミウルゴス〉が培ってきた技術力の賜たま物ものなのだ」

　まるで大切な人形を自慢する少女のごとく、今のアンネゲルトは無邪気に見えた。

「魔導結社〈デミウルゴス〉……か。聞いたこともない名だが、彼女の言葉が本当だとすれば、一国家並みの資金と技術力を有していることになるぞ？」

　深刻そうにつぶやいたのは、レベッカである。あの泰然としたレベッカらしくもなく、今では額に冷や汗を浮かべている。

「自己紹介はこの辺でよかろう。ようやく役者もそろったことだしな」

　と、アンネゲルトは魔女のごとく冷笑した。

「ふふっ。我がブリュンヒルデと、貴様らに飼い慣らされた竜族。いずれが強いのか、競ってみるのも一興だとは思わんか？　ただし──」

　いったん言葉を切ると、アンネゲルトは真顔になった。

　その冷徹な眼まな差ざしが、エーコをまっすぐに見据える。

「アヴァロン聖竜皇を覚醒させると厄介なのは、百も承知だ」

　アンネゲルトは槍を一振りすると、呪文のごとく叫んだ。

「降り注げ、冥めい星せいの恩おん寵ちようよ。その黒き力をもって、アヴァロンの光を闇に染めよ……」

　アンネゲルトの呪文に呼応して、ブリュンヒルデの単眼が発光する。機械仕掛けの体たい軀くから、ゆらゆらと漆黒のオーラが立ち上った。

　やがて、そのオーラはアンネゲルトが構えた槍に吸いこまれていく。

　奇妙で不気味な光景だった。

　アッシュは嫌な胸騒ぎを覚えた。

　本能的な恐怖とでもいえばいいのだろうか。

　この嫌な悪寒を、アッシュは過去にも経験したような気がする……。

「刮かつ目もくせよ！　我が冥めい槍そうの銘なは、グングニル！　顕けん現げんせよ、〈魔導蛇ウロボロス〉！」

　刹那、アンネゲルトの槍から闇あん黒こくのオーラが噴出した。

「エーコ！」

　アッシュは咄とつ嗟さに飛びだすと、エーコを庇かばおうとしたのだが──

　その寸前、冥槍グングニルから放たれたオーラが、雷撃のごとくエーコに命中した。

「いやぁああああああっ！」

　エーコが恐怖の悲鳴をあげる。

　その小柄な身体が、ぐんぐんと上昇していった。

「エーコさんっ！」

　リンダもエーコの足をつかもうとしたのだが、その手も届かない。あっという間に、エーコの身体は地上から数メートルの高さまで持ちあげられていた。

「くっ……なんなの、これ……かっ、身体が動かない…………」

　エーコを拘束しているのは、漆黒の蛇だった。しかも群れをなしている。

　全部で数十匹ほどの蛇が密集して蠢うごめいている様子は、もはや邪教の祭壇のようだ。さしずめ、エーコは祭壇に捧ささげられた生いけ贄にえといったところだろうか。

〈魔導蛇ウロボロス〉の群れは容赦なく、エーコの腋わき下したや膝の裏に潜りこんでいく。さらには、手首と足首にもくるくると巻きついた。

　エーコの爪先と地面との距離が、ますます離れていく。

「助けて……アッシュ…………」

　宙ちゆう吊づりにされたまま、涙目になって悶もだえるエーコ。

「エーコを離せ！」

　アッシュは顔から血の気が引く思いで〈魔導蛇ウロボロス〉の群れに挑みかかったが、

「ぐはっ！」

　わずかに触れただけで、吹き飛ばされていた。漆黒の波動に全身を打たれたような気分だった。背中から地面に叩たたきつけられ、息が詰まる。

「ふふっ、無駄だ。解除したくば、ブリュンヒルデに一矢でも報いてみるのだな」

　──どんっ！

　アンネゲルトが嘲笑を浮かべるや、ブリュンヒルデの背後から魔力の炎が轟ごう然ぜんと噴射された。一瞬にして、漆黒の機体は上空へと舞いあがる。

「どうすればいいんだ……？」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとして、ブリュンヒルデの航跡を眺めやった。絶望的な気分が、胸中を黒く染めていく──。

　そんなアッシュを鼓舞したのは、レベッカの鋭い叫びだった。

「アッシュ！　君の最優先事項はエーコの救出だ！」

「わっ、解わかりました！」

　弾はじかれたように、アッシュは背筋を正す。一年前に戻ったような気分だった。

「わたしとシルヴィア、マックスとルッカは敵を追撃する！　リンダたちはアーニャとブリギットの治療を頼む！　行くぞ、クー・フリン！」

　レベッカの命令に応じ、クー・フリンは勇躍して飛び立った。

「我々も続け！」

　シルヴィアもランスロットを駆り、天空を目指す。

　すかさず、マックスを乗せたアリアンロッドも羽ばたいた。

　最後にルッカがガウェインに飛び乗ると、力強く飛ひ翔しようした。ようやく本来の飼い主と再会できたガウェインは、水を得た魚のように活いき活いきとしている。

　──すまない、みんな……！

　アッシュは背中の痛みをこらえつつ、立ち上がった。

　背後では、リンダとコゼットがアーニャを、レイモンとジェシカがブリギットを介抱している。

　入学して早々、とんでもない事態にリンダを巻きこんでしまったことを、アッシュは悔やんだ。そんな兄の想おもいに気づいたのか、リンダは真しん摯しな眼まな差ざしを向けてきた。

「大丈夫ですよ、兄さん。リンダのことは心配しないでください。こう見えても、適応力は高いほうですから」

　妹の大人びた発言に、アッシュは胸を打たれた。

「──アッシュ様」

　と、ジェシカがいつになく真剣な顔をして、声をかけてきた。

「アーニャさんもブリギットも、命に別状はなさそうですわ。わたくしたちは足手まといにならないよう、これから森の中に避難します」

「ありがとう、ジェシカ」

　アッシュは力強くうなずいた。

　──そうだ。俺も自分のやるべきことをやるんだ……！

　アッシュは拳を握りしめると、エーコの姿を見上げた。

「うぐっ……ああっ…………」

　うねうねと蠢うごめく〈魔導蛇ウロボロス〉に翻ほん弄ろうされて、エーコはますます苦しそうに悶もだえている。

「もう少しの辛抱だからな、エーコ！」





　　　　◇






　森の上空では、「一機」対「四騎」の空中戦が始まっていた。

　ブリュンヒルデを捕捉すべく、クー・フリン、ランスロット、アリアンロッド、ガウェインの編隊は一糸乱れず高速飛行を続けている。

　だが、ブリュンヒルデの機動力は予想以上だった。

「くっ。なんという速さだ。あんなに重たげな機体だというのに……」

　シルヴィアはランスロットの手綱をさばきつつ、焦燥に駆られていた。なんとかブリュンヒルデの背中に張りつきたいところだが、じわじわと距離を離されているのだ。

「むっ!?　気をつけろ！」

　と、先頭を飛んでいたレベッカが注意をうながした。

　シルヴィアも気づいた。

　ブリュンヒルデの装甲に異変が生じたのである。

「──ドラグヴェンデル、発射！」

　と、少女の声が冷たい空を斬り裂いた。

　バシュッという轟ごう音おんとともに、なにかが一斉に撃ちだされる。

　小型の円筒形で、色は白い。単なる砲弾とは、明らかに雰囲気が違った。放流された稚魚の群れさながら、煙の尾を引きながら放射状に広がっていく。

　まるで、ひとつひとつが固有の意思を宿しているかのようだ。

「散開しろ！　あれはおそらく……誘導弾だ！」

　レベッカが叫んだ直後、謎めいた円筒群は次々と反転した。

　一瞬の静止時間を挟んで、こちらに迫ってくる。

　小型かつ高速なので、各々の弾を撃墜するのは至難の業だろう。

「あれが全部、追尾式だというのか!?」

　シルヴィアが啞あ然ぜんとしてつぶやくと、

「ふふっ。魔導工学マギカ・テクニカの粋を尽くした誘導弾だ！　最高速は音速に達たつし、標的の魔力を感知したが最後、地の果てまでも追いかける！」

　少女がブリュンヒルデを優雅に滑空させながら、冷笑とともに告げた。

「なんのこれしき！　ランスロットよ、六角障壁ヘキサゴナル・シールドを展開！」

　シルヴィアの命を受け、ランスロットが猛たけ々だけしく吼ほえる。たちまち微細な六角形が現れては、頑強な防御魔法シールドを構築した。

　その直後、数発の誘導弾ドラグヴエンデルが六角障壁ヘキサゴナル・シールドに着弾！

「むっ!?　どういうことだ……？」

　シルヴィアの予想に反し、誘導弾は爆発しない。シールドの表面に先端部を押しつけた状態で、ぴたりと踏ふみ留とどまっているのだ。

　──カッ……！

　その刹那、誘導弾の先端部分が発光し、放電じみた現象が発生する。バチッと耳障りな異音がした。

「なんだと!?」

　驚くべきことに、六角障壁ヘキサゴナル・シールドは呆あつ気けなく霧む散さんしている。

　その直後、誘導弾は先端部を切り離すと、再び推進力を復活させた。

　長さが半分になった誘導弾は、今度こそランスロットの横っ腹を目指す。

　咄とつ嗟さに身体をひねるランスロット。

　凶悪な弾頭はランスロットの臀でん部ぶをかすめると、今度こそ炸さく裂れつした。

「ぐぉおおおおおおおおおおおん……！」

　苦痛のあまり、ランスロットが吼える。直撃でこそなかったが、白銀の体毛は焼かれ、皮膚にも火傷やけどを負っていた。

　空中で大きくバランスを崩したランスロットは、今や体勢を立て直すので精一杯。シルヴィアも振り落とされないよう、しがみつくのがやっとだった。

「シルヴィア！　大丈夫か!?」

　こちらの身を案じ、レベッカが呼びかけてくる。シルヴィアは大声で返した。

「気をつけてください！　防御魔法が強制的に解除されました！　あのドラグヴェンデルとやらに、防御魔法は効かないようです──」

「聞いた通りだ！　マックスもルッカも防御魔法には頼るな！」

　レベッカがすかさず指示を飛ばす。

「うん、わかった……！」

　ルッカはか細い声で返事をよこしたが──マックスは対処が遅れた。誘導弾ドラグヴエンデルに追い詰められた結果、アリアンロッドに防御魔法を展開させたところだったのだ。

　誘導弾は易やす々やすとシールドを解除して、アリアンロッドの前肢に炸裂する。

「うわあああああっ！」

　衝撃の余波を受け、マックスの眼鏡が吹き飛んだ。

「マックス!?」

　シルヴィアの声をかき消すように、アリアンロッドは苦く悶もんの叫びをあげながら、きりもみ飛行を続けている。ついには、ルビニア湖に吸いこまれていった。

　今すぐ救助に行きたくても、誘導弾ドラグヴエンデルの猛追がそれを許さない。

　──マックス！　アリアンロッド！　無事でいてくれ……！

　シルヴィアは祈るように、心の中で念じた。

　と、アンネゲルトはルビニア湖を悠然と見下ろしながら、愉快そうに微笑ほほえんだ。

「竜族の防御魔法を破ることは、我々の目標であった。魔導工学マギカ・テクニカの知識が、それを可能にしたのだ。ある音波に逆位相の音波を重ねると、どうなるか？　その音波は綺き麗れいに打ち消されてしまう。我々は、その原理を竜族の魔法に応用したというわけだ」

　アンネゲルトの口調は、冷徹な科学者のようだった。

「ご高説には感謝するが、耳を貸す余裕などあるものか！」

　次々と飛来する誘導弾ドラグヴエンデルから逃れつつ、シルヴィアは手綱を握りしめる。

　レベッカとルッカも防戦一方に追いこまれているが、まだ余裕を残しているように感じられた。

　──さすがはレベッカさんとルッカだ。このままでは、次に墜おとされるのは私かもしれんな……。

　そこまで考えて、シルヴィアはぶんぶんと首を横に振った。

　──駄目だ駄目だ！　なにを弱気になっているのだ、シルヴィア・ロートレアモン！　お前は将来、騎士王パラデインになると決めたのだろうが！

　一年前のシルヴィアであれば、自身の弱気に足を引っぱられていたかもしれない。が、かろうじて自分を奮い立たせた。

　──アッシュ。お前のおかげで、私は強くなれた気がするぞ！

　そんなシルヴィアの気概に感応したのか、ランスロットも猛たけ々だけしい咆ほう哮こうをあげた。

　そろそろ暮れ始めた空には、誘導弾ドラグヴエンデルが残した白煙が縦横無尽に糸を引き、蜘く蛛もの巣さながらの様相を呈している。

　と、ブリュンヒルデが突如として、高度を下げた。

「待て！　逃げるつもりか!?」

　シルヴィアが叫ぶと、アンネゲルトは嘲笑で応じた。

「貴様らとのお遊びは、これまでだ。ふふっ、そろそろアヴァロン聖竜皇に施した術式が完成した頃だろうと思ってな」

「術式？」

　シルヴィアが眉根を寄せたときにはもう、ブリュンヒルデは黄昏たそがれの空を滑空していた。

「気を取られるな！　今は目の前の誘導弾に集中するんだ！」

　レベッカの鋭い指示を受け、シルヴィアは我に返った。今もなお、数十発もの誘導弾ドラグヴエンデルが縦横無尽に空を駆け、三騎のドラゴンを追い回しているのだ。

「シルヴィア！　こうなったら、三騎で連携して誘導弾を一掃するぞ！」

　レベッカの声音が、風に交じって届いてきた。

「了解しました！」

　こんなときでもレベッカの声は自信に満ちあふれている。いつか自分もレベッカのようになれれば──と願いつつ、シルヴィアは迎撃に転じた。





　　　　◇






「はぁ、はぁ……」

　既すでにアッシュの騎竜服ドラグスーツはぼろぼろになっていた。身体のあちこちに擦り傷を負い、青あお痣あざもできている。先ほどリンダたちは森の中に避難したので、この場に残っているのはアッシュとエーコだけだ。

　夕空の果てでは、今もシルヴィアたちが誘導弾を相手に空中戦を続けている。時折、花火のような轟ごう音おんがしては、黄昏たそがれの空を赤く染めた。

『──大丈夫、アッシュ？』

　と、ナヴィーが心配そうに念話をよこしてきた。

「……大丈夫だ。エーコを助けるまでは、倒れるわけにはいかない」

　強がってみせたものの、〈魔導蛇ウロボロス〉に吹き飛ばされたのは五回目だった。まるで見えざるシールドに保護されているかのように、蛇の群れは外部からの接触を許さない。

「駄目よ……アッシュ。それ以上は、あんたの身体が……無事ですまないわ……」

　と、エーコがアッシュの身を案じ、苦しそうにつぶやいた。今も宙ちゆう吊づりにされたまま、漆黒の蛇に身体のあちこちを攻められている。

『このままじゃ危険だわ。〈魔導蛇ウロボロス〉はエーコの魔力を吸収しているのかも……』

　ナヴィーの推測を裏付けるように、〈魔導蛇ウロボロス〉の群体は勢力を増しつつあった。各々の個体はより長く、より太く成長しているのだ。

　対照的に、エーコの顔色は悪くなる一方だった。

『……それにしても、不気味だわ。エーコの力をここまで封じこめてしまうなんて……。わたしには、ブリュンヒルデが対アヴァロンに特化した兵器のように思えて仕方がないの。こんなことができるとすれば……まさか……』

「ナヴィー？　なにか思いあたる節でもあるのか!?」

『いえ。確証がない以上、いい加減なことはいえないわね。ただ……』

「憶測でも構わない。ナヴィーの考えを教えてくれ！」

　アッシュは藁わらをもつかむ思いで、ナヴィーをうながした。

『……もしかしたら、アンネゲルトは最初からエーコを狙って、密入国を企てたのかもしれないわ』

「どういうことだ？」

『生徒会役員が白羊宮アリエスの騎竜祭にそなえて、森に魔香炉を設置する──この慣習は、アンサリヴァン市民の間でも知られていることよ。アンネゲルトの一派が調査すれば、生徒会役員の行動を事前に察知するのは簡単だったでしょうね』

「確かに……」

『市内と違って、森の中で孤立したあなたたちなら、周囲の目を気にせず襲撃できるし、ブリュンヒルデを隠すにも好都合だわ。エーコに悪さをするなら、絶好のチャンスというわけね』

「くっ！　俺たちはなんの警戒もせずに、アンネゲルトが待ち受ける森に入りこんでしまったというわけか……」

　アッシュが奥歯を嚙かみしめたそのとき、漆黒の機体が轟ごう音おんとともに着陸した。

「──どうやら、〈魔導蛇ウロボロス〉は充分に成長したようだな」

　ブリュンヒルデの頭上、アンネゲルトが悠然と告げた。そして、冥槍グングニルをゆっくりと振りかざす。

「時は至れり。発動せよ──〈魔導蛇ウロボロスの桎しつ梏こく〉！」

　刹那、冥槍グングニルが闇あん黒こくのオーラをほとばしらせた。

「くっ……！」

　アッシュは咄とつ嗟さに身構えたが、闇黒のオーラは頭上を素通りし、〈魔導蛇ウロボロス〉の群体を一気に包みこんだ。

　その直後、〈魔導蛇ウロボロス〉に異変が起きた。

「いやああああああっ！」

　エーコが苦く悶もんの叫びをあげる。手首にはめた〈アヴァロンの腕輪〉に、〈魔導蛇ウロボロス〉が次々と吸いこまれていくのだ。

　既すでに〈魔導蛇ウロボロス〉の大半は、〈アヴァロンの腕輪〉に吸いこまれてしまった。

　ついには最後の一匹も消失し──宙に放りだされたエーコは、一直線に落下する。

「エーコ！」

　アッシュは全力で駆けると、エーコの落下地点に滑りこんだ。

　間一髪でエーコを宙で抱き留めると、背中から地面に転がる。

「大丈夫か!?」

「あたしは大丈夫！　だけど、マザーからもらった腕輪が……！」

　エーコは顔面蒼そう白はくになって、アッシュに〈アヴァロンの腕輪〉を示した。

「なっ、なんなんだよ……こいつは!?」

　アッシュは啞あ然ぜんとした。白銀に輝いていた〈アヴァロンの腕輪〉は、今では燻いぶし銀ぎんのごとく真っ黒に染まっているのだ。見るからに不気味で、不吉な感じを受けた。

「許せない……」

　エーコはアッシュから離れると、ゆらりと立ち上がった。

「ちょっと、あんた！　マザーからもらった腕輪に、なんてことしてくれたのよ？　今となっては、マザーの形見でもあるのよ！」

　その双そう眸ぼうは怒りに燃えて、爛らん々らんと光っている。

「ふっ、はははっ！　吞のん気きな奴やつだな、貴様は」

　そんなエーコを前に、アンネゲルトは嗤わらった。嘲笑や冷笑ではなく、大笑いをしてみせたのは、これが初めてだった。

「幼竜エーコよ。心配するべき部分を間違えてはおらんか？　なんなら、ひとつヒントをやろう。ためしに、その腕輪を外してみるがいい」

　エーコは眉をひそめたものの、思い当たることがあったのか、ハッとして腕輪に手を触れた。

「駄目だわ……外せない。びくともしないわ！」

　エーコは絶望的な表情を浮かべている。

　──マザー・ドラゴンから賜った〈アヴァロンの腕輪〉。

　この腕輪を装着している限り、エーコが不用意に竜化ドラグナイズすることはない。いわば制御装置なのである。

　そんな装置を外せなくなったということは、一体なにを意味するのか？

「あたし、このままじゃ竜化ドラグナイズできない……！」

　エーコのつぶやきを耳にして、アッシュは戦慄した。

　敵が強大になればなるほど、聖竜皇エーコの圧倒的な戦闘力には、何度も助けられてきた。そして、ブリュンヒルデは過去に出会ったどの敵とも異なるタイプであり、その強さは計り知れない。

　仲間たちと分断されてしまった以上、今こそアッシュが聖竜皇エーコに騎乗すべきなのだが、もはやその手は使えないのだ。

「ふっ。ここまで思い通りに事が運んでしまうとは、痛快を通り越して興きよう醒ざめだ。もう少し、妾わらわを愉たのしませてくれるかと期待していたのだが」

　そこで言葉を切ると、アンネゲルトの顔から笑みが消えた。

「王手シヤツハだ。ブリュンヒルデよ、砲門を開け！」

　アンネゲルトは帝国語で告げると、冥槍グングニルを掲げた。重厚な機動音とともに、ブリュンヒルデの肩に搭載された魔導砲が二門、ゆっくりと稼動する。

　──くそ！　なにが〈アヴァロンの騎士〉だ！　エーコが無力化させられた途端、このざまだ！　俺はどうすればいい？　どうすれば、みんなを救えるんだ？

　握りしめた拳を震わせながら、アッシュは自分の無力さを痛感することしかできない。

「バルムンク、撃てぇ！」

　二本のバルムンクが轟ごう然ぜんと唸うなったそのとき──。

「諦めないで！」

　凜りんとした声が響いた。突如として、目の前に優美な女性が降臨したのである。

「ナヴィー!?」

　アッシュが叫ぶと同時に、ナヴィーは六角障壁ヘキサゴナル・シールドを展開した。

　宙で放物線を描いて飛来した魔弾は、障壁に達たつすると同時に大爆発を起こしたが、ナヴィーの防御魔法は揺るぎもしない。

「アッシュもエーコも思い出して！　エーコが竜化ドラグナイズする前だって、あなたたちはミルガウスの一味と互角以上の戦いをしていたわ。それに、〈魔導蛇ウロボロス〉に封じられたのは竜化ドラグナイズだけ。それ以外の技までは、封じられていないのよ！」

　そうだ、まだ絶望するのは早いと、アッシュは思い直した。〈アヴァロンの腕輪〉を浸しん蝕しよくされたショックが大きすぎて、重要なことを忘れていたのだ。

　そう、阻害されたのは、あくまでも竜化ドラグナイズだけ──。

「エーコ……」

　アッシュはエーコの両肩に手を置くと、その顔を見つめた。

　アッシュが剣を手に戦うためには、エーコの助力が必要不可欠なのだ。

　ただし〈魔導蛇ウロボロス〉の襲撃を受けたせいで、エーコは魔力の大半を消耗している。そんなエーコにこんな頼みをするのは、酷なことかもしれない。

　そんなアッシュの心配を読み取ったのだろうか、

「当ったり前でしょう！　あたしを誰だと思っているの？」

　エーコは傲ごう然ぜんとして、胸を張ってみせたのだった。





　　　　◇






「撃て！　撃ちまくれ！」

　アンネゲルトの掛け声に合わせて、二本のバルムンクは唸り続ける。

　それでも、突如として現れた女が展開している防御障壁は強固で、バルムンクの砲撃ではびくともしない。

「ふん、まだ伏兵が潜んでいたとはな。その角に、髪の色……どうやらエーコの関係者らしいが……我らに防御魔法は利かぬ！　砲撃を続けつつ、ドラグヴェンデルを発射！」

　冥槍グングニルを振りかざし、アンネゲルトは新たな指令を下す。ドラグヴェンデルならば、竜族の防御魔法を解除できるのだ。アンネゲルトの王手シヤツハに変わりはない。

「……む？」

　ところが、そこで予期せぬことが起こった。

　アンネゲルトの意に反し、ドラグヴェンデルは発射されなかったのである。

「ちっ、弾切れか。空中戦で使いすぎたようだな──」

　そのときだった。

「うぉおおおおおおおおっ！」

　突如、アッシュが駆けだしたのである。謎めいた女による防御障壁の後方から、わざわざ抜け出したのだ。

　それどころか、アッシュはバカ正直に、こちらに向かってきたのである。

　気が狂ったとしか思えない行動だった。

「なんなのだ、一体!?　解わからぬ、奴やつが理解できぬ……えぇい、カールスナウトも撃て！　撃ち尽くしても構わん！」

　アンネゲルトの切羽詰まった声に応じ、ブリュンヒルデは腹部に搭載された重機関銃を連射する。

　砲声に銃声が加わり、いよいよ戦場の匂いが深く立ちこめていった。

　それでもアッシュは怯ひるむことなく、こちらに少しずつ近づいてくる。その双そう眸ぼうには、狂気どころか、燃え盛る炎のように熱い意思が感じられた。

　そんなアッシュの姿が、ふっと消失する。バルムンクの砲撃が巻き起こした砂さ塵じんを利用して、自分の姿を隠したのだ。

「まさか……今さら、この状況を引っ繰り返すつもりだというのか？」





　　　　◇






　──どんっ！　どどんっ！　ずだだだだっ！

　砲撃音に、重機関銃の連射音が重なる。

　一瞬でも立ち止まれば、機銃に全身を撃ち抜かれるかもしれない。

　それでも、アッシュは一心不乱に戦場を駆ける。

　決して自や棄けを起こしたのではない。

　これこそが、ほんのわずかな時間で打ち合わせた作戦なのだった。

　バルムンクの砲弾が巻き起こした砂塵に紛れて、一直線に進む。

　今はただ、エーコとナヴィーを信じて走り続ける。

　走る。走る。走り抜ける。

　と、冷たい夕風が周囲をサッと払い、砲撃による砂さ塵じんが綺き麗れいに一掃された。

「しまった！」

　たちまち、アッシュの姿は無慈悲にもさらされてしまった。

　案の定、アンネゲルトと目が合った。

「……ふん。よもや、生身でバカ正直に突っこんでくるとは思わなんだな。その愚かさに敬意を表し、貴様には特大の一発をお見舞いしてやろうぞ！」

　アンネゲルトは冥槍グングニルを両手で握りしめると、石突きのほうを足もとに突きたてた。初めて見せるポーズだった。

「ブリュンヒルデよ、主砲発射準備！」

「なっ……バルムンクが主砲じゃなかったのか!?」

　愕がく然ぜんとするアッシュの前方で、ブリュンヒルデが顎あごを上下に開いた。

　重厚な機構音とともに、その喉元から現れたのは、極太の砲口だった。

　大型魔導艦の主砲にも匹敵しそうな口径である。竜綺華晶が埋めこまれているところを見ると、魔導砲の類らしい。

「……おいおい、どう見ても対魔導艦兵器だろうが!?」

　あんな兵器を人に向けて撃つつもりだというのか？

　今にも足がすくんでしまいそうだった。

　パルの助力が得られない竜騎士ドラグナーなど、ただの歩兵にすぎないのだと痛感する。

　──それでも、走り続けるしかないだろうが！

　そう、アッシュはエーコとナヴィーを信じると決めたのだ。たとえブリュンヒルデの主砲が火を噴いたとしても、止まるつもりはなかった。

「魔導エネルギー充じゆう塡てん開始。十、九、八……」

　対照的に、アンネゲルトの声は冷たい。あたかもアンネゲルト自身が、機械兵器の一部と化したかのようだった。抑揚に欠けた口調で、カウントダウンを始めている。

　もはや脅しとは思えなかった。

　生身のアッシュに対し、本気で主砲を撃つつもりなのだ。

「うぉおおおおっ！」

　アンネゲルトのカウントダウンを吹き飛ばすように、アッシュは叫んだ。

　喉の奥から声を振りしぼり、さらに加速する。

「……四、三、二、一」

　そこで無慈悲にも、アンネゲルトのカウントダウンが終着点に到達する。

　──エーコ！

　アッシュが心の中で呼びかけたそのとき、

「──拍車エスポラーソ」

　背後から峻しゆん烈れつな声がほとばしる。

　その刹那、アッシュは暖かな光輝に包まれていた。

　聖騎甲アークの各装甲が、アッシュの全身に装着されていく。あれほど魔力を消耗していたにもかかわらず、エーコは見事に聖騎甲アークを献呈してみせたのだ。

　聖騎甲アークの波動に呼応して、アッシュの左腕の〈星刻〉が激しく反応する。

　まるで〈星刻〉自体が喜んでいるかのように躍動し、その紋様をアッシュの全身に波及させていく。アッシュは全身が灼しやく熱ねつしているかのような感覚を覚えつつ、エーコの想おもいを全身全霊で受けとめた。

　そんなアッシュの思考を破ったのは、アンネゲルトの無慈悲な声だった。

「主砲ダインスレイフ、発射！」

　今や聖天竜騎士アーク・ドラグナーと化したアッシュは、すかさずエクスカリバーを召喚し、鞘さやから一気に引き抜いた。刀身と鞘を十字に交差させると、真っ正面から主砲を受けとめる。

　まさしくドラゴンの吐息ブレスを思わせる圧力に、アッシュはたたらを踏んだ。

　たとえ聖騎甲アークごしであっても、膨大な熱量がひしひしと伝わってくる。だが、このまま圧されているわけにはいかない。アンネゲルトを撃退しない限り、大切な仲間たちを守ることはできないのだから──。

「俺がみんなを……守ってみせる！」

　ダインスレイフの勢いを押し返しつつ、

　──どんっ！

　アッシュはついに、一歩だけ前進した。たったの一歩が、おそろしく重い……！

「くっ!?　よもやダインスレイフに耐えるとは！」

「王手チェツクメイトだ──」

　先ほどのお返しとばかりに、アッシュは宣告を下す。

　先ほど懸命に走り続けたおかげで、ブリュンヒルデはエクスカリバーの射程範囲に充分すぎるほど収まっている。それこそが、アッシュの狙いだった。

「万物を斬り裂く鋼鉄はがねにして、騎士の中の騎士にふさわしき聖剣よ──」

　ドクン……アッシュが言葉を紡ぐたびに、全身に波及した〈星刻〉が熱く呼応する。

　すべては、この瞬間のために──！

　聖騎甲アークに貯蔵されていた全魔力が、聖剣に流れこんでいく。

「ちっ、エクスカリバーだけはまずい……飛ぶのだ、ブリュンヒルデ！」

　なおもダインスレイフを吐きながら、ブリュンヒルデは背面部から魔導エネルギーを噴射しようとしたのだが──。




「騎竜演舞、肆しの舞──荊けい冠かんの戒雨ヴアイン！」




　はるか上空から、可か憐れんな声が降り注いだ。

　いつしか、黄昏たそがれの空には〈星刻〉の紋様が描かれて、その中心にはルッカが滞空している。巨大な紋様の両脇には、ルッカを守護するように、レベッカとシルヴィアの騎影があった。

　さらには、一度は墜落したと思われていたマックスも復帰していた。深手を負ったアリアンロッドも、健けな気げに飛空を続けている。

　レベッカもシルヴィアもマックスも、そして各々の相パ棒ルたちも満まん身しん創そう痍いだった。マックスに至っては眼鏡を失い、額から血を流しているほどだ。

　にもかかわらず、ルッカとガウェインには傷ひとつ見あたらない。

　レベッカたちもまた、すべてはこの瞬間のために、騎竜演舞という切り札を持つルッカを全力で護りつつ、大量の誘導弾を一掃したのだ──と、アッシュは気づいた。

　空と陸に分断されていたために、打ち合わせの余裕すらなかったというのに、なんというタイミングだろう。アッシュは目頭を熱くした。

　初めて目の当たりにする第四の舞は、どの演舞とも異なる効果を発揮した。

　魔力で構築された荊いばらが縦横無尽に発生したかと思うと、ブリュンヒルデの下半身を拘束したのだ。

「小こ賢ざかしい……引きちぎってしまえ！」

　アンネゲルトが叫ぶ。ブリュンヒルデも豪快な駆動力を発揮して、次々と荊を引き千切っていくが──。

　もはやアッシュにとっては、その一瞬だけで充分だった。




「その銘は──エクスカリバー」




　エクスカリバーが放った斬撃は、怒ど濤とうのごとき奔流と化し、ダインスレイフの膨大な熱量を吞のみこまんばかりの勢いで、ぐんぐんと進み続け──。

「くっ！　耐えろ、ブリュンヒルデ！」

　余裕たっぷりだったアンネゲルトが、苦渋の叫びを漏らす。

　そして──森全体を揺るがすほどの衝撃が走った。

　アッシュが放った渾こん身しんの一撃は、ブリュンヒルデの腹部装甲に直撃した。





　　　　◇






　……そして、静寂が訪れた。

　アッシュの予想に反し、ブリュンヒルデは今なお立ちはだかっている。

　その頭上では、アンネゲルトも槍を構えたまま、なんとか両脚を踏みしめていた。

「くっ、なんて硬さだ」

　アッシュは脱力のあまり、片膝をついた。と同時に、聖騎甲アークもエクスカリバーも光の粒子となって消失する。今の一撃に、全魔力を注ぎこんだのだった。

　ようやく落ち着いたのか、アンネゲルトが冷笑を漏らした。

「勝利の女神は、妾わらわに微笑ほほえんだようだな」

「いや、そうでもないさ」

　アッシュは顔をあげると、会心の笑みを浮かべた。

　アンネゲルトが眉をひそめた直後、ブリュンヒルデに異変が起きた。

　腹部装甲が硝子ガラスのごとく割れ砕けたかと思うと、崩壊したのである。

　聖剣エクスカリバーの一撃は、確かに届いていたのだ。

　だが次の瞬間、アッシュの笑顔は凍りついた。

「おい……ちょっと待て！　あれはなんだ……!?」

　アッシュは目を剝むいたまま、全身を硬直させた。

　ブリュンヒルデの腹ふつ腔こうには、予想外の存在が内蔵されていたのだ。

「一体、どうしたっていうのよ？」

　と、エーコがアッシュの背後に駆けよってきた。魔力のほとんどを消耗し、かなり憔しよう悴すいしているようだが、エーコは健けな気げに振る舞っている。

　そんなエーコを愛いとおしく思ったのも束つかの間ま、アッシュはブリュンヒルデの内部を指し示した。

「あれだ……あれを見ろ…………」

　エーコは怪け訝げんそうにアッシュの視線を追いかけると、目をまん丸にした。

「なっ……!?　なんなのよ、あれは！」

　ブリュンヒルデの腹腔に収められていたのは──円筒形の物体だった。ガラス張りになっていて、内部は透明な液体で満たされている。

　その液中に、ぷかぷかと浮かんでいる存在は、完全にアッシュの想像を超えていた。




　──全裸の少女が、胎児のごとく液中に漂っている。




　髪は漆黒で、腰のあたりまで伸びている。体つきはまだ幼く、十二歳前後といったところだろうか。

　生まれたての赤ん坊のように、その素肌は白い。

　そして、その少女の最たる特徴といえば──。

　頭部の左右に生えている、緩ゆるやかに湾わん曲きよくした角であった。

「……もしかして、あの子も竜族なの!?」

　エーコも戦慄のあまり、声を震わせている。

　と、アンネゲルトが場違いなほど切々とした声を漏らした。

「おお、愛いとしのブリュンヒルデよ！　なんと不ふ憫びんな姿になり果ててしまったのだ！　さぞかし痛いだろう……苦しいだろう……。今すぐ帰って、治療してやるからな！」

　意外にも、アンネゲルトは謎めいた少女を見られたことなど、気にもかけていない様子である。あくまでも、ブリュンヒルデの損傷を嘆いているだけなのだ。

　アンネゲルトにとっては、少女はあくまでも「ブリュンヒルデの部品」にすぎないのだろうか。

「待て！　その女の子は──」

「この勝負、しばし預けておく！」

　──どぉおおおおんっ！

　爆音が轟とどろいた。今も滞空しているシルヴィアたちには目もくれず、ブリュンヒルデは超高速で飛び去ったのである。

「くっ……！」















　すさまじい風圧に煽あおられて、アッシュは咄とつ嗟さにエーコをかばった。舞いちる砂さ塵じんを払いつつ、空の彼方かなたを眺めやる。いつしか日は暮れて、空は夜の色に染まっていた。

　夜空の中央には、ブリュンヒルデの航跡が飛行機雲となって、うっすらと浮かび上がっていた。

「……なにが始まろうとしているんだ？」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとして、つぶやくことしかできなかった。

　謎は深まる一方だが、なにかが始まろうとしているのは、確かだった。





"The Imperial Princess～A.S.B.1366.04～" is closed.








エピローグ









　アンネゲルトが撤退した直後、アッシュたちはすぐさま学院に引き返し、ミラベルに事件のあらましを伝えた。

　──それは由ゆ々ゆしき事態だわ。白羊宮アリエスの騎竜祭は、中止にしたほうが良さそうね。

　ミラベルの判断は迅速だったが、アッシュとしては忸じく怩じたる思いを抱いた。

　騎竜祭当日は、エーコの誕生日でもあるのだ。

　実はエーコの誕生日と騎竜祭を関連付けて、盛大な祝いをするのはどうだろう……という構想も密ひそかに練っていたのだが、必然的に中止となった。

　当面はロートレアモン聖竜騎士団から派遣された竜騎士ドラグナーたちが、フィアナの森を警備することになるだろう。もはや競技や誕生会で浮かれている場合ではないのだ。

　アンネゲルトの口ぶりから察するに、彼女の背後にはかなり大きな組織がついていると思われる。

　──魔導結社〈デミウルゴス〉。

　それがいかなる組織なのかは、アッシュにもまだ解わからない。

　なお、ゼファロス帝国の第六皇女が密入国をした挙げ句、装甲機竜マシーネンドラツヘなる兵器をもってアッシュたちを襲撃した──という事実は、一般には伏せられることになった。

　下手に発表してしまったら、外交問題に発展するのは必ひつ定じようである。それに、騎士国側が帝国側に回答を求めたところで、シラを切られるのが落ちだろうと思われた。





　　　　◇






「はぁ……」

　その夜。エーコは窓辺から夜空を見上げつつ、何度目かの溜ため息いきを漏らした。

「すぅ、すぅ……お兄ちゃん……むにゃむにゃ……」

　ベッドでは、リンダが無邪気な顔で寝言を漏らしている。フィアナの森から学院に戻る途中、疲労が限界に達たつしたようで、眠りこんでしまったのだ。そのため寮監に事情を説明し、今夜はアポロ舎で一夜を過ごすこととなった。

　夜空の中央では、蒼あお白じろい満月が煌こう々こうと輝いている。

　エーコは〈魔導蛇ウロボロス〉に魔力を吸収された状態で、アッシュに聖騎甲アークを献呈した。

　アッシュには黙っていたが、竜族にとって、あれ以上の消耗は命に関わるほどの危機をもたらす。なんとか無事だったのは、聖竜皇家の血統のおかげだろうか。

　できることなら、リンダのように眠りこんでしまいたかった。睡眠をたっぷりとれば、魔力も回復するのだから。

　だが、エーコの意識は睡魔を頑かたくなに拒んでいた。

　マザー・ドラゴンから賜った〈アヴァロンの腕輪〉は、相変わらず真っ黒に染まっている。腕輪を構築している金属は、〈魔導蛇ウロボロス〉とやらに浸しん蝕しよくされてしまった。

　この呪縛を解かない限り、エーコは竜化ドラグナイズができない。

「──眠れないのか？」

　と、ようやくアッシュが帰ってきた。ミラベルをはじめ、各方面に異常事態を報告すべく、アッシュは学院に帰ってからも東とう奔ほん西せい走そうしていたのだ。

「うん……」

「大丈夫。腕輪は必ず、俺が元に戻してみせるよ。約束だ」

「ありがと、アッシュ」

　アッシュの言葉には、強い意思が感じられた。一年前とは比較にならないくらい、今のアッシュは頼もしく感じられる。

　だが、エーコが憂慮しているのは、腕輪のことだけではなかった。

「あのね、どうしても気になるの。ブリュンヒルデの内部に閉じこめられていた、あの子のことが……」

「ナヴィーはどう考えているんだろう？　竜種の記憶ドラグワースには、あの子の情報について記されていないのか？」

「ナヴィーなら学院に戻ってから、遣けん竜りゆう工こう房ぼうに籠もりっぱなしよ。確証を得るまでは、なにも答えられないって」

「……そうか。ただ、ブリュンヒルデが対アヴァロン兵器として機能していたことを考えると──あの女の子こそが、その鍵を握っているのかもしれないな」

　エーコはうなずくと、拳をギュッと握り締めた。

「あの子が誰なのか、まだ解わからないけれど……でも、これだけはいえる。あんな破壊兵器の内部に閉じこめられているなんて、絶対におかしいわ！」

「ああ、それは俺も同じ気持ちだよ。まるで、ブリュンヒルデの部品として扱われているみたいだった。あんな非道が、人として許されるはずがない」

「それに、もしあの子が竜族だとしたら、あたしの同族ってことよ。見過ごすなんて、絶対にできないわ！」

　エーコは真しん摯しな表情を浮かべると、月夜に向けて宣言した。

「あたし、あの子を助けたい！」





"The Ancient Bloodline I" is closed.







あとがき




　新年あけましておめでとうございます。瑞みず智ち士し記きです。

　いよいよ第三部"The Ancient Bloodline"が開幕しました。このサブタイトルからお察しの通り、「血脈」に焦点を当てたストーリーになりそうです。

　本巻より新学期が始まり、アッシュたちはひとつ進級します。しかもアッシュの妹・リンダがついに登場し、ますます波は瀾らん万ばん丈じように!?

　本巻の表紙を華々しく飾っているのが、まさしくリンダです。ラクエルとはまた違ったタイプのツインテールがポイントですね。




　それでは謝辞を。

　まずは初代担当の庄しよう司じさん。感謝の気持ちで一杯です。庄司さんとの出会いがなかったら、『星刻の竜騎士ドラグナー』という作品は誕生していませんでした。新天地でのご活躍をお祈りすると同時に、また一緒にお仕事ができる日を楽しみにしています。

　二代目担当の池いけ本もとさん。論理的な観点から、有意義なアドバイスをたくさん頂戴しました。今後、ご迷惑をおかけすることも多々あるかと思いますが、一緒に『星刻』シリーズを盛り上げていきましょう！

　〆しめさばコハダ先生。表紙のリンダをはじめ、本巻でも神クオリティのイラストをたくさん描いてくださいました。今後、新キャラクターもどんどん登場する予定ですので、よろしくお願いいたします。

　ＲＡＮ先生。コミック版『星刻』の月刊連載、お疲れさまです。アライブ誌（二〇一二年十二月号）に掲載されたアフレコ・レポートも、楽しく拝読しました。またお会いできる日を楽しみにお待ちしています。

　そして、読者の皆様。いただいたメールやお手紙を読み返すたび、作家になることができて本当に良かったと実感しています。今後とも、アッシュたちの活躍を見守ってあげてくださいね。




　それでは、またお会いしましょう。

　次巻──アッシュたち、ラブロック商工都市連合に向かう!?





二〇一三年一月　瑞みず智ち士し記き


















　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　ついに第３部が開幕し、アッシュの実妹も登場します。こんな妹が欲しかった……！




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫ＪＡ）などの作品がある。

　　公式サイト　http://mizuchishiki.com/




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/
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